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リモコンを準備する

■ リモコンに乾電池を入れる

1 リモコンの電池カバーを取りはずす。

2 付属の単３乾電池（２本）を極性（＋、プラス／
－、マイナス）表示にしたがってリモコンの電池
ケースに入れる。

3 電池カバーをリモコンに装着する。

･以下の場合は、すべての乾電池を新しいものに交換し
てください。
－ リモコンの操作範囲がせまくなった
－ BTRANSMITインジケーターが光らない、または
光が弱くなった

･新しい乾電池と古い乾電池を混ぜて使用しないでくだ
さい。新しい乾電池の寿命を縮めたり、古い乾電池か
ら液が漏れたりすることがあります。
･種類の異なる乾電池（アルカリとマンガンなど）を混
ぜて使用しないでください。乾電池には、形状が同じ
でも性能が異なるものありますのでご注意ください。
･乾電池が液漏れした場合は、液に触れないよう注意し
て破棄してください。液が目や口に入ったり、皮膚に
ついたりした場合はすぐに水で洗い流し、医師に相談
してください。新しい乾電池を入れる前に電池ケース
内をきれいにふいてください。
･使い切った乾電池は、自治体の条例または取り決めに
したがって破棄してください。
･乾電池を外したまましばらく（２分以上）放置したり、
消耗した乾電池をそのまま入れておいたりすると、リ
モコンに設定したリモコンコードが消えてしまうこと
があります。このような場合は、乾電池を新しいもの
に交換して、リモコンコードを設定し直してください。

■ リモコンを使う
リモコンは直進性の強い赤外線を使っています。本
体の受光部に向けて正しく操作してください。詳し
くは「取扱説明書」28ページをご覧ください。

ご注意

1 3

2

30 306m以内

リモコン受光部
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接続から再生までの手順

DVDを最も簡単に再生する方法を説明します。

下記のものをご用意ください。

❏ スピーカー
❏ フロントスピーカー ............................ x2
❏ センタースピーカー ............................ x1
❏ サラウンドスピーカー ........................ x4
スピーカーは防磁型をお使いください。ま
た、少なくとも２本（フロント用）以上のス
ピーカーをご用意ください。フロント用以外
のスピーカーは、以下の順番で優先的にご用
意ください。
１．サラウンドスピーカー（２本）
２．センタースピーカー（１本）
３．サラウンドバックスピーカー（１本また

は２本）

❏ アンプ内蔵サブウーファー ..................... x1
ピン端子を装備したアンプ内蔵サブウー
ファーをご用意ください。

❏ スピーカーケーブル ................................. x7
❏ サブウーファー用ピンケーブル .............. x1
ピンケーブルをご用意ください。

❏ DVDプレーヤー ...................................... x1
光デジタル出力端子およびコンポジットビデ
オ出力端子を装備したDVDプレーヤーをご
用意ください。

❏ モニター .................................................... x1
コンポジットビデオ端子を装備したテレビま
たはプロジェクターをご用意ください。

❏ ビデオ用ピンケーブル ............................. x2
ピンケーブルをご用意ください。

❏ 光ファイバーケーブル ............................. x1
❏ 電源コード ................................................. x1

y
本機はサブウーファーを2台接続できます。この場合、
サブウーファーを2台、サブウーファー用ピンケーブル
を2本ご用意ください。

フロント
右スピーカー

サブウーファー

サラウンドバック
右スピーカー

サラウンド
左スピーカー

フロント
左スピーカー

サラウンドバック
左スピーカー

サラウンド
右スピーカー

センター
スピーカー

モニター

DVD
プレーヤー

再生スタート！

ステップ１：
スピーカーを設置・接続する

☞  5 ページ

ステップ２：
DVDプレーヤーや他の外部
機器を接続する

ステップ３：
SCENE1キーを押す

☞  6 ページ

☞  7 ページ

接続に必要なものを確認する
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接続から再生までの手順
スピーカーをお部屋に設置し、本機に接続します。

1 スピーカーとサブウーファーをお部屋に設置する。

2 スピーカーケーブルをスピーカーに接続する。

左チャンネル（L）、右チャンネル（R）、「＋」（プラ
ス、赤）、「－」（マイナス、黒）を確認して正しく接
続してください。一般的にスピーカーケーブルは、
平行した２本の絶縁ケーブルです。ケーブルのうち
の１本は極性を判別するために異なった色またはラ
インが入っています。異なった色の（またはライン
の入っている、などの）ケーブルを本機とスピー
カーの「＋」（プラス、赤）へ、もう片方のケーブル
を「－」（マイナス、黒）へ接続してください。

3 スピーカーケーブルを本機のスピーカー端子に
接続する。

左チャンネル（L）、右チャンネル（R）、「＋」（プラ
ス、赤）、「－」（マイナス、黒）を確認して正しく接
続してください。

フロント／センタースピーカーの接続

サラウンド／サラウンドバックスピーカーの接続

後方にスピーカーを2台設置する場合は、
SURROUND L ／ R端子に接続してください。

4 サブウーファー用ピンケーブルを本機の
SUBWOOFER PRE OUT 1 端子、およびサ
ブウーファーの入力端子に接続する。

y
SUBWOOFER PRE OUT 2 端子に2台目のサブウー
ファーを接続できます。両方のサブウーファーからは、同
じ音声が出力されます。

ステップ１：
スピーカーを設置・接続する

AC OUTLETS

AC IN

SWITCHED

100W MAX. TOTAL

R

L

AUDIO MULTI CH INPUT PRE OUT DOCK VIDEO

COMPONENT VIDEOD5 VIDEOHDMI

DIGITAL INPUT
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DIGITAL
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SUB

WOOFER SUR. BACKSURROUND

SINGLE CENTERCENTERFRONT (8CH)

SURROUND

DVD

DTV/CBL
S VIDEO

VIDEO

DTV/CBL

DVR

DVRMONITOR OUT

MONITOR
OUT

DVRDTV/CBLDVD

VCR
OUTININ OUT1 2

DVD

DVDCDDTV/CBL

OPTICAL COAXIAL

DVD

OUT

SURROUND BACK/BI-AMP

SINGLE

SURROUNDCENTERFRONT A
AM

GND

FRONT B/ZONE B/
PRESENCE

DTV/CBLDVD
MD/CD-R MD/CD-R

PHONO

GND

CD
MD/

CD-R
IN 

(PLAY)
OUT 

(REC) DTV/CBL DVR VCR
OUTININ OUT MONITOR

OUT

FM
75Ω

UNBAL. 

R LR LR LR L

654321
IN2IN1

EXTRA SP

YPR PBYPR PBA

A B C

B

C

SUBWOOFER PRE OUT 1 端子

スピーカー端子

1 2 3 4

  

4

1 スピーカーを接続する前に、本機とサブ
ウーファーの電源コードがコンセントに接
続されていないことを確認する。

2 ショートしないように芯線をしっかりとよじる。
3 スピーカーケーブルの芯線どうしが接触し
ないようにする。

4 スピーカーケーブルの芯線が本機の金属部
に触れないようにする。

ご注意

フロント左
スピーカーへ

フロント右
スピーカーへ

センタースピーカーへ

ゆるめる 差し込む 締め付ける

サラウンド右
スピーカーへ

サラウンドバック左
スピーカーへ

サラウンド左スピーカーへ サラウンドバック右スピーカーへ

PRE OUT
DOCK

D5 VIDEO

DVD

SUBWOOFER
SUR. BACK

RROUND

SINGLE CENTER

S VID

VIDE

1 2

SUBWOOFER 
PRE OUT 1 端子サブウーファー用ピンケーブル

入力端子

本機サブウーファー
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接続から再生までの手順
1 DVDプレーヤーの光デジタル出力端子と本機
のDVD DIGITAL INPUT OPTICAL端子を
光ファイバーケーブルで接続する。

2 DVDプレーヤーのコンポジットビデオ出力端
子と本機のDVD VIDEO端子をビデオ用ピン
ケーブルで接続する。

3 モニターの映像入力端子と本機のVIDEO 
MONITOR OUT端子をビデオ用ピンケーブル
で接続する。

4 AC IN 端子に電源コードを接続する。

5 本機や他の外部機器の電源プラグをコンセント
に接続する。

y
本機は他の外部機器に電源を供給できるAC 
OUTLETS端子を装備しています。詳しくは「取扱
説明書」26ページをご覧ください。

ステップ２：
DVDプレーヤーや他の外部機器
を接続する

AC OUTLETS

AC IN

SWITCHED

100W MAX. TOTAL

R

L

AUDIO MULTI CH INPUT PRE OUT DOCK VIDEO

COMPONENT VIDEOD5 VIDEOHDMI

DIGITAL INPUT
ANTENNA

REMOTE OUT

DIGITAL
OUTPUT

SPEAKERS

DVDSUBWOOFERFRONTSB (8CH)
SUB

WOOFER SUR. BACKSURROUND

SINGLE CENTERCENTERFRONT (8CH)

SURROUND

DVD

DTV/CBL
S VIDEO

VIDEO

DTV/CBL

DVR

DVRMONITOR OUT

MONITOR
OUT

DVRDTV/CBLDVD

VCR
OUTININ OUT1 2

DVD

DVDCDDTV/CBL

OPTICAL COAXIAL

DVD

OUT

SURROUND BACK/BI-AMP

SINGLE

SURROUNDCENTERFRONT A
AM

GND

FRONT B/ZONE B/
PRESENCE

DTV/CBLDVD
MD/CD-R MD/CD-R

PHONO

GND

CD
MD/

CD-R
IN 

(PLAY)
OUT 

(REC) DTV/CBL DVR VCR
OUTININ OUT MONITOR

OUT

FM
75Ω

UNBAL. 

R LR LR LR L

654321
IN2IN1

EXTRA SP

YPR PBYPR PBA

A B C

B

C

本機およびDVDプレーヤーが
コンセントに接続されていないこ
とをご確認ください。

DVD DIGITAL INPUT OPTICAL端子 DVD VIDEO端子
VIDEO MONITOR OUT端子

AC IN 端子

R

L

AUDIO

DIGITAL INPUT

ANTENNA

DIGITAL
OUTPUT

DVD

DVDCD
DTV/CBL

OPTICAL
COAXIAL

DVD

FRONT A

AM

GND

FRONT B/ZONE B/
PRESENCE

MD/CD-R MD/CD-R

PHONO
GND

CD
MD/

CD-RIN 
(PLAY)

OUT 
(REC) DTV/CBL DVRIN OUT

R
R

L

654321

EXTRA SP

光デジタル
出力端子

光ファイバーケーブル

DVD DIGITAL INPUT 
OPTICAL端子

DVDプレーヤー

本機

DOCK
VIDEO

COMPONENT V

D5 VIDEO

DVD
DVD

DTV/CBL
S VIDEO

VIDEO

DVR

OUT

IN OUT

Y
PR PBA

コンポジットビデオ
出力端子

ビデオ用ピンケーブル DVD VIDEO端子

DVDプレーヤー 本機

■ その他の接続について
･ スピーカーシステムについてもっと知りたい

☞ 「取扱説明書」9ページ
･ ビデオ用ピンケーブル以外のケーブルでモニター
を接続したい ☞ 「取扱説明書」18ページ

･ ビデオ用ピンケーブルや光ファイバーケーブル
以外のケーブルでDVDプレーヤーを接続したい

☞ 「取扱説明書」19ページ
･ DVDレコーダーやビデオデッキを接続したい

☞ 「取扱説明書」20ページ
･ 衛星放送／ケーブルテレビチューナーを接続したい

☞ 「取扱説明書」20ページ
･ CDプレーヤーやMDレコーダー、レコード
プレーヤーを接続したい

☞ 「取扱説明書」21ページ
･ 外部パワーアンプを接続したい

☞ 「取扱説明書」22ページ
･ DVDプレーヤーをアナログマルチチャンネル
接続したい ☞ 「取扱説明書」23ページ

･ ヤマハ製ドック／Bluetooth アダプターを接続したい
☞ 「取扱説明書」23ページ

･ REMOTE OUT端子を使いたい
☞ 「取扱説明書」24ページ

･ VIDEO AUX端子を使いたい
☞ 「取扱説明書」24ページ

･ FM／AMアンテナを接続したい
☞ 「取扱説明書」25ページ

VIDEO

COMPONENT VIDEO

DVD
DTV/CBL

DVR

DVR

VCR
OUTIN

IN OUT
MONITOR

OUT

Y
PR PB

YPB

B

C

モニター 本機

ビデオ用ピンケーブル VIDEO MONITOR 
OUT端子

映像入力端子
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接続から再生までの手順
1 本機に接続したモニターの電源をオンにし、入
力を本機の映像に切り替える。

2 フロントパネルのRSCENE1キーを押す。
本機の電源がオンになります。フロントパネル
ディスプレイに「DVD Movie Viewing」と表
示され、DVDの視聴に適したプログラムが呼
び出されます。

3 JVOLUMEコントロールを回して、音量を調
節する。

入力ソースや音場プログラムを変更するとSCENE機能
はキャンセルされ、フロントパネルRSCENEキー上部
のランプが消灯します。

■ SCENE機能とは
SCENEキーを押すだけで本機の電源がオンに切り
替わり、SCENEキーに記憶されたSCENEテンプ
レートに設定されている入力ソースや再生モードを
呼び出す機能です。SCENEテンプレートは、入力
ソースと再生モードの組み合わせた雛形のことです。
y
SCENEコントロール信号の受信機能を持つヤマハ製
DVDプレーヤーを本機のREMOTE OUT端子に接続し
てお使いの場合、RSCENE1キーを押すと自動的に電源
がオンになり、再生が始まります。詳しくはDVDプレー
ヤーの取扱説明書をご覧ください。

*1 テレビを本機に接続してから操作してください。テレ
ビの接続については「取扱説明書」18ページをご覧く
ださい。

*2 FM／ AMアンテナを本機に接続してから操作してく
ださい。FM／ AMアンテナの接続については「取扱
説明書」25ページをご覧ください。

*3 聴きたい放送局を受信してから操作してください。
FM／AM放送の受信については「取扱説明書」45
ページをご覧ください。

*4 FM／ AM放送をより良好に受信するには、FMアン
テナ先端の位置やAMアンテナの向きを調節してくだ
さい。

y
お好みに合ったシーンが見つからない場合、本機に保存さ
れているSCENEテンプレートの中からお好みにあった
ものと入れ替えたり、新しくテンプレートを作成したりす
ることができます。詳しくは「取扱説明書」29ページを
ご覧ください。

ステップ３：
SCENE 1キーを押す

ご注意

SCENE
キーの
初期設定

SCENEテンプレート名と内容

SCENE1 DVD Movie Viewing
－ 入力ソース：DVD
－ 再生モード：MOVIE Sci-Fi

DVDプレーヤーで映画ソフトを見ると
きに選びます。

SCENE2 Music Disc Listening
－ 入力ソース：DVD
－ 再生モード：2ch Stereo

DVDプレーヤーでCDを 2チャンネル
で聴くときに選びます。

SCENE3 TV Viewing *1
－ 入力ソース：DTV/CBL
－ 再生モード：Straight

テレビを見るときに選びます。

SCENE4 Radio Listening *2, *3, *4
－ 入力ソース：TUNER
－ 再生モード：7ch Enhancer

FM/AM放送を聴くときに選びます。

ご注意
7 Ja



接続から再生までの手順
■ 使い終わったら

KSTANDBY/ONキーを押して、本機の電源を
スタンバイにする

本機の電源がスタンバイになります。リモコンから
の赤外線信号を受信するため、少量の電力を消費し
ます。電源をスタンバイからオンにするには、いず
れかのRSCENEキー（またはASCENEキー）
を押すか、フロントパネルのKSTANDBY/ON
キー（またはリモコンのDPOWERキー）を押し
てください。詳しくは「取扱説明書」26ページを
ご覧ください。
また、「STANDBY THROUGH」（「取扱説明書」
78ページ）を「ON」に設定している場合、待機
時消費電力をより多く消費しますので、長期間本機
を使用しない場合は電源プラグをコンセントから抜
いておくことをおすすめします。

こんなことをしたいときは

■ SCENEテンプレートを編集したい
･ SCENEテンプレートを入れ替える

☞ 「取扱説明書」29ページ
･ 新しいSCENEテンプレートを作成する

☞ 「取扱説明書」32ページ

■ さまざまな入力ソースを楽しみたい
･ 基本的な操作

☞ 「取扱説明書」34ページ
･ FM／AM放送を楽しむ

☞ 「取扱説明書」45ページ
･ 本機で iPod を再生する

☞ 「取扱説明書」49ページ
･ 本機でBluetooth 機器を再生する

☞ 「取扱説明書」51ページ

■ さまざまな音声効果を楽しみたい
･ 音場プログラムを楽しむ

☞ 「取扱説明書」40ページ
･ ピュアダイレクトモードで高品質音声を楽しむ

☞ 「取扱説明書」44ページ
･ 音場プログラムをカスタマイズする

☞ 「取扱説明書」54ページ

■ 本機のパラメーターを調節したい
･ リスニングルームにあわせてスピーカーのパラ
メーターを自動的に調節する（AUTO SETUP）

☞ 9ページ
･ さまざまなパラメーターを手動で調節する

☞ 「取扱説明書」61ページ
･ リモコンを設定する

☞ 「取扱説明書」81ページ
･ アドバンストセットアップメニューを設定する

☞ 「取扱説明書」83ページ

■ その他の機能を使いたい
･ 本機の電源を自動的にスタンバイにする

☞ 「取扱説明書」39ページ
･ HDMI コントロール機能を使う

☞ 「取扱説明書」53ページ
8 Ja



最適な視聴空間を自動的に設定する（YPAO）

本機に搭載の「YPAO」（Yamaha Parametric Room Acoustic Optimizer）により、お使いになるス
ピーカーの配置や性能、お部屋の音響特性を測定し、最適な視聴空間を自動的に設定できます。スピーカー
からテストトーンを出力し、付属のオプティマイザーマイクで測定します。

･測定中は大きな音量でテストトーンが出ます。小さなお
子様などがリスニングルームに入らないようご配慮くだ
さい。
･最適な測定を行うため、測定中はお部屋の環境をできる
だけ静かに保つようにしてください。物音などが聞こえ
ると、正確な測定結果が得られない場合があります。

y
･AUTO SETUPは、モニターに表示されるメニューと、
フロントパネルディスプレイに表示されるメニューのど
ちらでも操作できます。本書では、モニターに表示され
るメニューを使って説明します。
･操作する前に、操作機器選択スイッチ（F）が AMPに
なっていることをご確認ください。
･AUTO SETUPでは、FRONT A端子に接続したスピー
カーをフロントチャンネルの測定用として使います。

1 測定環境に問題がないことを確認する。
AUTO SETUPの測定を始める前に、以下の
項目を必ずご確認ください。

❏ すべてのスピーカー、およびサブウー
ファーが正しく接続されている

❏ ヘッドホンが取り外されている
❏ モニターが正しく接続されている
❏ 本機とモニターの電源がオンになっている
❏ モニターの映像入力が本機の映像に切り替
わっている

❏ サブウーファーの電源がオンで、音量が約
半分（または半分よりやや小さめ）に設定
されている

❏ サブウーファーのクロスオーバー周波数が
最大に設定されている

❏ リスニングルームや周囲の環境ができるだ
け静かに保たれている

y
サブウーファーを2台接続している場合は、それぞ
れの音量をやや小さめに設定してください。

2 フロントパネルのOPTIMIZER MIC 端子に、
付属のオプティマイザーマイクを接続する。
フロントパネルディスプレイに、「MIC ON 
View OSD menu と表示されます。

モニターに以下の画面が表示されます。

3 オプティマイザーマイクを視聴位置（リスニン
グポジション）に、ヘッド部を上に向けて耳と
同じ高さに置く。

y
耳と同じ高さに設置するために三脚などを使うことを
おすすめします。その場合は、三脚に付属しているネ
ジでオプティマイザーマイクを固定してください。

 AUTO SETUPで設定する

ご注意

VOLUME

MIN MAX

CROSSOVER/
HIGH CUT

MIN MAX

サブウーファー

VIDEO AUX
OPTIMIZER MIC

S VIDEO VIDEO AUDIO OPTICALL R

オプティマイザー
マイク

AUTO�SETUP

FRONT�B ZONE�B
. EXTRA�SP�ASSIGN��

����[�]/[�]:Select�������

������PRESENCE >NONE

SETUP;;;;;;;;;AUTO
EQ;;;;;;;;;NATURAL
START
[�]/[�]:Up/Down

[ [
[

[

オプティマイザーマイク
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最適な視聴空間を自動的に設定する（YPAO）
4 8l / hキーを押して、「EXTRA SP 
ASSIGN」の設定を選び、8nキーを押す。

EXTRA SP端子に接続したスピーカーの用途
設定   EXTRA SP ASSIGN
EXTRA SP端子に接続したスピーカーの用途
を選びます。
選択項目：FRONT B、ZONE B、

PRESENCE、NONE

･ フロントBスピーカーとして使う場合
（「取扱説明書」35ページ）
「FRONT B」を選んでください。

･ 他の部屋に設置して使う場合
「ZONE B」を選んでください。

･ プレゼンススピーカーとして使う場合
（「取扱説明書」11ページ）
「PRESENCE」を選んでください。

･ EXTRA SP端子にスピーカーを接続してい
ない場合
「NONE」を選んでください。

「BI-AMP」を「ON」に設定している場合、
「PRESENCE」は選べません（「取扱説明書」84
ページ）

5 8l / hキーを押して「SETUP」を選び、
8nキーを押す。
選択項目：AUTO、RELOAD、UNDO、

DEFAULT
･「AUTO SETUP」を実施するには、
「AUTO」を選んでください。
･ 前回実施したAUTO SETUPの設定値に戻
すには、「RELOAD」を選んでください。
･ 最新のAUTO SETUPの設定値を無効にし、
MANUAL SETUPの設定値に戻すときは、
「UNDO」を選んでください。
･ 工場出荷状態に戻すには、「DEFAULT」を
選んでください。

･「RELOAD」、および「UNDO」は、以前「AUTO 
SETUP」を実施し、測定した結果を適用したこと
がある場合にのみ選べます。
･アドバンストセットアップメニュー「BI-AMP」
（84ページ）、または「BASIC MENU」の
「EXTRA SP ASSIGN」（「取扱説明書」65ペー
ジ）の設定を変更した場合、「RELOAD」、および
「UNDO」は選べません。 

6 8l / hキーを押して、「EQ」の設定を選ぶ。

パラメトリックイコライザーの種類   EQ
パラメトリックイコライザーは、特定の周波数
帯域のレベルを調節します。本機はリスニング
ルームに不可欠な周波数帯域を自動的に選び、
選んだ周波数帯域のレベルを調整することで一
体感のある音場をお部屋に創り出します。以下
の中から、パラメトリックイコライザーの補正
方法を選んでください。
選択項目：NATURAL、FLAT、FRONT
･ すべてのスピーカーの音声をより自然な音質
で楽しみたい場合は、「NATURAL」を選び
ます。「FLAT」では高域がきつく聞こえる場
合に設定してください。
･ 各スピーカーの特性を均一にする場合は、
「FLAT」を選びます。すべてのスピーカーの
品質が同じ場合に設定してください。
･ 各スピーカーの特性をフロント左／右スピー
カーにあわせる場合は、「FRONT」を選びま
す。フロントスピーカーの品質が他のスピー
カーよりも大幅に優れている場合に設定して
ください。

7 8nキーを押して「START」を選び、
8ENTERキーを押す。
以下の画面がモニターに表示されます。

8 測定を妨げない位置に移動する。
より正確な測定結果を得るため、測定を妨げな
い位置（スピーカーの横や後ろなど）に移動し
たうえ、物音などを立てないようにするか、リ
スニングルームの外で待機することをおすすめ
します。
次の手順を操作すると、AUTO SETUPの測
定が始まります。

ご注意

ご注意

NOTICE

Loud test tones are
output.

Please keep quiet
or leave the room.

Press [ENTER]
10 Ja



最適な視聴空間を自動的に設定する（YPAO）
9 8ENTERキーを押す。
以下の画面がモニターに表示され、約10秒後
にAUTO SETUPの測定を開始します。

測定中は大きな音量でテストトーンが出力され
ます。測定が終わると、モニターに
「RESULT」（結果）画面が表示されます。

･AUTO SETUPの測定中は、本機を操作しないで
ください。
･測定中はお部屋の外で待機することをおすすめしま
す。測定には約3分かかります。

y
AUTO SETUPをキャンセルするには、8kキーを
押してください。

10 モニターに「Measurement Complete」
（測定終了）と表示されていることを確認し、
8ENTERキーを押す。
「RESULT」画面が表示されます。

「RESULT」画面に表示される項目は以下の通
りです。

スピーカーの数　SP

本機に接続されているスピーカーの数を、以下
の順で表示します。
フロント、センター、プレゼンスの合計／
サラウンド、サラウンドバックの合計／
サブウーファー

スピーカーの距離　DIST

リスニングポジションからスピーカーまでの距
離を以下の順で表示します。
最も近いスピーカーまでの距離／ 
最も遠いスピーカーまでの距離

スピーカーの音量　LVL

スピーカーの音量レベルを以下の順で表示します。
最も低い音量レベル／最も高い音量レベル

･SUBWOOFER PRE OUT 2端子に接続したサブ
ウーファーからは、SUBWOOFER PRE OUT 1端
子に接続したサブウーファーと同じ音声が出力され
ます。サブウーファーを2台接続していても、ス
ピーカーの数は「0.1」と表示されます。
･測定中に「E-10:INTERNAL ERROR」と表示さ
れた場合は、手順4から操作し直してください。
･手順5で「AUTO」以外を選んだ場合、テスト
トーンは出力されません。
･AUTO SETUPの実施中に「ERROR」と表示され
た場合、測定はキャンセルされ、エラー内容が表示
されます。詳しくは、「エラーメッセージが表示さ
れる場合」（13ページ）をご覧ください。
･測定中に問題が発生した場合は、「RESULT」の上
に「WARNING」と、警告の数が表示されます
（13ページ）。
･視聴環境により、測定中に「SWFR PHASE:REV」
と表示され、「SOUND MENU」の「SUBWOOFER 
PHASE」（「取扱説明書」67ページ）が自動的に
「REVERSE」に設定されることがあります。

11 8ENTERキーを押して、結果の詳細を確認する。

ご注意

AUTO SETUP

Measurement start
in 9 seconds

[RETURN]:Cancel

AUTO�SETUP

[ENTER]:Detail

. RESULT
SP : 3/4/0.1
DIST: 2.10/ 3.00m
LVL : -9.0/ +6.5dB
>SET CANCEL

[ ]/[ ]:Up/Down

AUTO�SETUP

Measurement Complete

Press [ENTER]

ご注意

AUTO�SETUP

[ENTER]:Detail

. RESULT
SP : 3/4/0.1
DIST: 2.10/ 3.00m
LVL : -9.0/ +6.5dB
>SET CANCEL

[ ]/[ ]:Up/Down

RESULT WIRING

FRONT L;;;;;;OK

[ ]/[ ]:Select
[ENTER]:Return

[[
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最適な視聴空間を自動的に設定する（YPAO）
12 8l / hキーを繰り返し押して、結果の表示内
容を切り替える。
項目を切り替えるには、8k / nキーを押して
ください。

y
手動で視聴環境を設定したい場合や、AUTO SETUP
での設定値を変更したい場合は、MANUAL SETUP
を実施してください（「取扱説明書」61ページ）。

･「DISTANCE」の測定結果は、お使いのサブウー
ファーの特性により、実際よりも長い距離が表示さ
れる場合があります。
･「EQUALIZING」の測定結果は、最適な補正をした結
果、同じ周波数に異なった設定値が表示されることが
あります。
･サブウーファーを2台接続している場合、
「DISTANCE」、および「LEVEL」は、2台の測定
結果を合成した値が表示されます。

13 8ENTERキーを押して、結果表示の初期画面に戻る。

14「SET」、および「CANCEL」の左側に「→」
（矢印）が表示されていることを確認し、
8l / hキーを押して「SET」、または
「CANCEL」を選ぶ。

選択項目：SET、CANCEL
･ AUTO SETUPで測定、最適化した視聴環
境を適用する場合は、「SET」を選んでくだ
さい。
･ AUTO SETUPで測定、最適化した視聴環
境を適用しない場合は、「CANCEL」を選ん
でください。

15 8ENTERキーを押して、選んだ項目を決定する。
以下の画面がモニターに表示されます。オプ
ティマイザーマイクを本機から取り外してくだ
さい。AUTO SETUPが終了し、画面表示が
消えます。オプティマイザーマイクは熱に弱い
ため、直射日光が当たる場所やAV機器の上な
ど、高温になる場所には置かないでください。

y
スピーカーやスピーカーの位置、スピーカーの数を変更し
た場合は、AUTO SETUPを再度実施してください。

ご注意

スピーカーの結線
（WIRING）

リスニングポジションから
スピーカーの距離補正
（DISTANCE）

スピーカーの大きさ判定
（SIZE）

スピーカーの周波数補正
（EQUALIZING）

スピーカーの音量調節
（LEVEL）

AUTO�SETUP

[ENTER]:Enter

RESULT
SP : 3/4/0.1
DIST: 2.10/ 3.00m
LVL : -9.0/ +6.5dB

. >SET CANCEL

[ ]/[ ]:Up/Down

AUTO�SETUP

[ENTER]:Enter

RESULT
SP : 3/4/0.1
DIST: 2.10/ 3.00m
LVL : -9.0/ +6.5dB

. >SET CANCEL

[ ]/[ ]:Up/Down

AUTO�SETUP

[MENU]:Exit

�AUTO�SETUP�Complete

Disconnect Microphone

PRESS [ENTER]
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最適な視聴空間を自動的に設定する（YPAO）
■ エラーメッセージが表示される場合

8k / n / l / hキーを押して「RETRY」または
「EXIT」を選び、8ENTERキーを押す。
下記は「E-9:USER CANCEL」の表示例です。

選択項目：RETRY、EXIT
･ AUTO SETUPをもう一度実施するには、
「RETRY」を選んでください。
･ AUTO SETUPを終了する場合は、「EXIT」を
選んでください。

y
「E-5:NOISY」が表示された場合、「PROCEED」も表示
されます。「PROCEED」を選ぶと、測定を続行します
が、設定は最適なものではありません。

■ 警告メッセージが表示される場合
測定中に問題が発生した場合は、「WARNING」が
結果表示画面に表示されます。警告内容を確認し、
問題を解決してください。

1 「WARNING」の左側に「→」（矢印）が表示
されていることを確認し、8ENTERキーを
押して、警告内容の詳細を確認する。
「WARNING」の右側に表示されている数字は、
警告内容の数を表します。

2 8l / hキーを繰り返し押して、警告画面を切
り替える。

y
･警告メッセージについて詳しくは、「故障かな？と
思ったら」の「AUTO SETUP」編をご覧ください
（「取扱説明書」92ページ）。
･「－－－」は、警告対象外のスピーカーを表してい
ます。
･「W-3: LEVEL ERROR」画面に「SWFR: TOO 
LOUD」、または「SWFR: TOO LOW」が表示さ
れる場合は、サブウーファーの音量を調節してくだ
さい。

3 8ENTERキーを押して、結果表示初期画面に
戻る。

ERROR

. E-9:USER CANCEL
Don't operate
any function

>RETRY EXIT

[ ]/[ ]:Select
[ENTER]:Enter

[[

AUTO�SETUP

[ENTER]:Detail

. WARNING (3)
RESULT
SP : 3/4/0.1
DIST: 2.10/ 3.00m
LVL : -9.0/ +6.5dB
>SET CANCEL

[ ]/[ ]:Up/Down

WARNING

W-1:OUT�OF�PHASE
Reverse Channel

FL ---
CENTER
PL PR
SL SR
SBL SBR

[ ]/[ ]:Select
[ENTER]:Return

[[
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ヤマハ製品をお買い上げいただきまして、まことに
ありがとうございます。
■本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年
支障なくお使いいただくために、ご使用前にこの取
扱説明書とスタートアップガイド、保証書をよくお
読みください。
お読みになったあとは、保証書と共に大切に保管
し、必要に応じてご利用ください。

■保証書は、「お買上げ日、販売店名」などの記入を
必ず確かめ、販売店からお受け取りください。
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安全上のご注意
ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みください。

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々への危害や財産への損害を
未然に防止するためのものです。必ずお守りください。
お読みになったあとは、使用される方がいつでも見られる所に必ず保管してください。

■ 記号表示について

この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のような意味があります。

■ 「警告」と「注意」について

以下、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、
「警告」と「注意」に区分して掲載しています。

 警告

電源プラグは、見える位置で、手が届く範囲のコン
セントに接続する。
万一の場合、電源プラグを容易に引き抜くためです。

下記の場合には、すぐに電源を切り、電源プラグを
コンセントから抜く。
● 異常なにおいや音がする。　● 煙が出る。
● 内部に水や異物が混入した。
そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。

電源コードを傷つけない。
● 重いものを上に載せない。
● ステープルで止めない。● 加工をしない。
● 熱器具には近づけない。● 無理な力を加えない。
芯線がむき出しのまま使用すると、火災や感電の原因に
なります。

必ずAC100V (50/60Hz)の電源電圧で使用する。
それ以外の電源電圧で使用すると、火災や感電の原因に
なります。

本機のACアウトレットに、指定された供給電力を超
えた機器を接続しない。また、供給電力内であっても
電熱器・ドライヤー・電子調理器等は接続しない。
火災の原因になります。

電池を充電しない。
電池の破裂や液もれにより、火災やけがの原因になりま
す。

電池からもれ出た液には直接触れない。
液が目や口に入ったり、皮膚についたりした場合はすぐ
に水で洗い流し、医師に相談してください。

「ご注意ください」という注意喚起を示します。

「～しないでください」という「禁止」を示します。

「必ず実行してください」という強制を示します。

警告
この表示の欄は、「死亡する
可能性または重傷を負う可
能性が想定される」内容です。

注意
この表示の欄は、「傷害を負
う可能性または物的損害が
発生する可能性が想定される」
内容です。

電源/電源コード

必ず実行

プラグを抜く

禁止

電池

必ず実行

禁止

禁止

禁止
(AV-1)2 Ja



分解・改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。
火災や感電の原因になります。
修理・調整は販売店にご依頼ください。

本機を下記の場所には設置しない。
● 浴室・台所・海岸・水辺
● 加湿器を過度にきかせた部屋
● 雨や雪、水がかかるところ
水の混入により、火災や感電の原因になります。

放熱のため本機を設置する際には:
● 布やテーブルクロスをかけない。
● じゅうたん・カーペットの上には設置しない。
● 仰向けや横倒しには設置しない。
● 通気性の悪い狭いところへは押し込まない。
（本機の周囲に左右20cm、上30cm、背面20cm以上
のスペースを確保する。）
本機の内部に熱がこもり、火災の原因になります。

放熱用の通風孔、パネルのすき間から金属や紙片な
ど異物を入れない。
火災や感電の原因になります。

本機を落としたり、本機が破損した場合には、必ず
販売店に点検や修理を依頼する。
そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。

雷が鳴りはじめたら、電源プラグには触れない。
感電の原因になります。

本機の上には、花瓶・植木鉢・コップ・化粧品・
薬品・ロウソクなどを置かない。
水や異物が中に入ると、火災や感電の原因になります。
接触面が経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因
になります。

電源プラグのゴミやほこりは、定期的にとり除く。
ほこりがたまったまま使用を続けると、プラグがショー
トして火災や感電の原因になります。

 注意

必ず付属の専用電源コードを使用する。
専用電源コード以外の使用は、火災や感電の原因になり
ます。

長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセ
ントから抜く。
火災や感電の原因になります。

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない。
感電の原因になります。

電源プラグを抜くときは、電源コードをひっぱら
ない。
コードが傷つき、火災や感電の原因になります。

電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差し
込む。
差し込みが不充分のまま使用すると感電したり、プラグ
にほこりが堆積して発熱や火災の原因になります。

電源プラグを差し込んだとき、ゆるみがあるコンセ
ントは使用しない。
感電や発熱および火災の原因になります。

電池は極性表示(プラス＋とマイナス－)に従って、
正しく入れる。
間違えると破裂や液もれにより、火災やけがの原因にな
ります。

指定以外の電池は使用しない。また、種類の異なる
電池や、新しい電池と古い電池を混ぜて使用しない。
破裂や液もれにより、火災やけがの原因になります。

分解禁止

設置

分解禁止

水ぬれ禁止

禁止

使用上の注意

手入れ

禁止

必ず実行

接触禁止

禁止

必ず実行

電源/電源コード

必ず実行

プラグを抜く

ぬれ手禁止

禁止

電池

必ず実行

禁止

必ず実行

禁止
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電池と金属片をいっしょにポケットやバッグなどに
入れて携帯、保管しない。
電池がショートし、破裂や液もれにより、火災やけがの
原因になります。

電池を加熱・分解したり、火や水の中へ入れない。
破裂や液もれにより、火災やけがの原因になります。

使い切った電池は、すぐに電池ケースから取り外す。
破裂や液もれにより、火災やけがの原因になります。

使い切った電池は、自治体の条例または取り決めに
従って廃棄する。

必ず2人以上で開梱や持ち運びをする。
重いので、けがの原因になります。

不安定な場所や振動する場所には設置しない。
本機が落下や転倒して、けがの原因になります。

直射日光のあたる場所や、温度が異常に高くなる
場所(暖房機のそばなど)には設置しない。
本機の外装が変形したり内部回路に悪影響が生じて、
火災の原因になります。

ほこりや湿気の多い場所に設置しない。
ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因に
なります。

他の電気製品とはできるだけ離して設置する。
本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害を
あたえるおそれがあります。

他の電気製品を本機の上に置かない。
本機の上部は高温になります。他の電気製品に障害をあ
たえるおそれがあります。

屋外アンテナ工事は販売店に依頼する。
工事には、技術と経験が必要です。

移動をするときには電源スイッチを切り、すべての
接続を外す。
接続機器が落下や転倒して、けがの原因になります。
コードが傷つき、火災や感電の原因になります。

再生を始める前には、アンプの音量(ボリューム)を
最小にする。
突然大きな音が出て、聴覚障害の原因になります。

音が歪んだ状態で長時間使用しない。
スピーカーが発熱し、火災の原因になります。

大きな音で長時間ヘッドホンを使用しない。
聴覚障害の原因になります。

環境温度が急激に変化したとき、本機に結露が発生
することがあります。
正常に動作しないときには、電源を入れない状態でしば
らく放置してください。

業務用機器とは接続しない。
デジタルオーディオインターフェース規格は、民生用と
業務用では異なります。本機は民生用のデジタルオー
ディオインターフェースに接続する目的で設計されてい
ます。業務用のデジタルオーディオインターフェース機
器との接続は、本機の故障の原因となるばかりでなく、
スピーカーを傷める原因になります。

手入れをするときには、必ず電源プラグを抜く。
感電の原因になります。

薬物厳禁
ベンジン・シンナー・合成洗剤等で外装をふかない。
また接点復活剤を使用しない。
外装が傷んだり、部品が溶解することがあります。

年に一度くらいは内部の掃除を販売店に依頼する。
ほこりがたまったまま使用を続けると、火災や故障の原
因になります。

設置

禁止

禁止

必ず実行

必ず実行

必ず実行

禁止

禁止

禁止

必ず実行

禁止

必ず実行

移動

使用上の注意

手入れ

プラグを抜く

必ず実行

禁止

禁止

注意

禁止

必ず実行

禁止

注意
(AV-1)4 Ja
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本機の特長

高音質ハイパワー7チャンネルアンプ
◆ 定格出力（6Ω、20 Hz ～ 20 kHz、歪率0.09％）
フロント： 95 W + 95 W
センター： 95 W
サラウンド： 95 W + 95 W
サラウンドバック： 95 W + 95 W

SCENE機能
◆ さまざまな状況に対応する17種類のSCENEテンプ
レート

◆ ４種類のSCENEテンプレート新規作成機能
◆ リモート接続したヤマハ製DVDプレーヤー／
CDプレーヤーのコントロール機能

音場プログラム
◆ ドルビープロロジック／ドルビープロロジック II ／
ドルビープロロジック IIx デコーダー

◆ コンプレストミュージック・エンハンサー
◆ バーチャルシネマDSP
◆ サイレントシネマ

多彩なデコーダー
◆ Dolby TrueHD、Dolby Digital Plus
◆ DTS-HDマスターオーディオ、
DTS-HDハイレゾリューションオーディオ

◆ Dolby Digital ／ Dolby Digital EX
◆ DTS／ DTS-ES Matrix 6.1、Discrete 6.1、
DTS 96/24

◆ Dolby Pro Logic ／ Dolby Pro Logic II ／
Dolby Pro Logic IIx

◆ AAC

高機能 FM／AMチューナー
◆ 40局まで登録可能なプリセット選局
◆ オートプリセット選局
◆ プリセットされた放送局の編集機能

DOCK端子
◆ ヤマハ製 iPod 用ドック（別売YDS-10など）や
Bluetooth アダプター（別売YBA-10など）を接続
できる、DOCK 端子を装備

HDMITM（High-Definition Multimedia Interface）
◆ フルハイビジョン映像をマルチチャンネルデジタル音
声と一緒に楽しめるHDMI（v1.3a、Deep Color、
x.v.ColorTM 対応）インターフェース（1080p映像信
号の伝送にも対応）
－映像と音声のずれ補正機能（リップシンク）
－ディープカラー映像信号（30／ 36bit）対応
－ x.v.ColorTM 映像信号対応
－ハイビジョン映像対応
－高品質デジタル音声フォーマット対応

◆ HDCP（High-bandwidth Digital Content 
Protection System）準拠

◆ アナログ映像入力信号をHDMI デジタル映像信号へ変
換してモニター出力できるビデオコンバージョン機能
（コンポジットビデオ⇔Sビデオ⇔コンポーネントビ
デオ→HDMI）

◆ 本機とHDMI 接続したテレビのリモコンで本機を操作
できる、HDMI コントロール機能に対応

その他
◆ 視聴空間自動最適化システム「YPAO」（Yamaha 
Parametric Room Acoustic Optimizer）

◆ 192kHz、24bit の D／ Aコンバーター
◆ 視聴環境に合わせて、各種設定をモニターを見ながら
変更できるメニュー画面表示機能

◆ アナログマルチチャンネル入力端子
◆ Sビデオ入出力端子
◆ コンポーネントビデオ入出力端子
◆ D5ビデオ入出力端子
◆ デジタルビデオコンバージョン機能（コンポジットビ
デオ⇔Sビデオ⇔コンポーネントビデオ）

◆ 光デジタル（OPTICAL）／同軸デジタル
（COAXIAL）音声入出力端子

◆ すべてのソースを高音質で再生できるピュアダイレク
トモード

◆ 音量とダイナミックレンジの連動機能
（ADAPTIVE DRC）

◆ 音量とDSP効果レベルの連動機能
（ADAPTIVE DSP LEVEL）

◆ iPod 操作機能
◆ コード設定機能付リモコン
◆ バイアンプ接続
◆ スリープタイマー

同梱されている付属品を確認してください。

❏ リモコン
❏ 単3乾電池（2本）
❏ オプティマイザーマイク
❏ AMループアンテナ

❏ FM簡易アンテナ
❏ 電源コード
❏ スタートアップガイド
❏ 操作パネル図

付属品を確認する
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本書の記載について

ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されて
います。「ドルビー」、「PRO LOGIC」、「Surround EX」
およびダブルD記号qは、ドルビーラボラトリーズの
商標です。

米国特許5,451,942、5,956,674、5,974,380、
5,978,762、6,226,616、6,487,535およびその他の
国における特許（出願中含む）に基づき製造されています。
DTSはDTS社の登録商標です。また、DTSロゴ、記
号、およびDTS-HD、DTS-HD Master Audio は DTS
社の商標です。
著作権1996-2007年 DTS社。不許複製。

AACロゴマーク はドルビーラボラトリーズの商標です。
以下はパテントナンバーです。

08/937,950 5,633,981 5,227,788 5,299,239
5848391 5 297 236 5,285,498 5,299,240
5,291,557 4,914,701 5,481,614 5,197,087
5,451,954 5,235,671 5,592,584 5,490,170
5 400 433 07/640,550 5,781,888 5,264,846
5,222,189 5,579,430 08/039,478 5,268,685
5,357,594 08/678,666 08/211,547 5,375,189
5 752 225 98/03037 5,703,999 5,581,654
5,394,473 97/02875 08/557,046 05-183,988
5,583,962 97/02874 08/894,844 5,548,574
5,274,740 98/03036 5,299,238 08/506,729

iPod は、米国およびその他の国々で登録されたApple 
Inc. の商標または登録商標です。

Bluetooth®

Bluetooth は、Bluetooth SIG の登録商標でありヤマハ
はライセンスに基づき使用しています。

HDMI、HDMI ロゴ、およびHigh-Definition 
Multimedia Interface は、HDMI Licensing, LLC の商
標または登録商標です。

x.v.Color

「x.v.Color」は、ソニー株式会社の商標です。

「サイレントシネマTM　SILENT CINEMATM」はヤマハ
株式会社の登録商標です。

本書について
･y は知っておくと便利な補足情報を記載しています。
･フロントパネルキーとリモコンキーのどちらでも操
作できる場合があります。フロントパネルキーとリ
モコンキーの名称が違う場合は、（　）内にリモコ
ンキーの名称を記載しています。
･本書は製品の生産に先がけて印刷されています。製
品改良などの理由で、実際の製品と仕様が一部異な
る場合があります。また、仕様は予告なく変更され
ることがあります。ご了承ください。
･「ASPEAKERS」や「4DVD」（例）は、フロン
トパネルまたはリモコンキーなどの名称を表してい
ます。それぞれのキーの場所については、別紙「操
作パネル図」、または106～ 107ページをご覧く
ださい。

iPod
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接続する

リアパネル（背面）

AC OUTLETS

AC IN

SWITCHED

100W MAX. TOTAL

R

L

AUDIO MULTI CH INPUT PRE OUT DOCK VIDEO

COMPONENT VIDEOD5 VIDEOHDMI

DIGITAL INPUT
ANTENNA

REMOTE OUT

DIGITAL
OUTPUT

SPEAKERS

DVDSUBWOOFERFRONTSB (8CH)
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WOOFER SUR. BACKSURROUND

SINGLE CENTERCENTERFRONT (8CH)

SURROUND

DVD

DTV/CBL
S VIDEO
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DTV/CBL

DVR

DVRMONITOR OUT

MONITOR
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DVRDTV/CBLDVD

VCR
OUTININ OUT1 2

DVD

DVDCDDTV/CBL

OPTICAL COAXIAL

DVD
DVR OUT

SURROUND BACK/BI-AMP

SINGLE

SURROUNDCENTERFRONT A
AM

GND

FRONT B/ZONE B/
PRESENCE

DVD
MD/CD-R MD/CD-R

PHONO

GND

CD
MD/

CD-R
IN 

(PLAY)
OUT 

(REC) DTV/CBL DVR VCR
OUTININ OUT MONITOR

OUT

FM
75Ω

UNBAL. 

R LR LR LR L

654321
IN2IN1

EXTRA SP

YPR PBYPR PBA

A B C

B

C

6 7 8 9 0 A

1 2 3 4 5

名称 参照
ページ

1 AUDIO 端子 15

DIGITAL INPUT／OUTPUT端子 15

2 MULTI CH INPUT端子 23

3 PRE OUT端子 22

4 DOCK端子 23

5 映像用端子（VIDEO端子、S VIDEO端子） 15

COMPONENT VIDEO端子 15

D5 VIDEO端子 15

6 ANTENNA端子 25

7 REMOTE OUT端子 24

8 SPEAKERS端子 12

9 HDMI 端子 16

0 AC OUTLETS 26

A AC IN 26
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接続する
下図はおすすめのスピーカー配置を表しています。このように設置すれば、CINEMA DSPやマルチチャ
ンネルソースを効果的に楽しめます。

■ 7.1 チャンネル構成の場合
7.1 チャンネルシステムでは、次世代オーディオフォーマット（Dolby TrueHD、DTS-HD Master 
Audio など）や、音場プログラムの効果を最大に発揮できます。接続について詳しくは、12ページ をご
覧ください。
y
CINEMA DSP音場プログラムの効果をさらに楽しむには、プレゼンススピーカーも使用することをおすすめします。
詳しくは、11ページをご覧ください。

 

フロント左／右スピーカー
フロントチャンネルの音声（ステレオ音声）と効果音を出力します。リスニングルーム前方に、左右のス
ピーカーをリスニングポジションから等距離に設置します。スクリーンをお使いの場合は、スクリーンの下
辺から4分の1位の高さが適当です。

センタースピーカー
会話やボーカルなど、画面中央に定位する音を出力します。フロント左／右スピーカーの中間に設置します。
テレビをお使いの場合は、画面とスピーカーの前面を揃え、テレビの上や下など、できるだけ画面に近いと
ころの中央に設置します。スクリーンをお使いの場合は、スクリーン真下の中央に設置します。

サラウンド左／右スピーカー
サラウンド音と効果音を出力します。リスニングルーム左右後方に、リスニングポジションに向けて設置します。

サラウンドバック左／右スピーカー
後方の効果音を出力します。リスニングルーム後方に、リスニングポジションに向けて設置します。左右のス
ピーカーは30cm以上間隔を開けて設置してください。フロント左／右スピーカーと同じ間隔が理想的です。

サブウーファー
ドルビーデジタル、DTS、AAC信号に含まれる LFE（低域効果音）や、低音を出力します。ヤマハ・アクティ
ブサーボ・サブウーファーシステムなどの、アンプ内蔵サブウーファーをお使いください。リスニングルーム前
方のフロント左／右スピーカーの外側に、壁の反射を防ぐために少し内向きにして設置します。
y
本機には2台のサブウーファーを接続できます。これにより、より豊かな低音再生が楽しめます。同じ機種をリスニン
グポジションから等距離に設置し、出力極性を変更できる場合は同じ設定にしてください。SUBWOOFER PRE OUT 
2 端子に接続したサブウーファーからは、SUBWOOFER PRE OUT 1 端子に接続したサブウーファーと同じ音声が出
力されます。

スピーカーを設置する

FR

FL

SBR

SBL

SL

SR

C

SW

SW 60˚

30˚

SBL

FL FR
C

SL

SR

SR
80˚

SL

SBR

スピーカー表示
FL／ FR：フロント左／右
C：センター
SL／ SR：サラウンド左／右

30 cm以上

SBL／ SBR：サラウンドバック左／右
SW：サブウーファー
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接続する
■ 6.1 チャンネル構成の場合
接続について詳しくは、13ページをご覧ください。
y
CINEMA DSP音場プログラムの効果をさらに楽しむには、
プレゼンススピーカーも使用することをおすすめします。
詳しくは、11ページをご覧ください。

フロント左／右スピーカー
センタースピーカー
サラウンド左／右スピーカー
サブウーファー
各スピーカーの機能や設置方法は7.1チャンネル
のときと同じです（9ページ）。

サラウンドバックスピーカー
リスニングポジション後方に、１本のサラウンド
バックスピーカーを設置します。SURROUND 
BACK SINGLE スピーカー端子にスピーカーを接
続してください。サラウンドバック左／右チャンネ
ル信号はミックスされ、１本のサラウンドバックス
ピーカーから出力されます。「SUR.B L/R SP」を
「SMLx1」または「LRGx1」に設定してください 
（66ページ）。

■ 5.1 チャンネル構成の場合
接続について詳しくは、13ページをご覧ください。
y
CINEMA DSP音場プログラムの効果をさらに楽しむには、
プレゼンススピーカーも使用することをおすすめします。
詳しくは、11ページをご覧ください。

フロント左／右スピーカー
センタースピーカー
サブウーファー
各スピーカーの機能や設置方法は7.1 チャンネル
のときと同じです（9ページ）。

サラウンド左／右スピーカー
リスニングポジション後方に設置します。
SURROUNDスピーカー端子に接続してください。
より自然な音のつながりを得るために、サラウンド
左／右スピーカーを7.1 チャンネル構成時の位置
よりもやや後方に設置してください。サラウンド
バックチャンネル信号はサラウンド左／右チャンネ
ルに振り分けられて出力されます。「SUR.B L/R 
SP」を「NONE」に設定してください（66ペー
ジ）。

FR

FL

SB

SL

SR

C

SW

SW

60˚

30˚

SB

FL FR
C

SL

SR

SR80˚

SL

スピーカー表示
FL／ FR：フロント左／右
C：センター
SL／ SR：サラウンド左／右
SB：サラウンドバック
SW：サブウーファー

FR

FL

SL

SR

SW

SW

C

60˚

30˚

FL FR
C

SL

SR

SR80˚

SL

スピーカー表示
FL／ FR：フロント左／右
C：センター
SL／ SR：サラウンド左／右
SW：サブウーファー

その他のスピーカー構成
7.1 ／ 6.1 ／ 5.1 チャンネル以外のスピーカー構成でも、マルチチャンネルソースを音場プログラムと
一緒に楽しめます。
「AUTO SETUP」（「スタートアップガイド」9ページ）、または「MANUAL SETUP」の
「SPEAKER SET」（65ページ） で、スピーカー構成を設定してください。
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接続する
■ プレゼンススピーカーについて
プレゼンススピーカーを使えば、音場プログラム（40ページ）を選んでいるときに前方の効果音を出力す
ることによって、より豊かなプレゼンス音場を実現できます。また、プレゼンススピーカーを使うことによ
り、セリフなどの中央に定位する音声の上下位置を調節できます（55ページ）。
スピーカーを EXTRA SP端子 (12ページ )に接続し、「EXTRA SP ASSIGN」を「PRESENCE」（65
ページ、「スタートアップガイド」10ページ）に設定してください。

プレゼンススピーカーを使っている場合、サラウンドバックスピーカーから音声は出力されません。

ご注意

FR

PRPL

C

FL

0.5 ～ 1 m

1.8 m
以上

スピーカー表示
FL：フロント左
FR：フロント右
C：センター
PL：プレゼンス左
PR：プレゼンス右

0.5 ～ 1 m

1.8 m
以上
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接続する
左チャンネル（L）、右チャンネル（R）、「＋」（プラス、赤）、「－」（マイナス、黒）を確認して正しく接続
してください。間違えて接続すると、音声が正しく再生されないことがあります。

一般的にスピーカーケーブルは、平行した2本の絶縁ケーブルです。ケーブルのうちの１本は極性を判別するために異
なった色またはラインが入っています。異なった色の（またはラインの入っている、などの）ケーブルを本機とスピー
カーの「＋」（プラス、赤）へ、もう片方のケーブルを「－」（マイナス、黒）へ接続してください。

■ 7.1 チャンネル時のスピーカー接続

スピーカーを接続する

警告
･ スピーカーを接続する前に、本機の電源プラグがコンセントに接続されていないことをご確認ください。
･ スピーカーケーブルの芯線どうしが接触したり、本機の金属部に触れたりしないようにしてください。
本機やスピーカーが故障する原因となります。また、スピーカーケーブルがショートしていると、本機
の電源をオンにしたときにフロントパネルディスプレイに「CHECK SP WIRES」と表示されます。

･ スピーカーは防磁型をお使いください。防磁型スピーカーをお使いでもモニターの画面が乱れる場合
は、モニターとスピーカーを離して設置してください。

･ スピーカーは、インピーダンスが6 Ω以上のものをお使いください。フロント左／右スピーカーを
A、B両方の端子に接続してお使いになる場合は、１台につき12 Ω以上のものをお使いください。

ご注意

AC OUTLETS

AC IN

SWITCHED

100W MAX. TOTAL

R

L

AUDIO MULTI CH INPUT PRE OUT DOCK VIDEO

COMPONENT VIDEOD5 VIDEOHDMI

DIGITAL INPUT
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REMOTE OUT
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DVDSUBWOOFERFRONTSB (8CH)
SUB

WOOFER SUR. BACKSURROUND

SINGLE CENTERCENTERFRONT (8CH)

SURROUND

DVD

DTV/CBL
S VIDEO

VIDEO

DTV/CBL

DVR

DVRMONITOR OUT

MONITOR
OUT

DVRDTV/CBLDVD

VCR
OUTININ OUT1 2

DVD

DVDCDDTV/CBL

OPTICAL COAXIAL

DVD
DVR OUT

SURROUND BACK/BI-AMP

SINGLE

SURROUNDCENTERFRONT A
AM

GND

FRONT B/ZONE B/
PRESENCE

DVD
MD/CD-R MD/CD-R

PHONO

GND

CD
MD/

CD-R
IN 

(PLAY)
OUT 

(REC) DTV/CBL DVR VCR
OUTININ OUT MONITOR

OUT

FM
75Ω

UNBAL. 

R LR LR LR L

654321
IN2IN1

EXTRA SP

YPR PBYPR PBA

A B C

B

C

フロントスピーカー（FRONT A） サラウンドスピーカー

サブウーファー

右

センター
スピーカー

サラウンドバックスピーカー
左左 左右右

EXTRA SP端子について
もう1組のフロントスピーカー（FRONT B）、または別の部屋に設置するフロントス
ピーカー（ZONE B）、プレゼンススピーカーのいずれかを接続します。「SOUND 
MENU」の「EXTRA SP ASSIGN」で、EXTRA SP端子に接続したスピーカーの用
途を設定してください（65ページ）。
y
「AUTO SETUP」でも設定できます（「スタートアップガイド」9ページ）。

2台目1台目
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接続する
■ 6.1 チャンネル時のスピーカー接続

■ 5.1 チャンネル時のスピーカー接続

サラウンドバックスピーカー

AUDIO MULTI CH INPUT PRE OUT DOCK

D5 VIDEOHDMI

DIGITAL INPUT

T

AL
UT

SPEAKERS

SUBWOOFERFRONTSB (8CH)
SUB

WOOFER SUR. BACKSURROUND

SINGLE CENTERCENTERFRONT (8CH)

SURROUND

DVRDTV/CBLDVD

1 2
DVD

DVDCDDTV/CBL

OPTICAL COAXIAL

DVD
DVR OUT

SURROUND BACK/BI-AMP

SINGLE

SURROUNDCENTERFRONT A
FRONT B/ZONE B/

PRESENCE

DVD
D-R MD/CD-R

D
MD/

CD-R
IN 

(PLAY)
OUT 

(REC) DTV/CBL DVR VCR
OUTININ OUT

R LR LR LR L

65432
IN2IN1

EXTRA SP
A B C

フロントスピーカー サラウンドスピーカー

サブウーファー

センタースピーカー

左 左右右

エクストラスピーカー
（65ページ）

AUDIO MULTI CH INPUT PRE OUT DOCK

D5 VIDEOHDMI

DIGITAL INPUT

T

AL
UT

SPEAKERS

SUBWOOFERFRONTSB (8CH)
SUB

WOOFER SUR. BACKSURROUND

SINGLE CENTERCENTERFRONT (8CH)

SURROUND

DVRDTV/CBLDVD

1 2
DVD

DVDCDDTV/CBL

OPTICAL COAXIAL

DVD
DVR OUT

SURROUND BACK/BI-AMP

SINGLE

SURROUNDCENTERFRONT A
FRONT B/ZONE B/

PRESENCE

DVD
D-R MD/CD-R

D
MD/

CD-R
IN 

(PLAY)
OUT 

(REC) DTV/CBL DVR VCR
OUTININ OUT

R LR LR LR L

65432
IN2IN1

EXTRA SP
A B C

フロントスピーカー サラウンドスピーカー

サブウーファー

センタースピーカー

左 左右右

エクストラスピーカー
（65ページ）

1台目

2台目

1台目

2台目
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接続する
■ スピーカーケーブルを接続する

1 スピーカーケーブル先端の絶縁部（被覆）を
10 mmぐらいはがし、ショートしないように
芯線をしっかりとよじる。

2 スピーカー端子を左に回してゆるめる。

3 スピーカー端子のわきのすき間に、スピーカー
ケーブルの芯線を差し込む。

4 スピーカー端子を右に回して、締め付ける。

■ バナナプラグケーブルを使って接続する

スピーカー端子を右に回して締め付けてから、バナ
ナプラグをスピーカー端子先端に差し込む。

■ バイアンプ接続する

本機はフロント用のスピーカーをバイアンプで接続
できます。お使いのスピーカーがバイアンプ接続に
対応しているかご確認ください。
バイアンプで接続するには、FRONT端子および
SURROUND BACK/BI-AMP端子を下図のよう
に接続してください。バイアンプ接続を有効にする
には、アドバンストセットアップ「BI-AMP」を
「ON」に設定してください（84ページ）。

バイアンプ接続をしない場合は、スピーカーのウーファー
端子とツィーター端子をつなぐ金具またはケーブルがス
ピーカーに正しく取り付けられていることをご確認くださ
い。詳しくは、スピーカーに付属している取扱説明書をご
覧ください。

10 mm

赤：＋（プラス）
黒：－（マイナス）

赤：＋（プラス）
黒：－（マイナス）

警告
バイアンプ接続をする場合は、本機とスピー
カーを接続する前に必ずスピーカーのウー
ファー端子とツィーター端子をつないでいる金
具またはケーブルを取り外してください。詳し
くは、スピーカーに付属している取扱説明書を
ご覧ください。

ご注意

FRONT A SURROUND BACK/BI-AMP

SINGLE

LR LR

本機

左右

フロントスピーカー
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接続する
■ 音声端子
本機は３種類の音声端子を装備しています。お使い
の機器に装備されている音声端子に合わせて、使用
する端子を決定してください。

AUDIO 端子
標準的なアナログ左右音声信号をステレオピンケー
ブルを使って伝送します。

DIGITAL COAXIAL 端子
同軸デジタル音声信号をデジタル音声ピンケーブル
を使って伝送します。

DIGITAL OPTICAL 端子
光デジタル音声信号を光ファイバーケーブルを使っ
て伝送します。

デジタル音声端子は、PCM信号、およびドルビーデジタ
ル、DTS、AACのビットストリーム信号を入力できま
す。１つの機器をCOAXIAL 端子とOPTICAL 端子の両
方を使って接続した場合は、COAXIAL 端子に入力された
信号を優先的に再生します。本機のOPTICAL 入力端子
は、サンプリング周波数96kHz までのデジタル信号に対
応しています。

■ 映像端子
本機は４種類の映像端子を装備しています。お使い
の機器に装備されている映像端子に合わせて、使用
する端子を決定してください。

VIDEO 端子
標準的なコンポジットビデオ信号をビデオ用ピン
ケーブルを使って伝送します。

S VIDEO 端子
輝度信号（Y）と色信号（C）に分離したSビデオ
信号をSビデオケーブルを使って伝送します。

COMPONENT VIDEO 端子
輝度信号（Y）と青色差信号（PB）、赤色差信号
（PR）に分離したコンポーネントビデオ信号をコン
ポーネントビデオケーブルを使って伝送します。

D5 VIDEO 端子
輝度信号（Y）と青色差信号（PB）、赤色差信号
（PR）に分離したコンポーネントビデオ信号と、コ
ントロール信号（走査線、アスペクト比などの情
報）をD端子ケーブルを使って伝送します。
y
本機はビデオコンバージョン機能を搭載しています。詳し
くは、17、76ページをご覧ください。

端子とケーブル

ご注意

すべての音声／映像端子を接続する必要はあり
ません。お使いの機器に装備されている端子に
合わせて、音声で１つ、映像で１つを選んで接
続してください。

 COAXIAL

 DIGITALAUDIO

 OPTICAL

 DIGITAL
RL

C
ORL

ステレオ
ピンケーブル

光ファイバー
ケーブル

デジタル音声
ピンケーブル

音声端子と音声ケーブル

（赤）（白） （オレンジ）

 VIDEO

D5 VIDEO

S VIDEO

COMPONENT VIDEO
YRP B P

PB YPR

SV

D

ビデオ用
ピンケーブル

Sビデオ
ケーブル

コンポーネント
ビデオケーブル

映像端子と映像ケーブル

（黄色）

（赤） （青） （緑）

D端子ケーブル
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接続する
■ HDMI 信号について
音声信号について

y
再生機器が音声解説のビットストリーム信号をデコードで
きる場合、以下の方法で音声接続すれば、音声解説を楽し
めます。
－アナログマルチチャンネル接続（23ページ）
－デジタル接続
再生機器で音声解説をデコードし、本機へ接続する方法に
ついて詳しくは、再生機器の取扱説明書をご覧ください。

･お使いのDVDプレーヤーによっては、コピープロテク
トがかかったDVDオーディオを再生する場合、映像信
号および音声信号が出力されないことがあります。
･本機はHDCP非対応のHDMI またはDVI 端子を装備
したテレビやプロジェクターには対応していません。
HDCP対応の有無については、お使いのHDMI 機器ま
たはDVI 機器の取扱説明書をご覧ください。
･ビットストリーム音声信号をデコードするには、再生機
器がビットストリーム信号をそのまま出力するように、
再生機器で設定を変更してください。詳しくは、再生機
器の取扱説明書をご覧ください。
･ブルーレイディスクやHD DVDの音声解説（例：イン
ターネットからダウンロードした音声コンテンツなど）
には対応していません。

映像信号について
以下の解像度に対応しています。

映像信号フォーマット
－480i ／ 60Hz
－ 480p／ 60Hz
－ 720p／ 60Hz、50Hz
－ 1080i ／ 60Hz、50Hz
－ 1080p／ 60Hz、50Hz、24Hz

HDMI 入力端子の割り当てについて

■ HDMI 端子とHDMI ケーブルについて

y
･接続には19ピンのHDMI ケーブルで、HDMI ロゴの
ついているものをお使いください。また、長さ5.0m以
下のものを使うことをおすすめします。
･本機をDVI 端子のある機器に接続する場合は、HDMI
端子⇔DVI-D 端子の変換ケーブルが必要です。

･HDMI で接続した機器を再生中に、本機のHDMI OUT
端子に接続しているHDMI ／ DVI 機器の電源をオン／
オフしたり、HDMI ケーブルを抜き差ししたりしないで
ください。音声が途切れたり、ノイズが発生したりする
ことがあります。
･お使いのテレビやプロジェクターによっては、本機と
DVI 接続した場合、それらの電源がオフ、またはスタン
バイのときや、DVI 入力を選択していないときに、
HDMI 接続した再生機器からの音声が再生されないこと
があります。
･ビデオ端子、Sビデオ端子、コンポーネントビデオ端
子、D5ビデオ端子から入力したアナログ映像信号をデ
ジタル処理で上位変換することにより、HDMI OUT端
子から出力できます。「VIDEO CONV.」を「ON」に設
定してください（76ページ）。

HDMIについて

音声フォーマット 詳細 ディスク（例）

2チャンネル
リニアPCM

2ch、32-192kHz、
16／ 20／ 24bit

CD、
DVD-Video、
DVD-Audio

マルチチャンネル
リニアPCM

8ch、32-192 kHz、
16／ 20／ 24bit

DVD-Audio、
ブルーレイディスク、
HD DVD

DSD 2／ 5.1ch、
2.8224MHz、1bit

SA-CD

ビットストリーム ドルビーデジタル、
DTS、AAC

DVD-Video

ビットストリーム
（HDオーディオ）

ドルビー TrueHD、
ドルビーデジタルプラス、
DTS-HDマスター
オーディオ、DTS-
HDハイレゾリュー
ションオーディオ、
DTS Express

ブルーレイディスク、
HD DVD

ご注意

HDMI 入力端子 機器
IN1 DVD
IN2 DVR

ご注意

HDMI

HDMI ケーブル
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接続する
■ 音声信号の流れ

･「S.AUDIO」（78ページ）を「OTHER」に設定する
と、HDMI IN 端子に入力した2チャンネルPCM、マ
ルチチャンネルPCM、ドルビーデジタル、DTS信号は
HDMI OUT端子から出力されます。 
･HDMI IN 端子に入力した音声信号は、AUDIO OUT端子、
およびDIGITAL OUTPUT端子から出力されません。

■ 映像信号の流れ

･同時に複数の種類の映像入力端子を接続している場合、
以下の優先順位で信号が出力されます。
1　HDMI 端子
2　コンポーネント／D5ビデオ端子
3　Sビデオ端子
4　ビデオ端子
･HDMI IN 端子に入力したデジタル映像信号は、アナロ
グ映像出力端子から出力されません。
･480i コンポーネントビデオ信号はSビデオ、またはコ
ンポジットビデオ信号に変換され、S VIDEO 
MONITOR OUT端子、およびVIDEO MONITOR 
OUT端子から出力されます。
･480p／ 720p ／ 1080i コンポーネントビデオ信号
はHDMI OUT端子、およびCOMPONENT VIDEO 
MONITOR OUT端子、D5 VIDEO MONITOR OUT
端子からのみ出力されます。
･1080pコンポーネントビデオ信号はCOMPONENT 
VIDEO MONITOR OUT端子、およびD5 VIDEO 
MONITOR OUT端子からのみ出力されます。
･本機のメニュー画面表示用信号はVCR OUT端子、お
よびDVR OUT端子から出力されないので、映像と一
緒に録画されることはありません。

音声信号と映像信号の流れ

ご注意

DIGITAL AUDIO
(OPTICAL)

DIGITAL AUDIO
(COAXIAL)

HDMI

AUDIO

出力入力

アナログ出力

デジタル出力

ご注意

S VIDEO

D5 VIDEO

VIDEO

COMPONENT VIDEO

HDMI

リピート

出力入力

ビデオコンバージョン：ON（76ページ）
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接続する
テレビ（またはプロジェクター）を本機のHDMI 
OUT端子、またはCOMPONENT VIDEO 
MONITOR OUT端子、D5 VIDEO MONITOR 
OUT端子、S VIDEO MONITOR OUT端子、
VIDEO MONITOR OUT端子に接続します。

y
･HDMI 音声信号を、本機で再生するか、本機のHDMI 
OUT端子に接続したHDMI 機器で再生するかを選べま
す。「OPTION MENU」の「S.AUDIO」で、HDMI 音
声信号を再生する機器を選んでください（78ページ）。
･テレビ番組を楽しむ場合は、テレビのデジタル／アナロ
グ音声出力端子を本機のデジタル／アナログ音声入力端
子に接続してください。接続について詳しくは、「衛星
放送チューナー、ケーブルテレビチューナーを接続す
る」（20ページ）をご覧ください。

･テレビと再生機器を本機とHDMI 接続している場合は、
テレビの光デジタル出力端子を本機のDIGITAL INPUT 
OPTICAL 端子に接続してください。

･本機とモニターをDVI 接続し、モニターの電源がスタ
ンバイのときは、モニターの種類によってはHDMI 音
声／映像入力信号を認識できない場合があります。この
ような場合は、HDMI インジケーターが点滅します。
･本機とモニターをDVI 接続している場合、映像が正し
く出力されなかったり、まったく出力されなかったりす
ることがあります。
･リップシンク（音声と映像の出力タイミング補正）の自
動補正機能と互換性を持つモニターと本機をHDMI 接
続した場合、本機は自動的に出力タイミングを補正しま
す（72ページ）。リップシンクの自動補正機能を使うに
は、モニターを本機のHDMI OUT端子に接続してくだ
さい。

テレビやプロジェクターを接続する

本機および外部機器がコンセント
に接続されていないことをご確認
ください。

ご注意

AC OUTLETS

AC IN

SWITCHED

100W MAX. TOTAL

AUDIO MULTI CH INPUT PRE OUT DOCK VIDEO

COMPONENT VIDEOD5 VIDEOHDMI

DIGITAL INPUT
ANTENNA

REMOTE OUT

DIGITAL
OUTPUT

SPEAKERS

DVDSUBWOOFERFRONTSB (8CH)
SUB

WOOFER SUR. BACKSURROUND

SINGLE CENTERCENTERFRONT (8CH)

SURROUND

DVD

DTV/CBL
S VIDEO

VIDEO

DTV/CBL

DVR

DVRMONITOR OUT

MONITOR
OUT

DVRDTV/CBLDVD

VCR
OUTININ OUT1 2

DVD

DVDCDDTV/CBL

OPTICAL COAXIAL

DVD
DVR OUT

SURROUND BACK/BI-AMP

SINGLE

SURROUNDCENTERFRONT A
AM

GND

FRONT B/ZONE B/
PRESENCE

DVD
MD/CD-R MD/CD-R

PHONO CD
MD/

CD-R
IN 

(PLAY)
OUT 

(REC) DTV/CBL DVR VCR
OUTININ OUT MONITOR

OUT

FM
75Ω

UNBAL. 

R LR LR LR L

654321
IN2IN1

EXTRA SP

YPR PBYPR PBA

A B C

B

C

PRPB VSY

D

O

テレビまたはプロジェクター
コンポジットビデオ入力

コンポーネント
ビデオ入力

Sビデオ入力

HDMI 入力 D1～D5
ビデオ入力

光デジタル出力

おすすめの接続方法

代わりの接続方法
（映像で１つ、音声で１つを選んで接続してください。）
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接続する
･「VIDEO CONV.」（76ページ）を「OFF」に設定して
いる場合は、 映像機器と本機、およびモニターと本機を
同じ種類の映像端子を使って接続してください（18
ページ）。例えば、映像機器と本機をコンポジットビデ
オ端子を使って接続している場合は、モニターと本機も
コンポジットビデオ接続してください。

･「VIDEO CONV.」（76ページ）を「ON」に設定して
いる場合は、変換された映像信号はMONITOR OUT端
子にのみ出力されます。映像を録画するときは、それぞ
れの機器を同じ方法で接続してください。
･HDMI IN またはDIGITAL INPUT端子に、初期状態で
それぞれの端子に割り当てられている機器とは違う機器
を接続する場合は、「I/O ASSIGNMENT」で割り当て
を変更してください（73ページ）。
･DVDプレーヤーをDIGITAL INPUT（OPTICAL）端
子とDIGITAL INPUT（COAXIAL）端子の両方に同時
に接続する場合、DIGITAL INPUT（COAXIAL）端子
に入力された信号が優先的に出力されます。

■ DVDプレーヤーを接続する

他の外部機器を接続する

ご注意

本機および外部機器がコンセント
に接続されていないことをご確認
ください。

AC OUTLETS

AC IN

SWITCHED

100W MAX. TOTAL

R

L

AUDIO MULTI CH INPUT PRE OUT DOCK VIDEO

COMPONENT VIDEOD5 VIDEOHDMI

DIGITAL INPUT
ANTENNA

REMOTE OUT

DIGITAL
OUTPUT

SPEAKERS

DVDSUBWOOFERFRONTSB (8CH)
SUB

WOOFER SUR. BACKSURROUND

SINGLE CENTERCENTERFRONT (8CH)

SURROUND

DVD

DTV/CBL
S VIDEO

VIDEO

DTV/CBL

DVR

DVRMONITOR OUT

MONITOR
OUT

DVRDTV/CBLDVD

VCR
OUTININ OUT1 2

DVD

DVDCDDTV/CBL

OPTICAL COAXIAL

DVD
DVR OUT

SURROUND BACK/BI-AMP

SINGLE

SURROUNDCENTERFRONT A
AM

GND

FRONT B/ZONE B/
PRESENCE

DVD
MD/CD-R MD/CD-R

PHONO

GND

CD
MD/

CD-R
IN 

(PLAY)
OUT 

(REC) DTV/CBL DVR VCR
OUTININ OUT MONITOR

OUT

FM
75Ω

UNBAL. 

R LR LR LR L

654321
IN2IN1

EXTRA SP

YPR PBYPR PBA

A B C

B

C

RLO V SPRPBYC
D

DVDプレーヤー

HDMI 出力

コンポーネントビデオ出力

Sビデオ出力

コンポジットビデオ出力

光デジタル音声出力

アナログ音声出力

おすすめの接続方法

代わりの接続方法
（映像で１つ、音声で１つを選んで接続してください。）

同軸デジタル音声出力

D1～D5
ビデオ出力
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接続する
■ DVD／HDDレコーダー、ビデオデッキを接続する

■ 衛星放送チューナー、ケーブルテレビチューナーを接続する

AC OUTLETS
SWITCHED

100W MAX. TOTAL

R

L

AUDIO MULTI CH INPUT PRE OUT DOCK VIDEO

COMPONENT VIDEOD5 VIDEOHDMI

DIGITAL INPUT
ANTENNA

DIGITAL
OUTPUT

SPEAKERS

DVDSUBWOOFERFRONTSB (8CH)
SUB

WOOFER SUR. BACKSURROUND

SINGLE CENTERCENTERFRONT (8CH)

SURROUND

DVD

DTV/CBL
S VIDEO

VIDEO

DTV/CBL

DVR

DVRMONITOR OUT

MONITOR
OUT

DVRDTV/CBLDVD

VCR
OUTININ OUT1 2

DVD

DVDCDDTV/CBL

OPTICAL COAXIAL

DVD

OUT

SURROUND BACK/BI-AMPSURROUNDCENTERFRONT A
AM

GND

FRONT B/ZONE B/
PRESENCE

DVD
MD/CD-R MD/CD-R

PHONO

GND

CD
MD/

CD-R
IN 

(PLAY)
OUT 

(REC) DTV/CBL DVR VCR
OUTININ OUT MONITOR

OUT

R LR LR LR L

654321
IN2IN1

EXTRA SP

YPR PBYPR PBA

A B C

B

C

 DVR

V S S V

S SVV

PRPBY

R

L

R

L

L

R

L

R

D

Sビデオ入力

S
ビ
デ
オ
出
力

コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト

ビ
デ
オ
出
力

アナログ音声入力

アナログ音声出力
ビデオデッキ Sビデオ出力

Sビデオ入力

コンポジットビデオ入力

コンポジットビデオ出力

アナログ音声出力

アナログ音声入力

コンポジットビデオ入力

コンポーネントビデオ出力

DVD／HDDレコーダー

D
1
～
D
5

ビ
デ
オ
出
力

HDMI 出力

AC OUTLETS
SWITCHED

100W MAX. TOTAL

R

L

AUDIO MULTI CH INPUT PRE OUT DOCK VIDEO

COMPONENT VIDEOD5 VIDEOHDMI

DIGITAL INPUT
ANTENNA

DIGITAL
OUTPUT

SPEAKERS

DVDSUBWOOFERFRONTSB (8CH)
SUB

WOOFER SUR. BACKSURROUND

SINGLE CENTERCENTERFRONT (8CH)

SURROUND

DVD

DTV/CBL
S VIDEO

VIDEO

DTV/CBL

DVR

DVRMONITOR OUT

MONITOR
OUT

DVRDTV/CBLDVD

VCR
OUTININ OUT1 2

DVD

DVDCDDTV/CBL

OPTICAL COAXIAL

DVD

OUT

SURROUND BACK/BI-AMPSURROUNDCENTERFRONT A
AM

GND

FRONT B/ZONE B/
PRESENCE

DVD
MD/CD-R MD/CD-R

PHONO

GND

CD
MD/

CD-R
IN 

(PLAY)
OUT 

(REC) DTV/CBL DVR VCR
OUTININ OUT MONITOR

OUT

FM

R LR LR LR L

654321
IN2IN1

EXTRA SP

YPR PBYPR PBA

A B C

B

C

DVR

O VR L
SY PB PR

D

衛星放送チューナー、
ケーブルテレビチューナー

コンポーネントビデオ出力アナログ音声出力

Sビデオ出力

コンポジットビデオ出力
光デジタル音声出力

D1～D5
ビデオ出力

おすすめの接続方法

代わりの接続方法
（映像で１つ、音声で１つを選んで接続してください。）
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接続する
■ その他の音声機器を接続する

･DIGITAL INPUT、またはDIGITAL OUTPUT端子に、初期状態でそれぞれの端子に割り当てられている機器とは違
う機器を接続する場合は、「I/O ASSIGNMENT」で割り当てを変更してください（73ページ）。
･レコードプレーヤーを本機のGND端子へ接続すれば、ノイズレベルを低減できます。レコードプレーヤーによって
は、GND端子へ接続しないほうがよい場合もあります。
･MMカートリッジまたは高出力型MCカートリッジ付のレコードプレーヤーを接続する場合は、そのままPHONO 
AUDIO 端子に接続します。低出力型MCカートリッジ付のレコードプレーヤーを接続する場合は、昇圧トランスまた
はMCヘッドアンプを使用してPHONO AUDIO 端子に接続します。
･GND端子は安全アースではありません。雑音が多いときに接続すると、雑音を低減できます。
･その他の機器をDIGITAL INPUT（OPTICAL）端子とDIGITAL INPUT（COAXIAL）端子の両方に同時に接続する
場合、DIGITAL INPUT（COAXIAL）端子に入力された信号が優先的に出力されます。

ご注意

R

L

AUDIO MULTI CH INPUT PRE OU

HDMI

DIGITAL INPUT
ANTENNA

REMOTE OUT

DIGITAL
OUTPUT

SPEAKERS

FRONTSB (8CH)
SUB

WOOFER SUSURROUND

SCENTERFRONT (8CH)

SURROUNDDVD

DVDCDDTV/CBL

OPTICAL COAXIAL

DVD

OUT

SURROUND BACK/BI-AMP

SINGLE

SURROUNDCENTERFRONT A
AM

GND

FRONT B/ZONE B/
PRESENCE

DVD
MD/CD-R MD/CD-R

PHONO

GND

CD
MD/

CD-R
IN 

(PLAY)
OUT 

(REC) DTV/CBL DVR VCR
OUTININ OUT

FM
75Ω

UNBAL. 

R LR LR LR L

654321
IN2IN1

EXTRA SP

DVR

RL

RL

C

ORL RL O

レコードプレーヤー
MDレコーダー、CDレコーダー、

テープデッキ

アナログ
音声入力

光
デ
ジ
タ
ル
入
力

アナログ
音声出力

光
デ
ジ
タ
ル
出
力

ア
ナ
ロ
グ
音
声
出
力

同軸デジタル出力

アナログ
音声出力

ア
ー
ス
線

おすすめの接続方法

代わりの接続方法（１つを選んで接続してください。）

CDプレーヤー
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接続する
■ 外部パワーアンプを接続する
スピーカー出力を高めるために外部パワーアンプ（プリメインアンプ）をお使いになる場合は、PRE OUT
端子と接続します。各PRE OUT端子は、対応するスピーカー端子と同じチャンネル信号を出力します。

･PRE OUT端子を使って接続する場合は、本機のスピーカー端子にスピーカーを接続しないでください。
･ FRONT PRE OUT端子から出力される信号は、トーンコントロール機能によって音質を調節できます（44ページ）。
･サブウーファーの音量は、お使いのサブウーファー本体で調節してください。
･「SPEAKER SET」（65ページ）の設定により、SUBWOOFER端子から音が出力されない場合があります。

1 FRONT PRE OUT端子
フロント左／右チャンネルの信号を出力します。

2 SURROUND PRE OUT端子
サラウンド左／右チャンネルの信号を出力します。

3 SUR.BACK PRE OUT端子
サラウンドバック左／右チャンネルの信号を出力し
ます。外部パワーアンプを１つだけ接続する場合
は、L側（SINGLE）の端子に接続してください。

･「BI-AMP」（84ページ）を「ON」に設定している場
合、SUR.BACK PRE OUT端子からはフロント左／右
チャンネル信号が出力されます。
･「EXTRA SP ASSIGN」（65ページ）の設定により、
SUR.BACK PRE OUT端子から出力される音声信号
チャンネルは変化します。

4 SUBWOOFER PRE OUT端子
ヤマハ・アクティブサーボ・サブウーファーシステ
ムなどの、アンプ内蔵サブウーファーを1つ、また
は2つ接続します。

SUBWOOFER PRE OUT 2 端子に接続したサブウー
ファーからは、SUBWOOFER PRE OUT 1 端子に接続
したサブウーファーと同じ音声が出力されます。

5 CENTER PRE OUT端子
センターチャンネルの信号を出力します。

ご注意

ご注意

ご注意

L

R

PRE OUT

SUBWOOFERFRONT SUR. BACKSURROUND

SINGLE CENTER

1 2

1 2 3 4

5
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接続する
■ マルチチャンネル出力端子がある機器を接続する
DVDプレーヤーやスーパーオーディオCDプレーヤーなど、マルチチャンネル音声出力端子がある機器と
本機を接続すれば、マルチチャンネル音声をお楽しみいただけます。
「MULTI CH」の「INPUT CH」を「8CH」に設定すれば（75ページ）、「MULTI CH」の「FRONT」
（75ページ）で設定したチャンネルを加えて、 8チャンネル音声を楽しめます。
マルチチャンネル音声出力端子がある機器の音声出力端子を本機のMULTI CH INPUT端子に接続してく
ださい。接続の際は、フロントおよびサラウンドチャンネルの左／右をご確認のうえ、正しく接続してくだ
さい。

･MULTI CH INPUT端子に接続した機器を入力選択すると、（35ページ）、音場プログラムは選べなくなります。
･スピーカーが接続されていないチャンネルの音声信号は出力されません。マルチチャンネル機器の音声を聴く場合は、
5.1 チャンネル以上のスピーカー構成で楽しむことをおすすめします。

*1「MULTI CH」の「FRONT」で設定したアナログ音声入力端子（75ページ）

■ ヤマハ製 iPod 用ドック／BluetoothR

アダプターを接続する
本機は、ヤマハ製 iPod用ドックやBluetooth ア
ダプターを接続するためのDOCK端子を装備して
います。iPod 用ドック（別売YDS-10など）や
Bluetooth アダプター（別売YBA-10など）を接
続すれば、iPod や Bluetooth 機器の再生が楽しめ
ます。接続用のケーブルは専用のものをお使いくだ
さい。

y
再生のしかたについて詳しくは、「iPod を再生する」
（49ページ）、および「Bluetooth 機器を再生する」
（51ページ）をご覧ください。

ご注意

SB(8CH)

FRONT(6CH) CENTER

SURROUND
SUB

WOOFER

MULTI CH INPUT

L

R

L R L R

サ
ブ
ウ
ー
フ
ァ
ー
出
力

マルチチャンネル機器
（5.1チャンネル出力）

セ
ン
タ
ー
出
力

サ
ラ
ウ
ン
ド
出
力

フ
ロ
ン
ト
出
力

L

R

SB(8CH)

FRONT(6CH) CENTER

SURROUND
SUB

WOOFER

L

R

*1

L R L RR L

MULTI CH INPUT

マルチチャンネル機器
（7.1チャンネル出力）

フ
ロ
ン
ト
出
力

サ
ブ
ウ
ー
フ
ァ
ー
出
力

セ
ン
タ
ー
出
力

サ
ラ
ウ
ン
ド
バ
ッ
ク
出
力

サ
ラ
ウ
ン
ド
出
力

DOCK VIDEO

COMPONENT VIDEOD5 VIDEO
DVD

DVD

DTV/CBL
S VIDEO

VIDEO

DTV/CBL

DVR

DVRMONITOR OUT

VCR
OUTININ OUT MONITOR

OUT

YPR PBYPR PBA B

C

ヤマハ製 iPod 用ドック／
Bluetooth アダプター
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接続する
■ REMOTE OUT端子を使う
お使いの機器がコントロール信号の受信機能に対応
しているヤマハ製機器の場合は、下図のようにモノ
ラルミニプラグケーブルで本機のREMOTE OUT
端子に接続してください。

y
･お使いの機器がSCENEコントロール信号の受信機能に
対応しているヤマハ製機器の場合、本機とリモート接続
すれば、SCENEキーを押してSCENEを選ぶと自動的
に再生が始まります。
･REMOTE OUT端子に接続している機器がヤマハ製で
ない場合は、アドバンストセットアップメニュー
「SCENE IR」を「OFF」に設定してください（84
ページ）。

ゲーム機やビデオカメラをフロントパネルの
VIDEO AUX端子に接続します。

･DOCK端子とVIDEO AUX端子に同時に音声信号が入
力されている場合は、DOCK端子に入力された音声信
号が出力されます。
･V-AUX端子に接続した機器を再生するには、入力ソー
スに「V-AUX」を選んでください。

REMOTE OUT

FM
75Ω

UNBAL. 

ヤマハ製機器

リモート入力

VIDEO AUX端子を使う

警告
本機と接続機器の音量を十分に下げてから接続
してください。

ご注意

STANDBY 
/ON

PHONES TONE CONTROL

PROGRAM

SPEAKERS SEARCH MODE BAND A/B/C/D/E PRESET/TUNING MEMORY INFO MUTE SLEEP
EDIT

STRAIGHT

1 2 3 4

PURE DIRECT

SCENE

AUDIO SELECT

INPUT

VIDEO AUX

VOLUME

OPTIMIZER MIC

S VIDEO VIDEO AUDIO OPTICALL R
EFFECTSILENT CINEMA

RL OPTICALAUDIOS VIDEO VIDEO

OVS L R

ゲーム機／
ビデオカメラ

光
デ
ジ
タ
ル
音
声
出
力

ビ
デ
オ
出
力

S
ビ
デ
オ
出
力

ア
ナ
ロ
グ
音
声
出
力

おすすめの接続方法

代わりの接続方法
（映像で１つ、音声で１つを選んで接続
してください。）
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接続する
本機には、FM簡易アンテナおよびAMループアン
テナが付属しています。これらのアンテナをそれぞ
れのアンテナ端子に正しく接続してください。通常
はこれらのアンテナで十分な受信感度を得られます。

･AMループアンテナは、本機から離して設置してください。
･放送を良好に受信できない場合は、屋外アンテナを設置
することをおすすめします。詳しくは、本機をお買い求
めの販売店にお問い合わせください。
･屋外アンテナを接続した場合でも、AMループアンテナ
は必ず接続してください。

AMループアンテナの接続方法

y
コードに極性はありません。また、AMとGNDそ
れぞれの端子にどちらのケーブルを接続してもかま
いません。

AMループアンテナの組立方法

FM／AMアンテナを接続する

ご注意

DIGITAL INPUT
ANTENNA

REMOTE OUT

DIGITAL
OUTPUT

SPEAKERS

DVDCDDTV/CBL

OPTICAL COAXIAL

DVD

SURRCENTERFRONT A
AM

GND

FRONT B/ZONE B/
PRESENCE

DVD
MD/CD-R MD/CD-R

FM
75Ω

UNBAL. 

RR LR L

654321
IN1

EXTRA SP

FM簡易
アンテナ

アース（GND端子）
GND端子は安全アースではありません。
雑音が多いときに、接続すると雑音を低
減することができます。アースは市販の
アース棒か銅板に、ビニール被覆線を接
続し、湿気の多い地中に埋めてください。

AMループ
アンテナ

AM屋外アンテナ
市販の5～ 10mのビ
ニール被覆線を屋外に
張ってください。（AM
ループアンテナも同時に
使用してください。）

レバーを開く 差し込む レバーを閉める
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接続する
コンセントへ接続するときの電源プラグの向き（極
性）によって音質が変わることがありますので、お
好みの向きで接続してください。

■ AC OUTLETS
外部オーディオ機器に電源を供給するコンセント
で、本機のKSTANDBY/ONスイッチと連動して
います。合計で消費電力100Wまでのオーディオ機
器を接続し、電源を供給できます。

y
本機に接続したヤマハ製 iPod 用ドック（別売YDS-10
など）にセットした iPod を充電しているときは、本機の
電源がスタンバイでもACアウトレットから電源が供給
されます。
本機の電源がスタンバイのときに iPod の充電が完了した
り、iPod を取り外したりした場合は、電源の供給が自動
的に遮断されます。

■ 電源の入れかた

フロントパネルのKSTANDBY/ONキー（また
はリモコンのDPOWERキー）を押す。
本機の電源がオンになります。
y
･本機の電源をオンにしてから音声が出力するまで、数秒
かかります。
･RSCENEキー（またはASCENEキー）を押して本
機の電源をオンにすることもできます。

■ 電源の切りかた

フロントパネルのKSTANDBY/ONキー（または
リモコンのCSTANDBYキー）を押す。
スタンバイになっているあいだも、リモコンからの
赤外線信号を受信するために、少量の電力を消費し
ています。

電源コードを接続する

メモリーバックアップ機能
メモリーバックアップ機能は本機がスタンバイ
のときに、記憶されたデータが失われるのを防
ぎます。電源コードがコンセントから抜けてい
たり、電源供給が一週間以上遮断されたりする
と、本機のメモリー内容が消えてしまうことが
あります。この場合は各設定をやり直してくだ
さい。

AC OUTLETS

AC IN

SWITCHED

100W MAX. TOTAL

DVRMONITOR OUT

OR

C

コンセントへ

本機の電源をオン／スタンバイ
する

「STANDBY THROUGH」（78ページ）を「ON」に
設定している場合、待機時消費電力をより多く消費し
ますので、「OFF」に設定するか、長期間本機を使用し
ない場合は電源プラグをコンセントから抜いておくこ
とをおすすめします。
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接続する
1 HDMI インジケーター
入力ソースの信号をHDMI IN 端子から入力してい
るときに点灯します（16ページ）。

2 ADAPTIVE
アダプティブ

 DRCインジケーター
「ADAPTIVE DRC」を「AUTO」に設定している
ときに点灯します（69ページ）。

3 DOCK
ドック

インジケーター
･ ヤマハ製 iPod用ドック（別売YDS-10など）
にセットした iPod からの信号を本機が認識して
いて（23ページ )、V-AUXを入力選択してい
る場合や、本機がスタンバイのときに iPod を充
電している場合に点灯します。

･ ヤマハ製Bluetooth アダプター（別売YBA-
10など）、およびBluetooth 機器をペアリング
している（51ページ）、またはBluetooth アダ
プターがBluetooth 機器をサーチしている
（51ページ）ときに点滅します。
･ ヤマハ製Bluetooth アダプターがBluetooth 機
器に接続されたときに点灯します（51ページ）。

4 ENHANCER
エンハンサー

インジケーター
コンプレストミュージック・エンハンサーモードで
再生しているときに点灯します（42ページ）。

5 入力ソースインジケーター
現在選んでいる入力ソース名の左側に、「 」が点
灯します（34ページ）。

6 YPAOインジケーター
AUTO SETUPの実行中、およびAUTO SETUP
での設定が有効になっているときに点灯します
（「スタートアップガイド」9ページ）。

7 チューナーインジケーター
FM／ AM放送を聴くときや、放送局をプリセット
するときに点灯します（45ページ）。

8 96/24インジケーター
本機にDTS 96/24信号を入力しているときに点
灯します。

9 MUTE
ミュート

インジケーター、VOLUME
ボリューム

インジケーター
･ 本機をミュート（消音）しているときにMUTE
インジケーターが点滅します（37ページ）。

･ 現在の音量をVOLUMEインジケーターで表示
します。

0 入力信号インジケーター
PCM（Pulse Code Modulation）信号または
DSD（Direct Stream Digital）信号、AAC
（Advanced Audio Coding）信号を再生している
ときに点灯します。

A デコーダーインジケーター
本機のデコーダーが動作しているときに、デコー
ダーの種類に応じて点灯します。

B 音場インジケーター
音場プログラムを使っているときに、本機がどの音
場を使って再生しているかを表示します。

C ヘッドホンインジケーター
ヘッドホンを接続しているときに点灯します（37
ページ）。

D SP A B インジケーター
選んでいるフロントスピーカーに応じて点灯します

（35ページ）。
SP A：フロントAスピーカーを選んでいます。
SP B：フロントBスピーカーを選んでいます。
SP A B： AB両方のフロントスピーカーを選んで

います。

フロントパネルディスプレイ

MUTE

VOL.

dB

DSD AACPCM

96/24

VIRTUAL AUTO
YPAO MEMORY

TUNED STEREO
SLEEP

MULTI CH VCR DVR V-AUX DTV/CBL DVD CDMD/CD-R TUNER PHONO

MATRIX DISCRETE

MASTER AUDIO
HD
ES

ADAPTIVE DRC DOCK ENHANCER

SILENT CINEMA
SP
A B96

24
q 

q PL  x LFE
LL C R
SL SB SR

SBRSBL

TRUE HD

q EX
q DIGITAL PLUS

HGD E FCA B0

1 2 3 4 5 6 7 8 9

プレゼンス音場

サラウンド
レフト音場

サラウンド
ライト音場

サラウンドバック音場

リスニングポジション
（視聴位置）
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接続する
E DSPインジケーター
選んでいる音場プログラムに応じて点灯します
（40ページ）。

CINEMA
シネマ

 DSPインジケーター
シネマDSPモードで再生しているときに点灯
します（40ページ）。

VIRTUAL
バーチャル

インジケーター
バーチャルシネマDSPモードで再生している
ときに点灯します（43ページ）。

SILENT
サイレント

 CINEMA
シネマ

インジケーター
ヘッドホンを接続し、音場プログラムを選んで
いるときに点灯します（43ページ）。

F マルチインフォメーションディスプレイ
現在選んでいる音場プログラムの名前や、設定を変
更するときのさまざまな情報を表示します。

G SLEEP
スリープ

インジケーター
スリープタイマーをオンに設定しているときに点灯
します（39ページ）。

H 入力信号チャンネル／スピーカーインジケーター

入力信号チャンネルインジケーター
･ 入力しているデジタル信号に含まれている
チャンネルに応じて点灯します。
･ AUTO SETUPを実行しているときや（「ス
タートアップガイド」9ページ）、「TEST 
TONE」（68ページ）を「ON」に設定し、
「BASIC MENU」を調節しているとき（65
ページ）に、スピーカーの設定に応じて点灯／
点滅します。

プレゼンススピーカーインジケーター
AUTO SETUPを実行しているときや（「ス
タートアップガイド」9ページ）、「TEST 
TONE」（68ページ）を「ON」に設定し、
「BASIC MENU」を調節しているとき（65
ページ）に、「EXTRA SP ASSIGN」（65
ページ）の設定に応じて点灯／点滅します。
y
AUTO SETUP（「スタートアップガイド」9ペー
ジ）、または「SPEAKER SET」の「EXTRA SP 
ASSIGN」（65ページ）、「SUR.B L/R SP」（66
ページ）で、プレゼンスおよびサラウンドバックス
ピーカーを自動／手動で設定できます。

リモコンは直進性の強い赤外線を使っています。本
体の受光部に向けて正しく操作してください。

赤外線送信部 (1)
リモコン操作用の赤外線信号を送信します。リモコ
ンを操作するときは、送信部を操作したい機器に向
けてください。

BTRANSMIT
トランスミット

インジケーター
リモコン操作の赤外線信号を送信しているときに点
灯します。

操作機器選択スイッチ (F)
いくつかのキーの機能は、操作機器選択スイッチの
位置に応じて切り替わります。

･ AMP
アンプ

本機のアンプ機能を操作するときに選びます。

･ SOURCE
ソース

入力選択キーで選んだ機器を操作するときに
選びます。

･ TV
テレビ

4DTV/CBLキー、または4PHONOキー
にリモコンコードを設定したテレビを操作す
るときに選びます。

･水やお茶などの液体をこぼさないでください。
･落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。
･下記のような場所には置かないでください。
－風呂場の近くなど、湿度が高いところ
－暖房器具やストーブの近くなど、温度が高いところ
－極端に寒いところ
－ほこりの多いところ
･外部機器のリモコンコードを設定するには、81ページ
をご覧ください。

プレゼンススピーカーインジケーター

入力信号チャンネルインジケーター

LFE
LL C R
SL SB SR

SBRSBL

LFE インジケーター

リモコンを使う

ご注意

30 306m以内

リモコン受光部
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SCENEテンプレートを選ぶ

本機は使用する状況に合わせて、17種類の
SCENEテンプレート（SCENE機能で使用する雛
形）が記憶されています。初期設定では、それぞれ
のSCENEキーに以下のSCENEテンプレートが
設定されています。

SCENE 1：DVD Movie
ムービー

 Viewing
ビューイング

SCENE 2：Music
ミュージック

 Disc
ディスク

 Listening
リスニング

SCENE 3：TV Viewing
ビューイング

SCENE 4：Radio
ラジオ

 Listening
リスニング

他のSCENEテンプレートを使いたい場合は、記憶
されているSCENEテンプレートの中からお好みに
あったSCENEテンプレートを選んで、フロントパ
ネルやリモコンのSCENEキーに設定できます。

1 SCENEテンプレートを入れ替えたい
RSCENEキー（またはASCENEキー）を
約３秒間押し続ける。
フロントパネルRSCENEキー上部のランプが点
滅し、フロントパネルディスプレイに現在設定さ
れているSCENEテンプレートが表示されます。

2 QINPUTセレクターを回して（または操作機
器選択スイッチ（F）でAMPを選んでから
8l / hキーを押して）、設定したいテンプ
レートを選ぶ。

3 RSCENEキー（またはASCENEキー）をも
う一度押して、確定する。
選んだSCENEテンプレートがRSCENE
キーに設定されます。

SCENEテンプレートを入れ替えた場合、リモコン
のASCENEキーに設定されている入力ソースも変
更する必要があります。詳しくは、33ページをご覧
ください。

SCENEテンプレートを
入れ替える

1

SCENEテンプレート・ライブラリー
（イメージ）

SCENEテンプレートを選ぶ

SCENEキーに
SCENEテンプレート
を割り当てる

1

DVD Movie View

1

1

または

リモコン

点滅

3秒 3秒

フロントパネル

1

ご注意

DVD Viewing

1
1または

リモコンフロントパネル
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SCENEテンプレートを選ぶ
■ どのSCENEテンプレートを選びますか？

* DOCK端子とVIDEO AUX端子に同時に音声信号が入力されている場合は、DOCK端子に入力された音声信号が出
力されます。

y
上記のSCENEテンプレートを編集し、新しいテンプレートを作成できます。詳しくは、32ページ をご覧ください。

ご注意

1

2

3

4Radio
ラジオ

 Listening
リスニング

CD Hi-fi
ハイファイ

 Listening
リスニング

CD Listening
リスニング

CD Music
ミュージック

 Listening
リスニング

Dock
ドック

 Listening
リスニング

DVD Live
ライブ

 Viewing
ビューイング

DVD Movie
ムービー

 Viewing
ビューイング

DVD Viewing
ビューイング

Disc
ディスク

 Hi-fi
ハイファイ

 Listening
リスニング

Music
ミュージック

 Disc
ディスク

 Listening
リスニング

Disc
ディスク

 Listening
リスニング

DVR Viewing
ビューイング

TV Viewing
ビューイング

Action
アクション

 Game
ゲーム

 Playing
プレイング

RPG Playing
プレイング

DVD

V-AUX*

PHONO

DTV/CBL

TUNER (FM/AM)

DOCK*

CD

DVD

DVR

映像ソース
（DVDビデオ、
録画した映像など）

テレビ番組

ゲーム

iPod* ／ Bluetooth*

FM／AM放送

音楽ソース
（CD、SA-CD、
DVDオーディオなど）

SCENEテンプレートどの機器で再生しますか？ 

レコード

どのソースを
楽しみますか？

LP Record
レコード

　Listening
リスニング

初期設定キー

TV Sports
スポーツ

 Viewing
ビューイング
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SCENEテンプレートを選ぶ
■ SCENEテンプレート一覧
表中の灰色で示された部分は、SCENE1～ 4キーの初期設定を表しています。
　

* お使いの機器がSCENEコントロール信号の受信機能を持つヤマハ製機器の場合、本機とリモート接続すれば、
ASCENEキーを押してSCENEを選ぶと自動的に再生が始まります。

SCENEテンプレート 入力ソース 再生モード 説明

DVD Viewing
ビューイング DVD* Straight

ストレート DVDプレーヤーでDVDを見るときに選びます。

DVD Movie
ムービー

 Viewing
ビューイング DVD* MOVIE

ムービー

Sci-Fi
サイファイ

DVDプレーヤーで映画ソフトを見るときに選びます。

DVD Live
ライブ

 Viewing
ビューイング DVD* ENTERTAINMENT

エンターテイメント

Music
ミュージック

 Video
ビデオ DVDプレーヤーで音楽ソフトを見るときに選びます。

DVR Viewing
ビューイング DVR MOVIE

ムービー

Drama
ドラマ DVDレコーダーで映画ソフトを見るときに選びます。

Disc
ディスク

Hi-fi
ハイファイ

 Listening
リスニング DVD* Pure

ピュア

 Direct
ダイレクト

DVDプレーヤーでCDを原音に忠実な音質で聴くときに
選びます。

Music
ミュージック

 Disc
ディスク

 Listening
リスニング DVD* STEREO

ステレオ

2ch
２チャンネル

 Stereo
ステレオ DVDプレーヤーでCDを2チャンネルで聴くときに選

びます。

Disc
ディスク

 Listening
リスニング DVD* STEREO

ステレオ

7ch
7チャンネル

 Stereo
ステレオ DVDプレーヤーでCDをBGMとして聴くときに選びます。

CD Hi-fi
ハイファイ

 Listening
リスニング CD* Pure

ピュア

 Direct
ダイレクト

CDプレーヤーでCDを原音に忠実な音質で聴くときに
選びます。

CD Listening
リスニング CD* STEREO

ステレオ

7ch
7チャンネル

 Stereo
ステレオ CDプレーヤーでCDをBGMとして聴くときに選びます。

CD Music
ミュージック

 Listening
リスニング CD* STEREO

ステレオ

2ch
２チャンネル

 Stereo
ステレオ

CDプレーヤーでCDを2チャンネルで聴くときに選び
ます。

Radio
ラジオ

 Listening
リスニング TUNER MUSIC

ミュージック

 ENHANCER
エンハンサー

7ch
7チャンネル

 Enhancer
エンハンサー

FM/AM放送を聴くときに選びます。

Dock
ドック

 Listening
リスニング V-AUX MUSIC

ミュージック

 ENHANCER
エンハンサー

7ch
7チャンネル

 Enhancer
エンハンサー iPodやBluetoothを聴くときに選びます。

TV Viewing
ビューイング DTV/CBL Straight

ストレート

テレビを見るときに選びます。

TV Sports
スポーツ

 Viewing
ビューイング DTV/CBL ENTERTAINMENT

エンターテイメント

Sports
スポーツ テレビでスポーツを見るときに選びます。

Action
アクション

 Game
ゲーム

 Playing
プレイング V-AUX ENTERTAINMENT

エンターテイメント

Action
アクション

 Game
ゲーム

 
アクションゲームを楽しむときに選びます。

RPG Playing
プレイング V-AUX ENTERTAINMENT

エンターテイメント

Roleplaying
ロールプレイング

 Game
ゲーム ロールプレイングゲームを楽しむときに選びます。

LP Record
レコード

 Listening
リスニング PHONO Pure

ピュア

 Direct
ダイレクト

レコードプレーヤーでレコードを原音に忠実な音質で聴
くときに選びます。

1

2

4

3
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SCENEテンプレートを選ぶ
SCENEテンプレートを新しく作成して、それぞれ
のSCENEキーに設定できます。本機に記憶され
ている17種類SCENEテンプレートを基に、新
しいSCENEテンプレートを作成します。

1 本機に接続したモニターの電源をオンにする。

2 編集したいSCENEテンプレートが設定されて
いるASCENEキーを約３秒間押し続ける
SCENEテンプレートの編集画面がモニターに
表示されます。

編集したいSCENEテンプレートがASCENEキー
に設定されていない場合は、8l / hキーを繰り返
し押して、編集画面に表示されているSCENEテン
プレートを切り替えてください。

3 8k / nキーを押してSCENEテンプレートの項
目を選び、8l / hキーを押して設定値を選ぶ。
以下の項目を編集できます。

･ INPUT：入力ソース設定
･ MODE：再生モード設定（音場プログラム、

ストレートデコードモード、
ピュアダイレクトモード）

4 ASCENEキーをもう一度押して、確定する。
y
新しく作成したSCENEテンプレートには、名前の前に
「＊（アスタリスク）」が表示されます。

･SCENEテンプレートを編集した場合、リモコンの
ASCENEキーに設定されている入力ソースも変更する
必要があります。詳しくは、33ページをご覧ください。
･新しく作成したSCENEテンプレートを再編集した場合
は、変更内容を上書きして保存します。
･新しく作成したSCENEテンプレートは、設定した
ASCENEキーでのみ選べます。

■ SCENEテンプレート名を変更する

「新しいSCENEテンプレートを作成する」の手順3
で、SCENEテンプレートの名前を選び、
8ENTERキーを押す。

･ 文字を変更するには、8k / nキーを押します。
･ 変更したい文字の位置へ「＿」（下線）を移動す
るには、8l / hキーを押します。

･ 変更した名前を無効にするには、9RETURN
キーを押します。

･ 変更した名前を確定するには、8ENTERキー
を押します。

新しいSCENEテンプレートを
作成する

ご注意

: DVD Viewing
: DVD

SCENE
INPUT

SCENE : DVD Viewing

1

SCENEテンプレート・
ライブラリー
（イメージ）

SCENEテンプレートを選ぶ

SCENEキーに
SCENEテンプレート
を割り当てる

SCENEテンプレートを
新しく作成する

������������������������
����[RETURN]:EXIT����
����[SCENE1]:SET�������
�����[ENTER]:Rename����
���������
�����������Sci-Fi��������
����MODE: MOVIE��
����INPUT: ��DVD�������
.p�DVD�Movie Viewing����[
������������������������

SCENE1������

[

ご注意

������������������������

���[RETURN]:CANCEL��������
����[ENTER]:SET���������
����[p]/[[]:Position������

[�]/[�]:Character
�������������������������
���� ��
����
���DVD�Movie Viewing
��RENAME����������������

SCENE1������

p [

-
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SCENEテンプレートを選ぶ
■ SCENE機能で使用できるキー
SCENE機能で楽しむ外部機器のリモコンコードを
設定すれば、本機のリモコンを使って外部機器を操
作できます。リモコンコードの設定方法について詳
しくは、「リモコンコードを設定する」（81ペー
ジ）をご覧ください。

1 楽しみたいシーンのASCENEキーを押す。

2 ＊で示されているキーを押して、SCENE機能
で楽しむ機器を操作する。

y
* この部分で示されているキーを使って、SCENE機能で
楽しむ機器を操作できます。

■ SCENEキーで呼び出す入力ソースを
変更する

「SCENEテンプレートを 入れ替える」（29ペー
ジ）や「新しいSCENEテンプレートを作成する」
（32ページ）で、各SCENEキーで呼び出す入力
ソースを変更した場合に、変更後もリモコンで入力
ソースを操作できるようにSCENEキーの設定を
変更します。

1 入力ソースを変更したシーンのASCENEキー
を押しながら、変更した入力ソースの入力選択
キー（4）を押し続ける。
BTRANSMITインジケーターが2回点滅し
ます。

2 BTRANSMITインジケーターがもう2回点滅
するまで、さらに押し続ける。

設定に失敗した場合は、BTRANSMITインジケーター
が繰り返し点滅します。この場合は設定を始めからやり直
してください。

SCENE（シーン）機能でのリモコンの役割と操作

以下の操作を行う前に、リモコンの操作機器選択ス
イッチでFSOURCEを選んでください。

5 6 7 8

9 0 +10 ENT

1 2 3 4

MENUTITLE

SET MENULEVEL

DISPLAYRETURN

BAND SRCH MODE

MEMORY

REC

SCENE

A/B/C/D/E

ENTER

PRESET/CH

VOLUMETV VOL TV CH

TV MUTE TV INPUT MUTE

AMP

SOURCE

TV

STANDBY POWERPOWERPOWER

AVTV

TRANSMITCODE SET

1 2 3 4

SLEEP

SUR. DECODEENHANCERPROG

PARAMETERSTRAIGHT PURE DIRECT

AUDIO SELMULTI CH IN

DOCK CBL

PHONO

TUNER

CD CD-R

DVD

V-AUX

DVR VCR

DTV

MD

CBA

* SOURCEを選択

SCENEキー

ご注意
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再生する

1 本機に接続したモニターの電源をオンにする。
y
モニター画面に入力信号の情報を表示できます。詳
しくは38ページをご覧ください。

2 QINPUTセレクターを回して（または入力選
択キー（4）を押して）、再生したい入力ソー
スを選ぶ。
現在選んでいる入力ソース名がフロントパネル
ディスプレイに数秒間表示されます。

y
いずれかのリモコンキーを押すと、現在選んでいる入
力ソースに対応する入力選択キーが約５秒間点灯し、
どの機器が現在選ばれているかをお知らせします。

3 入力機器を再生する、または FM／AM放送局
を選ぶ。
･ 外部機器の操作については、外部機器に付属
している取扱説明書をご覧ください。
･ FM／AM放送局の選びかたについては、
45ページをご覧ください。

4 JVOLUMEコントロールを回して（または
EVOLUME ＋ /－キーを押して）、音量を調
節する。

y
･各スピーカーの音量を調節するには、44ページを
ご覧ください。
･録音時の音量には影響しません。
･電源をオンにしたときの音量の最大値や、音量の初
期値を設定できます（69ページ）。

5 MPROGRAMセレクターを回して（または
KPROGl / hキーを繰り返し押して）、楽
しみたい音場プログラムを選ぶ。
選んだ音場プログラムの名前がフロントパネル
ディスプレイに表示されます。音場プログラム
について詳しくは、40ページをご覧ください。

MULTI CH INPUT端子に接続した機器を再生して
いる場合、音場プログラムは選べません。

y
･音場プログラムの名前や説明にこだわらず、最も心
地よく聞こえる音場プログラムをお選びください。
･入力ソースを選ぶと、本機は前回その入力ソース選
択時に選んでいた音場プログラムを自動的に呼び出
します。
･現在選んでいる音場プログラムの情報をモニター画
面に表示できます。詳しくは、54ページをご覧く
ださい。

警告
DTS-CDを再生するときは、特に注意が必要で
す。DTS-CDを DTS非対応のCDプレーヤー
で再生するとノイズだけが再生され、スピー
カーが故障する原因になります。お使いのCD
プレーヤーがDTS-CDの再生に対応しているこ
とをご確認ください。また、DTS-CDを再生す
る前に音量が十分に下げられていることをご確
認ください。
y
デジタル接続をしてDTS-CDを楽しむときは、再生
する前に「INPUT MENU」の「DECODER MODE」
を「DTS」に設定してください（74ページ）。

以下の操作をする前に、リモコンの操作機器選択ス
イッチでFAMPを選んでください。

基本的な操作

MULTI CH VCR DVR V-AUX DTV/CBL DVD CDMD/CD-R TUNER PHONO

�DVD

現在選んでいる入力ソース

選べる入力ソース ご注意

����Sci-Fi

現在選んでいる音場プログラム
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再生する
本機のMULTI CH INPUT端子に接続した機器の
音声を再生します。

QINPUTセレクターを回して（またはOMULTI 
CH INキーを押して）、マルチチャンネル入力を選ぶ。
フロントパネルディスプレイに「MULTI CH」と
表示されます。

y
「INPUT MENU」の「MULTI CH」で、マルチチャンネ
ル入力の設定を変更できます（73ページ）。

MULTI CH INPUT端子に接続した機器を再生している
場合、音場プログラムは選べません。

音声を出力するフロントスピーカー（FRONT A、
FRONT B）を選びます。

ASPEAKERSキーを繰り返し押して、FRONT 
Aまたは EXTRA SP端子に接続したスピーカーの
オン／オフを切り替える。
音声を出力するスピーカーが、以下のように切り替
わります。

･「EXTRA SP ASSIGN」（65ページ）が
「PRESENCE」または「NONE」に設定されている場
合、「ABオン」または「Bオン」は設定できません。
･フロントスピーカーを選ぶときは、音量を下げてから操
作してください。

■ 別の部屋で再生を楽しむ
「EXTRA SP ASSIGN」（65ページ）を「ZONE 
B」に設定すれば、EXTRA SP端子に接続したス
ピーカーを別の部屋（ゾーンB）に設置して再生を
楽しめます。

ASPEAKERSキーを繰り返し押して、ゾーンB
スピーカーのオン／オフを切り替える。
ゾーンBスピーカーをオン、フロントAスピーカー
をオフにすると、メインリスニングルームに設置し
たすべてのスピーカーからは音が出なくなります。

ゾーンBスピーカーがオン、フロントAスピーカーがオ
フのときに音場プログラムを選ぶと、自動的にバーチャル
シネマDSPモードに切り替わります（43ページ）。

以下の操作をする前に、リモコンの操作機器選択ス
イッチでFAMPを選んでください。

マルチチャンネル入力の音声を
聴く

ご注意

フロントスピーカーを選ぶ

ご注意

ご注意

FRONT A FRONT B

FRONT A 
と

FRONT B
ABオフ
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再生する
本機は複数種類の入力端子を装備しています。１つ
の再生機器を2種類以上の音声端子を使って接続
している場合に、どの端子から音声を入力するかを
選びます。
y
･通常は「AUTO」に設定することをおすすめします。
･「OPTION MENU」の「AUDIO SELECT」で、本機の
電源を入れたときに、前回設定した入力モードをそのま
ま使うかAUTOに戻すかを設定できます（77ペー
ジ）。

PAUDIO SELECTキー（または操作機器選択ス
イッチ（F）でAMPを選び、PAUDIO SEL
キー）を繰り返し押して、音声を入力する端子を切
り替える。

HDMI、および同軸／光デジタル端子に再生機器が割り当
てられていない場合、その端子は選べません。また、選ん
だ端子に再生機器が接続されていない場合、音声は出力さ
れません。端子の割り当ては、「INPUT MENU」の「I/O 
ASSIGNMENT」で変更できます（73ページ）。

本機に接続したモニターに、現在の状態を表示でき
ます。

1 本機に接続したモニターの電源をオンにする。

2 リモコンのJDISPLAYキーを押す。
現在の状態がモニターに表示されます。

y
･「OPTION MENU」の「OSD-AMP」で、表示す
る時間を設定できます（76ページ）。
･表示画面を消すには、もう一度JDISPLAYキー
を押します。
･本機の表示画面信号は本機のDVR VIDEO OUT、
およびVCR VIDEO OUT端子から出力されないの
で、表示画面が映像と一緒に録画されることはあり
ません。

以下の操作をする前に、リモコンの操作機器選択ス
イッチでFAMPを選んでください。

音声を入力する端子を選ぶ
（入力モード切り替え）

表示 説明

AUTO 以下の優先順位で入力端子を選びます。
（1）HDMI
（2）デジタル
（3）アナログ

HDMI HDMI 端子を選びます。HDMI 信号
が入力されていない場合、音声は出力
されません。

COAX/OPT 以下の優先順位で入力端子を選びます。
（1）同軸デジタル
（2）光デジタル
同軸／光デジタル信号が入力されてい
ない場合、音声は出力されません。

ANALOG アナログ端子を選びます。アナログ信
号が入力されていない場合、音声は出
力されません。

ご注意

MULTI CH VCR DVR V-AUX DTV/CBL DVD CDMD/CD-R TUNER PHONO

A.SEL:� AUTO

現在の入力モード設定

選べる入力ソース

モニターに現在の状態を表示する

������������������������

���[DISPLAY]:STATUS�OFF

������������������������

������������������������

�����A.SEL:��HDMI���������

�����INPUT:���DVD����������

������������������������

���������Sci-Fi��������

���������MOVIE����������

STATUS�����VOL:-40.0dB
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再生する
フロントパネルのPHONES端子とヘッドホンを、
ヘッドホン用ケーブルを使って接続する。

y
ヘッドホンを接続しているときに音場プログラムを選ぶ
と、自動的にサイレントシネマTMモードに切り替わりま
す（43ページ）。

･ヘッドホンを接続しているときは、スピーカーから音声
は出力されません。
･ドルビーデジタル、およびDTS信号はヘッドホンの左
右チャンネルに振り分けられます。

リモコンのGMUTEキー（または本体の
HMUTEキー）を押す。
もとの音量に戻すときは、もう一度GMUTEキー
を押してください。
y
･フロントパネルのJVOLUMEコントロールを回して
（またはリモコンのEVOLUME ＋ / －キーを押して）、
ミュートを解除することもできます。
･「VOLUME MENU」の「MUTE TYPE」で、下げる音
量を選べます（69ページ）。
･音量を一時的に下げているときは、フロントパネルディ
スプレイにMUTEインジケーターが点滅します。もと
の音量に戻すと、インジケーターは消灯します。

バックグラウンドビデオ機能とは、映像系入力ソー
スの映像と、音楽系入力ソースの音声を組み合わせ
て楽しむ機能です。例えば、美しい景色をビデオで
見ながら、クラシック音楽を楽しめます。

リモコンの入力選択キー（4）を押して、映像系
ソースを選んでから、音楽系ソースを選ぶ。

y
･「MULTI CH」も音楽系ソースとして選べます（35
ページ）。操作機器選択スイッチ（F）で AMPを選び、
OMULTI CH INキーを押してください。
･MULTI CH INPUT端子に接続した機器の音声を他の機
器の映像と一緒に楽しむには、「MULTI CH」の
「BGV」で、映像系入力ソースを選んでください（75
ページ）。

ヘッドホンで再生を楽しむ

ご注意

一時的に音量を下げる

STANDBY 
/ON

PHONES TONE CONTROL

PROGRAM

SPEAKERS SEARCH MODE
EDIT

BAND A/B/C/D/E PRESET/TUNING MEMORY INFO MUTE SLEEP

STRAIGHT

1 2 3 4

PURE DIRECT

SCENE

AUDIO SELECT

INPUT

VIDEO AUX

VOLUME

OPTIMIZER MIC

S VIDEO VIDEO AUDIO OPTICALL R
EFFECTSILENT CINEMA

音声と映像で異なる入力ソース
を楽しむ
（バックグラウンドビデオ機能）

TUNER

V-AUX DTV

CBL MD

CD

DVD

DOCK

DVR VCR

CD-R

PHONO

V-AUX DTV

CBL

DVD

DOCK

DVR VCR

9

MULTI CH IN

音楽系ソース

映像系ソース

音楽系ソース

映像系ソース
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再生する
音声および映像入力信号の情報をモニターに表示し
ます。

1 操作機器選択スイッチ（F）でAMPを選び、
リモコンのISET MENUキーを押す。
SET MENU画面が表示されます。

2 8nキーを繰り返し押して「SIGNAL INFO」
を選び、8ENTERキーを押す。
入力信号の音声情報が表示されます。

3 8l / hキーを押して、音声情報と映像情報を
切り替える。

4 ISET MENUキーを押して、終了する。

■ 音声情報

･本機が情報を正しく表示できない場合は、「－－－」と
表示されます。
･AAC信号のビットレートは再生中に変化する場合があ
ります。

■ 映像情報

本機が情報を正しく表示できない場合は、「－－－」と表
示されます。

HDMI エラー情報

入力信号情報を表示する

表示 説明

FORMAT フォーマットを表します。本機がデジタ
ル信号を認識できないときは、自動的に
アナログ入力に切り替わります。

SAMPLING アナログ信号をデジタル信号化するとき
の、1秒あたりのサンプル数を表します。

CHANNEL 入力信号に含まれているチャンネル数を
表します（フロント／サラウンド／
LFE）。例えば、入力信号にフロント3
チャンネル、サラウンド2チャンネル、
LFEが含まれている場合は、「3/2/0.1」
と表示されます。

BITRATE 入力信号の1秒あたりのデータ量を表します。

DIALOG ドルビーデジタル、DTSのダイアログノー
マライゼーションレベルを表します。

FLAG ドルビーデジタル、DTS、PCMに含ま
れている、自動的にデコーダー（「サラウ
ンドEX」など）を切り替えるための識別
信号を表します。

SET MENU

. ;AUTO SETUP
;MANUAL SETUP

.A;SIGNAL INFO

[ ]/[ ]:Up/Down
[ENTER]:Enter

p

p

ご注意

表示 説明

HDMI SIGNAL 映像入力信号と、HDMI OUT端
子から出力している映像信号を表
します。

HDMI RES. HDMI 映像入力信号の解像度を
表します。

ANALOG RES. アナログ映像出力信号の解像度を
表します。

HDMI ERROR

（HDMI MESSAGE）
HDMI 信号やHDMI 機器に関す
るエラーを表します。

ご注意

メッセージ 原因

DEVICE OVER 制限台数を超えるHDMI 機器が接続さ
れています。

HDCP ERROR HDCPの認証に失敗しました。

Out of Res. HDMI 出力信号の解像度がテレビの許
容範囲を超えています。
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再生する
設定した時間が経過すると、自動的にスタンバイに
なるように設定します。聴きながら、または録音し
ながらおやすみになりたいときなどに便利です。ス
リープタイマーが作動すると、本機背面のACアウ
トレット（26ページ）に接続した機器の電源もオ
フになります。

本機に接続したヤマハ製 iPod 用ドック（別売YDS-10
など）にセットした iPod を充電しているときは、本機の
電源がスタンバイでもACアウトレットから電源が供給
されます。

操作機器選択スイッチ（F）でAMPを選び、
HSLEEPキー（またはISLEEPキー）を繰り
返し押して時間を設定する。
HSLEEPキーを押すごとに、下記のように設定が
切り替わります。

時間を選んでいるあいだは、フロントパネルディス
プレイにSLEEPインジケーターが点滅します。
SLEEPインジケーターが点灯に変わると、スリー
プタイマーの時間設定が完了し、音場プログラム表
示に戻ります。

■ スリープタイマーを解除する

フロントパネルディスプレイに「SLEEP OFF」と
表示されるまでリモコンのHSLEEPキーを繰り
返し押す。

SLEEPインジケーターが消灯し、数秒後にフロン
トパネルディスプレイの「SLEEP OFF」表示が消
えます。
y
CSTANDBYキー（またはKSTANDBY/ONキー）
を押して本機の電源をスタンバイにした場合もスリープタ
イマーは解除されます。

一定時間後に自動的にスタンバイ
にする（スリープタイマー）

ご注意

SLEEP 120min SLEEP 90min

SLEEP 60minSLEEP 30minSLEEP OFF

SLEEP

SLEEP 120min.

点滅

SLEEP

   Straight

点灯

SLEEP  OFF

消灯
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音場プログラムを楽しむ

本機は2チャンネルソースやマルチチャンネルソースのほぼすべてをマルチチャンネル音声で楽しめる、
多彩なデコーダーを装備しています。また、音の楽しさを広げる、音場プログラムが記憶されたヤマハ・デ
ジタルサウンドフィールドプロセッシング（DSP）チップを搭載しています。

MPROGRAMセレクターを回す（または操作機器
選択スイッチ（F）でAMPを選び、KPROG
l / hキーを繰り返し押す）。
選んだ音場プログラムの名前がフロントパネルディ
スプレイ、およびモニターに表示されます。

･入力ソースを選ぶと、本機は前回その入力ソース選択時
に選んでいた音場プログラムを自動的に呼び出します。
･MULTI CH INPUT端子に接続した機器を再生している
場合、音場プログラムは選べません（35ページ）。
･Dolby Digital Plus、Dolby TrueHD、DTS-HD 
Master Audio、DTS-HD High Resolution Audio 信号
を再生している場合、音場プログラムは適用されません。
･入力ソースが96kHz を超えるサンプリング周波数の場
合、音場プログラムは適用されません。

y
音場プログラムの名前や説明にこだわらず、最も心地よく聞こえる音場プログラムをお選びください。

■ 音楽用音場プログラム
y
音楽用には、ピュアダイレクトモードもおすすめします（44ページ）。

･スピーカーの設定により、設定を変更できる音場パラメーターは変化します。
･「DIALG.LIFT」は、「SPEAKER SET」の「EXTRA SP ASSIGN」が「PRESENCE」に設定されているときのみ設
定できます（65ページ）。

CLASSICAL
クラシカル

LIVE
ライブ

/CLUB
クラブ 0

音場プログラムを選ぶ

ご注意

音場プログラムガイド

ご注意

プログラム 特長

Hall
ホール

 in
イン

 Munich
ミュンヘン ヨーロッパに多くみられる、内装材にシックな木の内張りが使われた、ミュンヘンにある

2500席程度のコンサートホールです。繊細な美しい響きが豊かに拡がり、落ち着いた雰囲気
を持っています。座席の位置は1階の中央左寄りです。

Hall
ホール

 in
イン

 Vienna
ウィーン 1700席程度のウィーンの伝統的なシューボックス型の中規模コンサートホールです。周囲の

柱や彫刻により、全方向からの複雑な反射音を生み出しています。豊かな響きが特長です。

Chamber
チェンバー 宮廷の大広間のような天井の高い比較的広めの空間で、宮廷音楽や室内楽に適した心地よい残

響が特長の音場です。

プログラム 特長

Cellar
セラー

 Club
クラブ 天井の低いアットホームなライブハウスです。小さなステージのすぐ前にいるような、リアルでラ

イブな音場で、強い響きが特長です。

The
ザ

 Roxy
ロキシー

 Theatre
シアター ロサンゼルスにあるロック系ライブハウスで、客席は最高時で約460程です。客席中央左寄りの音

場です。

The
ザ

 Bottom
ボトム

 Line
ライン かつてニューヨークに存在した有名なライブハウス「ザ・ボトム・ライン」のステージ正面の音場

です。フロアは300席ある左右に幅広い客席で占められ、明瞭な響きが特長の音場です。
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音場プログラムを楽しむ
■ すべてのソース用音場プログラム

･入力ソースや本機の設定により、設定を変更できる音場パラメーターや、生成される音場は変化します。
･「DIALG.LIFT」は、「SPEAKER SET」の「EXTRA SP ASSIGN」が「PRESENCE」に設定されているときのみ設
定できます（65ページ）。

ENTERTAINMENT
エンターテイメント

■ 映像用音場プログラム
y
下記の音場プログラム（Mono Movie 以外）と組み合わせるデコーダーを選べます。詳しくは59ページをご覧ください。

･入力ソースや本機の設定により、設定を変更できる音場パラメーターや、生成される音場は変化します。
･「DIALG.LIFT」は、「SPEAKER SET」の「EXTRA SP ASSIGN」が「PRESENCE」に設定されているときのみ設
定できます（65ページ）。

MOVIE
ムービー

ご注意

プログラム 特長

Sports
スポーツ ステレオ放送のスポーツ中継やスタジオバラエティ番組がライブ感豊かに楽しめます。スポーツ中

継では解説者やアナウンサーの声はセンターに明瞭に定位し、歓声も含め場内の雰囲気は適度な空
間の中で周囲に拡がり、その場にいるような臨場感が体感できます。

Action
アクション

 Gam
ゲーム

e

カーレースや FPS などのアクションゲームに合わせてデザインされた音場です。チャンネル毎に効
果の範囲を制限した反射音データを用いることで、明瞭な方位感を保ちつつさまざまな効果音の存
在感を高め、臨場感と迫力のあるプレイ環境を提供します。

Roleplaying
ロールプレイング

 Gam
ゲーム

e

RPG やアドベンチャーゲームなどに合わせてデザインされた音場です。映画用の音場効果と、
Action Gameで用いた音場デザインを組み合わせることで、プレイ中のフィールドの奥行きや立体
感を演出し、ムービーシーンでは映画的なサラウンド効果を提供します。

Music
ミュージック

 Video
ビデオ ポップス・ロック・ジャズなどのライブコンサート会場のイメージです。ステージ上のボーカルや

ソロ楽器のリアル感と、リズム楽器のノリを重視したプレゼンス音場に加え、広大なライブ会場の
空間を再現するサラウンド音場により、ホットなライブ空間に浸れます。

ご注意

プログラム 特長

Standard
スタンダード ドルビーデジタル、DTSおよびAACなどの各種マルチチャンネル音声のオリジナル定位を乱すこ

となく、サラウンドの包囲感を重視した音場です。「理想的な映画館」をコンセプトにデザインされ
た音場で、視聴者を左右後方から美しい響きで包み込みます。

Spectacle
スペクタクル 壮大なスケール感を演出するスペクタクルな音場です。シネスコサイズのワイド画面にマッチする広

大な空間再現と微小な効果音から迫力の大音響まで、ダイナミックレンジの広い音場感が特長です。

Sci-Fi
サイファイ 最新SFX映画の緻密なサウンドデザインを鮮やかに描き分ける抜けの良い音場です。セリフ、効果

音、BGMの明快な分離感を保ちつつ各々の異なった空間を鮮やかに再現します。

Adventure
アドベンチャー アクション＆アドベンチャー映画に最適な音場です。響きを抑え、左右の拡がり感を重視した力強

い空間を再現します。奥行感は浅めで各チャンネルのセパレーションや音の明瞭度を保ちつつ、ク
リアで力強い空間を再現します。

Drama
ドラマ

シリアスなドラマからミュージカルやコメディまで、幅広いジャンルの映画に対応する落ち着いた
響きが特長の音場です。控えめな響きでありながら適度な立体感を持ち、セリフの明瞭度とセン
ター定位を軸に効果音やBGMが柔らかな響きで立体的に再現されます。長時間聴いていても疲れ
ません。

Mono
モノ

 Movie
ムービー 往年のモノラル映画を当時の映画館の雰囲気で楽しめる音場です。音声に拡がりと適度な残響が付

加され、奥行感をともなった心地よい空間が再現されます。
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音場プログラムを楽しむ
■ ステレオ再生用音場プログラム

入力ソースや本機の設定により、設定を変更できる音場パラメーターは変化します。

STEREO
ステレオ

■ コンプレストミュージック・エンハンサー

MUSIC
ミュージック

 ENHANCER
エンハンサー

■ サラウンドデコーダー

SUR.
サラウンド

 DECODE
デコード

ご注意

プログラム 特長

2ch
2チャンネル

 Stereo
ステレオ 前方からのステレオ音声が楽しめる、基本的な再生モードです。

7ch
7チャンネル

 Stereo
ステレオ 後方からも直接音が聴け、広いエリアで楽しめる効果が特長の再生モードです。ホームパーティー

のBGMに最適です。セットメニューの設定により、最大7つのスピーカーから音が出力されます。

プログラム 特長

Straight
ストレート

 Enhancer
エンハンサー 2チャンネル／マルチチャンネル圧縮オーディオフォーマットを、音源のチャンネル数はそのまま

にダイナミックに再生します。

7ch
7チャンネル

 Enhancer
エンハンサー 7チャンネルステレオ音声でダイナミックに再生します。

プログラム 特長

Sur.
サラウンド

 Decoder
デコーダー デコーダーを選んで2チャンネルソースをマルチチャンネルで再生するときに選びます。詳しくは、

59ページをご覧ください。
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音場プログラムを楽しむ
■ サラウンドスピーカーなしで音場プログラ
ムを楽しむ（バーチャルシネマDSP）

サラウンドスピーカーがない場合でも、バーチャル
シネマDSPモードにより、臨場感あふれる音場再
生を楽しめます。バーチャルシネマDSPモードで
は、仮想スピーカーを創り出すことによって自然な
音場を再現します。「SUR. L/R SP」を「NONE」
に設定すれば（66ページ）、音場プログラム（40
ページ）を選んでいるときは自動的にバーチャルシ
ネマDSPモードに切り替わります。

以下の場合は、「SUR. L/R SP」を「NONE」に設定し
ても（66ページ）、バーチャルシネマDSPモードには
切り替わりません。
－MULTI CH INPUT端子に接続した機器を入力選択し
ているとき（35ページ）
－ヘッドホンをPHONES端子に接続しているとき
－7ch Stereo を選んでいるとき

■ ヘッドホンで音場プログラムを楽しむ
（サイレントシネマTM）

サイレントシネマTMでは、ドルビーデジタルや
DTSなどのマルチチャンネルソースを、ヘッドホ
ンで楽しめます。音場プログラム（40ページ）を
選んでいるときにヘッドホンをPHONES端子に接
続すれば、自動的にサイレントシネマTMモードに
切り替わります。サイレントシネマTMモードで再
生しているあいだは、フロントパネルディスプレイ
のSILENT CINEMAインジケーターが点灯します。

･MULTI CH INPUT端子に接続した機器は、サイレント
シネマTM モードで再生できません（35ページ）。
･ピュアダイレクトモード（44ページ）、または2ch 
Stereo（42ページ）、ストレートデコードモードを選
んでいる場合は、サイレントシネマTMモードは無効に
なります。

ストレートデコードモードでは、2チャンネルソー
スをフロント左／右スピーカーからステレオ音声で
再生します。マルチチャンネルソースの場合は、
ソースを適切なデコーダーでデコードし、音場効果
をかけずにマルチチャンネル音声で再生します。

NSTRAIGHTキー（またはNSTRAIGHT
キー）を押して、「Straight」を選ぶ。

■ ストレートデコードモードを解除する

NSTRAIGHTキー（またはNSTRAIGHT
キー）をもう一度押して、フロントパネルディスプ
レイの「Straight」表示を消す。
音場プログラム名が表示され、音場効果をかけた状
態に戻ります。

ご注意

ご注意

以下の操作をする前に、リモコンの操作機器選択ス
イッチでFAMPを選んでください。

音場効果をかけずに再生する
（ストレートデコードモード）
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その他の音声機能

入力ソースを原音に忠実な高品質音声で再生します。
ピュアダイレクトモードをオンにすると、音声入力
信号を最小限の回路構成で再生します。

OPURE DIRECTキー（またはQPURE 
DIRECTキー）を押して、ピュアダイレクトモー
ドのオン／オフを切り替える。
ピュアダイレクトモードで再生しているあいだは、
フロントパネルのOPURE DIRECTキーが点灯し、
フロントパネルディスプレイは消灯します。

･ピュアダイレクトモードで再生しているときは、以下の
設定が無効になります。
－音場プログラムの切り替え
－モニター画面表示
－セットメニューでの設定変更（音量の設定以外）
－すべてのビデオ機能（ビデオコンバージョン機能など）
･本機の電源をスタンバイにすると、ピュアダイレクト
モードは自動的に解除されます。

y
ピュアダイレクトモードで再生中に入力切り替えや音量調
節などの操作をすると、フロントパネルディスプレイが数
秒間だけ点灯します。

フロント左／右スピーカーまたはヘッドホン（接続
時のみ）の低音域と高音域のバランスを調節します。
y
設定はスピーカー用とヘッドホン用で別々に保存されます。

1 フロントパネルのLTONE CONTROLキー
を繰り返し押して、低音域（BASS）または高
音域（TREBLE）を選ぶ。

2 MPROGRAMセレクターを回して、音色を調節する。
調節範囲：－10.0dB～＋10.0dB

･音色を極端に調節した場合、他のスピーカーとの音のつ
ながりが悪くなることがあります。
･ピュアダイレクトモードで再生しているときやMULTI 
CH INPUT端子に接続した機器を再生しているとき
（35ページ）は音色を調節できません。

再生音を聴きながら、各スピーカーの音量を調節し
ます。MULTI CH INPUT端子に接続した機器を再
生しているときも調節できます。

「AUTO SETUP」（「スタートアップガイド」9ページ）
や「SP LEVEL」（67ページ）で各スピーカーの音量を調
節している場合は、設定が上書きされます。

1 リモコンの7LEVELキーを押してから、
8k / nキーを繰り返し押して、調節するス
ピーカーを選ぶ。

y
･各チャンネルスピーカーの有無により、設定できる
スピーカーは変化します。
･モニター画面をオンにしているときは、「LEVEL」
メニューが表示されます。

2 8l / hキーを押して、音量を調節する。
･ 音量を上げるには、8hキーを押します。
･ 音量を下げるには、8lキーを押します。
調節範囲：－10.0dB～＋10.0dB

3 7LEVELキーを押して、音量の調節を終了する。

以下の操作をする前に、リモコンの操作機器選択ス
イッチでFAMPを選んでください。

原音に忠実な音質で再生する
（ピュアダイレクトモード）

ご注意

音色を調節する
（トーンコントロール）

ご注意

スピーカーの音量を調節する

ご注意

表示 調節するスピーカー

FRONT L フロント左スピーカー

FRONT R フロント右スピーカー

CENTER センタースピーカー

SUR. L サラウンド左スピーカー

SUR. R サラウンド右スピーカー

SBL サラウンドバック左スピーカー

SBR サラウンドバック右スピーカー

SWFR サブウーファー

PRNS L プレゼンス左スピーカー

PRNS R プレゼンス右スピーカー
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FM／AM放送を聴く

FM／AM放送は、大別して2種類の方法で受信できます。

ノーマルチューニングモード（AUTO TUNING／MANUAL TUNING）
周波数をサーチしたり、直接指定したりして FM／AM放送を自動、または手動で受信します（下記
「ノーマルチューニングモードで選局する」）。

プリセットチューニングモード（PRESET TUNING）
FM／AM放送局をプリセット（登録）しておき、プリセットグループとプリセットナンバーを指定する
ことによって簡単に呼び出します（「プリセットチューニングモードで選局する」（46ページ）)。

受信感度が最良になるように、本機に接続した FM／AMアンテナの向きや位置を調節してください。

1 QINPUTセレクターを回して（または
4TUNERキーを押して）、「TUNER」を入力
選択する。

2 CBANDキー（または7BANDキー）を押し
て、バンドを選ぶ。
フロントパネルディスプレイに「FM」、または
「AM」と表示されます。

3 BSEARCH MODEキー（またはISRCH 
MODEキー）を押して、受信方法を選ぶ。

･ オート選局モード（AUTO TUNING）
電波が強く、受信を妨げる障害物がない場合
に効果的です。
フロントパネルディスプレイに「AUTO 
TUNING」と数秒間表示され、AUTOイン
ジケーターが点灯します。

･ マニュアル選局モード（MANUAL TUNING）
受信したい放送局の電波が弱く、オート選局
モードで受信できない場合に使います。FM
放送局を受信する場合は自動的にモノラル受
信が行われ、電波が弱い場合でもよりよい受
信状態で音声をお楽しみいただけます。
フロントパネルディスプレイに「MANUAL 
TUNING」と数秒間表示されます。

･ プリセットチューニングモード
（PRESET TUNING）
あらかじめ登録しておいた放送局の中から、
受信する放送局を選びます。
フロントパネルディスプレイに「PRESET 
TUNING」と数秒間表示されます。このと
き、周波数ダイレクト選局では受信できませ
ん。詳しくは46ページをご覧ください。

4 EPRESET/TUNINGl / hキー（または
8PRESET/CHk / nキー）を繰り返し押し
て、放送局を受信する。
･ Ehキー（または8kキー）を押すと、低い
周波数から高い周波数へ向かって選局します。
･ Elキー（または8nキー）を押すと、高い
周波数から低い周波数へ向かって選局します。

y
･放送局を受信すると、フロントパネルディスプレイに
TUNEDインジケーターが点灯します。
･マニュアル選局しているときにキーを押し続ければ、
サーチを継続できます。
･GINFOキーを繰り返し押して、フロントパネルディス
プレイに周波数と音場プログラムを表示できます。

選局方法を選ぶ

ご注意

ノーマルチューニングモードで
選局する

以下の操作を行う前に、リモコンの操作機器選択ス
イッチでFSOURCEを選び、4TUNERキーを押し
てください。

AUTO

A  FM 87.5MHz

点灯

コロン（：）非表示

A  FM 87.5MHz

コロン（：）非表示
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FM／AM放送を聴く
■ 周波数ダイレクト選局
周波数を直接入力して、放送局を受信します。

1 7BANDキーを繰り返し押して、バンドを選ぶ。
フロントパネルディスプレイに「FM」、または
「AM」と表示されます。

2 BSEARCH MODEキー（またはISRCH 
MODEキー）を押して、オート選局モード
（AUTO TUNING）、またはマニュアル選局
モード（MANUAL TUNING）を選ぶ。

y
フロントパネルディスプレイにコロン（：）が表示
されている場合は、放送局の周波数を入力できませ
ん。BSEARCH MODEキー（または ISRCH 
MODEキー）を繰り返し押して、コロンを消してく
ださい。

3 数字キー（6）を押して、受信する放送局の周
波数を入力する。
例：77.1MHzの放送局を受信する場合

y
受信範囲外の周波数が入力された場合、フロントパネル
ディスプレイに「WRONG STATION」と表示され、前
回選局していた放送局が自動的に選局されます。

AM／FM放送局を40局（８局×5グループ、
A1～E8）まで登録（プリセット）できます。
放送局を登録しておくと、あとは簡単な操作で選局
できます。放送局を登録するには、「オートプリ
セットで登録する」（47ページ）または「マニュ
アルプリセットで登録する」（47ページ）をご覧
ください。

1 BSEARCH MODEキー（またはISRCH 
MODEキー）を繰り返し押して、プリセット
チューニングモード（PRESET TUNING）を
選ぶ。

2 EPRESET/TUNINGl / hキー（または
8PRESET/CHk / nキー）を押して、プリ
セット放送局（A1～ E8）を選ぶ。
プリセットグループとプリセット番号がバンド
や周波数とともにフロントパネルディスプレイ
に表示されます。

y
DA/B/C/D/Eキー（または8A/B/C/D/Eキー）
を繰り返し押して、プリセットグループ（A～ E）
を切り替えることもできます。

以下の操作を行う前に、リモコンの操作機器選択ス
イッチでFSOURCEを選び、4TUNERキーを押し
てください。

A  FM 87.5MHz

コロン（：）非表示

7 17

プリセットチューニングモード
で選局する

以下の操作を行う前に、リモコンの操作機器選択ス
イッチでFSOURCEを選び、4TUNERキーを押し
てください。

A1:FM 87.5MHz

プリセットグループ、プリセット番号
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FM／AM放送を聴く
■ オートプリセットで登録する
電波の強い FM放送局を、自動的に40局（８局×
5グループ、A1～ E8）まで登録（プリセット）
できます。
AM放送局は自動で登録できません。手動で登録し
てください（右記参照）。

1 QINPUTセレクターを回して（または操作機
器選択スイッチ（F）で SOURCEを選び、
4TUNERキーを押して）、TUNERを入力選
択する。

2 CBANDキー（または7BANDキー）を押し
て、「FM」を選ぶ。
フロントパネルディスプレイに「FM」と表示
されます。

3 FMEMORYキー（または9MEMORYキー）
を3秒以上押し続ける。
プリセットグループ／番号とMEMORYインジ
ケーター、AUTOインジケーターが点滅しま
す。約5秒後に、現在の周波数から高い周波数
に向かってオートプリセットを開始します。

オートプリセットが完了すると、MEMORYイ
ンジケーターが消灯します。

y
･オートプリセットを開始するプリセット番号を指定でき
ます。手順3を操作したあとに、DA/B/C/D/Eキー
を押してからEPRESET/TUNINGl / hキーを繰り
返し押して、最初のプリセット放送局を登録するプリ
セット番号を選んでください。
･登録を中止するには、選局しているときに
FMEMORYキー（または9MEMORYキー）を押し
てください。

･同じプリセット番号に新しい放送局を登録すると、前に
登録されていた放送局は消去され、新しい放送局に入れ
替わります。
･オートプリセットでは、登録する放送局の数が40（A1
～ E8）に満たない場合には、登録されなかったメモリー
にA1からのプリセット放送局が順番に登録されます。
･オートプリセットでは、電波の強い FM放送局だけが登
録されます。AM放送局や電波の弱い FM放送局を登録
したいときは、ノーマルチューニングモードで放送局を
受信したあと、手動で登録してください（「マニュアル
プリセットで登録する」右記参照）。

■ マニュアルプリセットで登録する
AM放送局や、電波の弱い FM放送を手動で登録し
ます。

1 放送局を受信する。
受信方法については45ページ をご覧ください。

2 FMEMORYキー（または9MEMORYキー）
を押す。
フロントパネルディスプレイにMEMORYイ
ンジケーターが約30秒間点滅します。

y
登録を中止するには、選局しているときに
FMEMORYキー（または9MEMORYキー）を
押してください。

3 MEMORYインジケーターが点滅しているあいだ
に、EPRESET/TUNINGl / hキー（また
は8PRESET/CHk / nキー）を繰り返し押し
て、プリセット放送局（A1～E8）を選ぶ。
･ Ehキー（または8kキー）を押すと、低い
プリセットグループ／番号から高いプリセッ
トグループ／番号へ向かって選局します。 
･ Elキー（または8nキー）を押すと、高い
プリセットグループ／番号から低いプリセッ
トグループ／番号へ向かって選局します。

y
DA/B/C/D/Eキー（または8A/B/C/D/Eキー）
を繰り返し押して、プリセットグループ（A～ E）
を切り替えることもできます。

4 MEMORYインジケーターが点滅しているあい
だに、FMEMORYキー（または
9MEMORYキー） を押す。
バンドや周波数がプリセットグループとプリ
セット番号とともにフロントパネルディスプレ
イに表示されます。MEMORYが消灯します。

ご注意

AUTO
MEMORY

A1:FM 76.0MHz

点滅

点滅

MEMORY

点滅

MEMORY

A1:FM 87.5MHz

A1に登録

点滅
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FM／AM放送を聴く
･同じプリセット番号に新しい放送局を登録すると、前に
登録されていた放送局は消去され、新しい放送局に入れ
替わります。
･放送局が登録されると、放送局の周波数と受信モード
（ステレオ、モノラル）も同時に登録されます。

■ プリセットした放送局を入れ替える
オートプリセットやマニュアルプリセット機能を
使って登録した放送局を入れ替えられます。
ここでは例として、「E1」（E=プリセットグルー
プ、1=プリセット番号）に登録した放送局を
「A5」に、「A5」の放送局を「E1」に変更する場
合の手順を説明します。

1 DA/B/C/D/EキーとEPRESET/
TUNINGl / hキーを押して、「E1」を選ぶ。
「プリセットチューニングモードで選局する」
をご覧ください（46ページ）。

2 BEDITキーを3秒以上押し続ける。
フロントパネルディスプレイに「E1」、および
MEMORYインジケーターが点滅します。

3 DA/B/C/D/EキーとEPRESET/
TUNINGl / hキーを押して、「A5」を選ぶ。
フロントパネルディスプレイに「A5」、および
MEMORYインジケーターが点滅します。
「プリセットチューニングモードで選局する」
をご覧ください（46ページ）。

4 BEDITキーをもう一度押す。
フロントパネルディスプレイに「EXCHANGE 
E1-A5」と表示され、プリセット放送局が入
れ替わります。

ご注意

以下の操作を行う前に、リモコンの操作機器選択ス
イッチでFSOURCEを選び、4TUNERキーを押し
てください。

MEMORY

E1:FM 87.5MHz

点滅

点滅

MEMORY

A5:FM 88.5MHz

点滅

点滅
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iPodを再生する

リアパネルのDOCK端子に接続したヤマハ製 iPod 用ドック（別売YDS-10など）に iPod をセットすれ
ば（23ページ）、iPod を本機のリモコンで操作したり、モニター画面に表示されるメニューを見ながら操
作したりすることができます。また、コンプレストミュージック・エンハンサーモードを選べば、圧縮オー
ディオフォーマット（MP3など）をダイナミックな音声で再生できます。

･ iPod（クリックホイール )、iPod nano、iPod mini に対応しています。
･ iPod の種類やソフトウェアのバージョンにより、映像系ファイルの表示など、一部の機能が使えない場合があります。

y
･フロントパネルディスプレイやモニター画面に表示されるメッセージについては、「故障かな？と思ったら」の iPod
欄をご覧ください（91ページ）
･本機と iPod との通信が完了すると、フロントパネルディスプレイに「iPod connected」と表示され、DOCKインジ
ケーターが点灯します。
･DOCK端子には、iPod のアナログ音声信号およびアナログ映像信号のみ入力されます。入力されたアナログ音声信号
はAUDIO OUT (REC) 端子からのみ出力されます。
･本機の電源がオンのとき、本機に接続したヤマハ製 iPod 用ドック（別売YDS-10など）にセットした iPod は自動的
に充電されます。また、「INPUT MENU」の「STANDBY CHARGE」で、本機の電源がスタンバイのときの iPod
の充電モードを設定できます（74ページ）。iPod を充電しているときは、DOCKインジケーターが点灯します。

V-AUX/DOCKを入力選択すれば、iPod を操作できます。iPod は、モニター画面に表示されるメニュー
を見ながら行う「メニュー表示モード」と、iPod の画面を見ながら行う「ノーマルモード」の2種類の方
法で操作できます。

■ リモコン操作 ■ ノーマルモードで操作する
ノーマルモードでは、モニター画面にメニューを表
示させずに、リモコンを使って基本的な操作（再
生、停止、スキップなど）ができます。
y
･ iPod に保存されている映像系のファイルも楽しめます
（一部モデルを除く）。
･ iPod 本体でも操作できます。

ご注意

iPodを操作する

以下の操作を行う前に、リモコンの操作機器選択ス
イッチでFSOURCEを選び、4V-AUXキーを押し
てください。

キー 機能
8 ENTER 選んだメニューに入ります。

k 上のメニューにカーソルを移動します。

n 下のメニューにカーソルを移動します。

l 1つ前の表示に戻ります。

h 選んだメニューに入ります。

0 ll 巻き戻しします（長押し）。
hh 早送りします（長押し）。
a 次の曲の先頭にスキップします。
b 再生中の曲の先頭にスキップします。
s 再生を停止します。
e 一時停止します（ノーマルモード時は

再生／一時停止）。
p 再生します（ノーマルモード時は再生／

一時停止）。
I MENU 1つ前の表示に戻ります。
J DISPLAY メニュー表示モードに入る、または終

了します。
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iPod を再生する
■ メニュー表示モードで操作する
本機とモニターを映像接続すれば、モニター画面に
表示されるメニューを見ながらリモコンを使ってさ
まざまな操作ができます。また、コンテンツの情報
を見たり、お好みに合わせて設定を変更したりする
こともできます。
y
･「OPTION MENU」の「FL SCROLL」で、再生してい
る曲のフロントパネルディスプレイでの表示方法を設定
できます（76ページ）。
･「OPTION MENU」の「OSD-SOURCE」で、メ
ニューや再生情報をモニター画面に表示させたときの表
示時間を設定できます（76ページ）。

･ iPod 本体では操作できません。
･本機が表示できない文字は「＿」（アンダーバー）で表
示されます。
･「Settings」項目は、モニター画面に表示されるメ
ニューでのみ変更できます。8k / nキー、および
8ENTERキーを押して、設定を変更してください。
･映像系のファイルはメニュー表示モードでは選択できま
せん。ノーマルモードで再生してください。

1 操作機器選択スイッチ（F）で SOURCEを選
び、4V-AUXキーを押す。

2 JDISPLAYキーを押す。
メニュー画面がモニターに表示されます。

3 8k / n / l / hキーを押してメニュー項目を
選び、8ENTERキーを押して再生する。
選択項目：Playlists（プレイリスト）、

Artists（アーティスト）、
Albums（アルバム）、
Songs（曲名）、
Genres （ジャンル）、
Composers（作曲者）、
Settings（設定メニュー）

･ Playlists > Songs
･ Artists > Albums > Songs
･ Albums > Songs
･ Songs
･ Genres > Artists > Albums > Songs
･ Composers > Albums > Songs
･ Settings > Shuffle、Repeat

シャッフル  Shuffle

曲やアルバムをランダムに再生します。
選択項目：Off、Songs、Albums
･ ランダム再生しない場合は、「Off」を選んでく
ださい。

･ 曲ごとにランダム再生する場合は、「Songs」を
選んでください。

･ アルバムごとにランダム再生する場合は、
「Albums」を選んでください。

y
「Shuffle」が「Off」以外に設定されているときは、モニ
ター画面の右上に「 」が表示されます。

リピート  Repeat

曲やアルバムを繰り返し（リピート）再生します。
選択項目：Off、One、All
･ リピート再生しない場合は、「Off」を選んでく
ださい。

･ 曲ごとにリピート再生する場合は、「One」を選
んでください。

･ すべての曲をリピート再生する場合は、「All」を
選んでください。

y
「One」または「All」を選んでいるときは、モニター画面
の右上に「 」、または「 」が表示されます。

■ 再生情報画面の表示

[1] トラック番号／トラック数

[2] アーティスト名

[3] 曲名

[4] 進捗表示

[5] 経過時間

[6] シャッフル／リピート表示

[7] （再生）、（一時停止）、（早送り）、
（巻き戻し）

[8] アルバム名

[9] 残り時間

ご注意

>

>

>

>

>

>

>

Playlists 

Artists

Albums

Songs

Genres

Composers

Settings

iPod Top

1 All

iPod�����[Play]����

�1�/�9������������������
������������������������
������Frankie�Zipper����
������Made-to-order�����
������Road�to�India�����
������������������������
������������������������
������������������������
��||;;;;;;;;;;;;;;;;;;��
��0:51�����������-7:44��

All

[1] 

[6] 
[7] 

[8] 

[9] 

[2] 

[3] 

[4] 

[5] 
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BluetoothR機器を再生する

ヤマハ製Bluetooth アダプター（別売YBA-10など）をDOCK端子に接続すれば、本機とBluetooth
機器（ポータブルオーディオプレーヤーなど）をケーブルで接続することなく、Bluetooth 機器に保存し
た音楽ファイルを再生できます。再生する前に、Bluetooth アダプターとBluetooth 機器を「ペアリン
グ」してください。

Bluetooth 機器をBluetooth アダプターを使って
本機で再生する前に、「ペアリング」を行います。
本機能をはじめて使う場合や、ペアリングしたデー
タが消去された場合は、必ず行ってください。「ペ
アリング」とは、Bluetooth で通信するために
Bluetooth 機器を登録することです。

y
･ペアリングは、Bluetooth 機器とBluetooth アダプ
ターをはじめて使うときのみ必要です。
･Bluetooth で通信できるようにするには、本機および
Bluetooth 機器の両方でペアリングしてください。必要
に応じてBluetooth 機器の取扱説明書もご覧ください。

本機では、セットメニュー「START PAIRING」
と、クイックペアリングの2種類の方法でペアリ
ングできます。

■ セットメニューでペアリングする
モニターに表示されるメニューを見ながらペアリン
グします。「INPUT MENU」の「START 
PAIRING」を選んでください。詳しくは、74
ページをご覧ください。

■ クイックペアリングでペアリングする

1 QINPUTセレクターを回して（または操作機
器選択スイッチ（F）で SOURCEを選び、
4V-AUXキーを押して）、V-AUXを入力選
択する。

2 ペアリングしたいBluetooth機器の電源をオン
にする。

3 CBANDキー（または7BANDキー）を、約
3秒間押し続ける。
フロントパネルディスプレイに
「Searching...」と一時的に表示され、DOCK
インジケーターが点滅します。
y
ペアリングをキャンセルするには、再度CBAND
キー（または7BANDキー）を押します。

Bluetooth アダプターがDOCK端子に接続されて
いない場合は、フロントパネルディスプレイに「No 
BT Adapter」と表示されます。

4 Bluetooth機器がBluetoothアダプターを認識
していることを確認する。
Bluetooth 機器がBluetooth アダプターを認
識している場合は、Bluetooth デバイスリス
トに「YBA-10 YAMAHA」（例）と表示され
ます。

5 BluetoothデバイスリストからBluetoothアダ
プターを選び、Bluetooth 機器にパスキー
「0000」を入力する。 
正しくペアリングされた場合は、フロントパネ
ルディスプレイに「Completed」と表示され
ます。

ヤマハ製Bluetooth アダプターは８台までのBluetooth
機器とペアリングできます。9台目の機器が正しくペアリ
ングされ、ペアリングデータが登録された場合、最初にペ
アリングした機器のデータは消去されます。

1 QINPUTセレクターを回して（または操作機
器選択スイッチ（F）で SOURCEを選び、
4V-AUXキーを押して）、V-AUXを入力選
択する。

2 Bluetooth 機器の再生を開始する。
接続したBluetooth アダプターがBluetooth
機器を認識すると、フロントパネルディスプレ
イに「BT connected」と表示され、DOCK
インジケーターが点灯します。

y
･8ENTERキーを押すと、接続したBluetooth アダプ
ターは最後に接続していたBluetooth 機器を検索し、
接続します。Bluetooth アダプターがBluetooth 機器
を検索できなかった場合は、フロントパネルディスプレ
イに「Not found」と表示されます。
･Bluetooth アダプターとBluetooth 機器の接続を解除
するには、9RETURNキーを押してください。

BluetoothRアダプターと
BluetoothR機器をペアリングする

セキュリティー確保のため、ペアリングできる時間は
8分に制限されています。 以下の手順を一通り読んで
から操作に移ることをおすすめします。

ご注意

ご注意

BluetoothR機器の再生を楽しむ
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外部機器で録音／録画する

録音される音声の音量の調節や操作は、録音機器側で行います。詳しくは録音機器の取扱説明書をご覧くだ
さい。

･本機をスタンバイにすると、接続した機器間で録音／録画できません。
･トーンコントロール（44ページ）や音量の設定（34ページ）、スピーカーの音量（44ページ）、音場プログラム
（40ページ）の効果は、録音される音声に影響しません。
･MULTI CH INPUT端子に接続した機器の音声は録音できません。
･DIGITAL INPUT端子に入力したデジタル信号は、録音用のアナログAUDIO OUT (REC) 端子から出力されません。
同様に、AUDIO IN 端子から入力したアナログ信号をDIGITAL OUTPUT端子から出力することもできません。アナ
ログ信号を録音する場合は、再生する機器をアナログ接続してください。同様に、デジタル信号を録音する場合は、再
生する機器を同軸デジタルまたは光デジタル接続してください。
･再生している機器の音声／映像を、同じ機器で録音／録画できません。
･本機では、Sビデオまたはコンポジットビデオ端子から入力した映像信号を録画できます。Sビデオ映像を録画する場
合は、再生する機器をSビデオ接続してください。同様に、コンポジットビデオ映像を録画する場合は、再生する機器
をコンポジットビデオ接続してください。
･DOCK端子から入力した音声信号は、AUDIO OUT (REC) 端子からのみ録音できます。
･あなたが録音したものは、個人で楽しむ場合以外は、著作権者に無断で使用することはできません。

y
録音／録画する前に、あらかじめ「試し録音」、「試し録画」をしてください。

1 本機と本機に接続されているすべての機器の電
源をオンにする。

2 QINPUTセレクターを回して（または、入力
選択キー（4）を押して）、録音／録画したい
機器を選ぶ。

3 録音／録画する音声や映像を再生する、または
FM／AM放送局を選ぶ。

4 録音／録画機器を操作して、録音／録画を開始
する。

警告
DTS信号はデジタルビットストリームで伝送されるため、DTS信号をデジタル録音したものをデコー
ダーを通さずに再生するとノイズだけが再生されます。DTS-CDまたはDTS DVDの音声をデジタル録
音したものを再生する場合は、デコーダーを通して再生してください。DTS-CDの音声を録音する場合
は、DTSデコーダー内蔵のDVDプレーヤーからアナログで録音することをおすすめします。詳しくは、
お使いのプレーヤーに付属している取扱説明書をご覧ください。

ご注意

コピー防止機能のあるビデオを再生すると、画像が乱れる場合があります。
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HDMIコントロール機能を使う

HDMI を使ったコントロール機能に対応しているテレビ（一部を除く）と本機をHDMI 接続した場合、テ
レビのリモコンで本機の以下の機能を操作できます。
･ 電源のオン／スタンバイ（テレビ連動）
･ 音量の調節（上／下、消音）
･ 音声を出力する機器の切り替え（テレビ⇔本機）
･ テレビや、テレビと接続した機器の音声信号を本機で再生
･ 本機とHDMI 接続したHDMI コントロール機能対応機器とのリンク動作

HDMI を使ったコントロール機能に対応している機器の例として、パナソニック製ビエラリンク対応テレ
ビ「ビエラ」、DVDレコーダー／ブルーレイレコーダー「ディーガ」、東芝製レグザリンク対応テレビ
「REGZA」などがあります。テレビやDVDレコーダー／ブルーレイレコーダー／HD DVDレコーダー
は、なるべく同一メーカーのものを使うことをおすすめします。
y
･HDMI を使ったコントロール機能に対応しているDVDレコーダー／ブルーレイレコーダー／HD DVDレコーダー
（一部を除く）をHDMI 接続している場合は、それらの機器も連動して操作できます。詳しくはDVDレコーダー／
ブルーレイレコーダー／HD DVDレコーダーの取扱説明書をご覧ください。
･下記の設定時には、テレビの取扱説明書も合わせてご覧ください。

1 HDMI を使ったコントロール機能に対応してい
るテレビと本機をHDMI 接続する。
y
HDMI や HDMI 接続について詳しくは、「HDMI に
ついて」（16ページ）、および「テレビやプロジェク
ターを接続する」（18ページ）をご覧ください。テ
レビの取扱説明書では、AVアンプとの接続方法をご
覧ください。

2 HDMI 接続しているすべての機器の電源をオン
にする。
外部機器の操作について詳しくは、お使いの機
器に付属している取扱説明書をご覧ください。

3 HDMI 接続しているすべての機器の設定を確認
し、コントロール機能を有効にする。
「HDMI CONTROL」（78ページ）を「ON」
に設定してください。外部機器の設定について
詳しくは、お使いの機器に付属している取扱説
明書をご覧ください。
手順1～手順3までは、一度操作すれば二回
目以降は必要ありません。

4 テレビの電源をオフにする。

5 HDMI 接続している、テレビ以外の機器の電源
がオンになっていることを確認する。
オフになっている場合は、オンにしてください。

6 テレビの電源をオンにする。

7 テレビの入力を、本機に接続した入力
（[HDMI] など）に切り替える。

8 本機の入力を、DVDレコーダーまたはブルー
レイレコーダー、HD DVDレコーダーに切り
替えて、レコーダーの画像が正しく映るかを確
認する。

9 テレビのリモコンで、本機の電源オン／スタン
バイや音量の調節、音声出力機器の切り替えな
どの操作をする。

y
･「STANDBY THROUGH」（78ページ）を「ON」に
設定している場合、本機の電源がスタンバイのときでも
本機とHDMI 接続した機器の映像や音声をテレビで再
生できます。
･本機が動作しない場合は、以下のことをご確認ください。
－「HDMI CONTROL」（78ページ）が「ON」に設定
されている
－テレビの設定で、HDMI を使ったコントロール機能が
有効になっている（テレビの取扱説明書参照）
テレビの電源をオン／オフしたり、電源プラグをコンセ
ントに接続し直したりすると、正常に動作する場合もあ
ります。
･HDMI 以外の音声を再生しているときには、テレビのリモ
コンを操作してテレビの電源をオフにしても、本機の電源
はスタンバイになりません。そのまま再生を楽しめます。

「STANDBY THROUGH」（78ページ）を「OFF」に
設定している場合、本機の電源がスタンバイのときは
HDMI コントロール機能ははたらきません。テレビの電
源と連動して本機の電源のオン／スタンバイを切り替える
場合は、「ON」に設定してください。

ご注意

「STANDBY THROUGH」を「ON」に設定している
場合、待機時消費電力をより多く消費しますので、
「OFF」に設定するか、長期間本機を使用しない場合は
電源プラグをコンセントから抜いておくことをおすす
めします。
使用を再開するときは、手順2から設定し直すことを
おすすめします。
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音声出力を詳細に設定する

音場プログラムは初期設定のままで十分にお楽しみ
いただけますが、音場プログラムを変更することに
より、ソースやリスニングルームの音響にあわせて
音場効果をアレンジできます。

「OPTION MENU」の「MEMORY GUARD」を「ON」
に設定しているときは、音場パラメーターを変更できませ
ん（77ページ）。変更する前に「OFF」に設定してくだ
さい。

1 本機に接続したモニターの電源をオンにする。

2 操作機器選択スイッチ（F）でAMPを選び、
RPARAMETERキーを押す。
以下の画面がモニターに表示されます。

3 KPROGl / hキーを押して、パラメーター
を変更したい音場プログラムを選ぶ。

4 8k / nキーを押して、変更したい音場パラ
メーターを選び、8l / hキーを押して、設
定値を変更する。
･ 数値を大きくするには、8hキーを押します。
･ 数値を小さくするには、8lキーを押します。

y
･音場パラメーターの機能や調節範囲について詳しくは、
55ページをご覧ください。
･初期設定値を変更すると、モニターに表示されている音
場パラメーター名の左側にアスタリスク（＊）が表示さ
れます。
･他の音場パラメーターの設定を変更する場合は、手順3
と手順4を繰り返してください。
･音場プログラムの中には、音場パラメーターの表示がモ
ニター上で１ページを超えるものがあります。このよう
な場合は、8k / nキーを押してページを切り替えてく
ださい。
･選んだ音場プログラムのパラメーターを初期設定に戻す
には、8nキーを繰り返し押して「INITIALIZE」を選
び、8hキーを押します。確認画面がモニター画面に
表示されたら、8hキーを押して確定するか、8l

キーを押してキャンセルしてください。

5 RPARAMETERキーを押して、音場パラ
メーターの設定を終了する。

音場パラメーターを変更する

ご注意

音場プログラム

音場パラメーター 設定値

[p]/[[]:

MOVIE 1/2

      Sci-Fi
SUR.;;PLIIx Movie
DSP LEVEL;;;;;0dB
P.INIT.DLY;;;16ms
P.ROOM SIZE;;;1.0
S.INIT.DLY;;;16ms
S.ROOM SIZE;;;1.0

Select

.カーソル

[[]:

MOVIE 2/2

      Sci-Fi
SB INIT.DLY;;15ms
SB ROOM SIZE;;1.0
DIALOG LIFT;;;;;0
INITIALIZE

     Initialize

.
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音声出力を詳細に設定する
■ 基本的な音場パラメーター
それぞれの音場プログラムは、プログラムの性格を
特徴付けているパラメーターを持っています。音場
プログラムを変更するときは、はじめに「DSP 
LEVEL」および「DIALG.LIFT」を調節し、音場
効果を一度確認したあとでその他のパラメーターを
変更することをおすすめします。
y
音場パラメーターの変更のしかたについて詳しくは、54
ページをご覧ください。

エフェクト量の調節（DSP LEVEL）
エフェクト量（音場効果のかかり具合）を微調節す
るパラメーターです。視聴環境に合わせて、直接音
のレベルを確認しながら音場効果のかかり具合を変
更できます。

「DSP LEVEL」は、以下のように調節してください。

･ 効果音が小さく感じられる
･ 各音場プログラム間の違いが感じ取れない

効果レベルを大きくする

･ 音がぼんやりと聴こえる
･ 音場効果のかかり具合が過剰に感じられる

効果レベルを小さくする

可変範囲：－6dB～＋3dB

セリフの上下位置調節（DIALG.LIFT）
プレゼンススピーカーを使っている場合に、セリフ
など、中央に定位する音の定位位置（上下方向）を
調節するパラメーターです。値を大きくすると上方
に定位します。

セリフがテレビ画面よりも低い位置から聞こえる場
合、セリフの上下位置を上へ移動してください。 

選択項目：0、1、2、3、4、5
「0」（初期設定値）が最も低く、「5」が最も高い位
置です。

･「DIALG.LIFT」は、「EXTRA SP ASSIGN」を
「PRESENCE」に設定しているときのみ調節できます
（65ページ）。
･セリフの上下位置を初期設定よりも下にすることはでき
ません。

エフェクト量：小 エフェクト量：大

ご注意

セリフの
理想的な
定位位置

理想的な定位位置に移動
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音声出力を詳細に設定する
■ その他の音場パラメーター
音場プログラムをカスタマイズするには、以下の音場パラメーターで設定を変更してください。
y
音場パラメーターの変更のしかたについて詳しくは、54ページをご覧ください。

音場パラメーター 特長

INIT.DLY
P.INIT.DLY
S.INIT.DLY
SB INI.DLY

直接音から初期反射音が始まるまでの時間（遅延時間）を調節するパラメーターです。
初期反射音の遅れは、音源と反射面との距離によって決まります。つまり、遅延時間を
短くすると、音源が壁面に近づいた感じになり、逆に遅延時間を長くすると、音源は壁
面から離れた感じになります。このパラメーターを調節することにより、ソースの原音
から周りの壁までの距離感、空間の大きさ感、音像のできかた等が調節できます。
y
遅延時間を調節するときは、対応する音場の空間の大きさも調節することをおすすめ
します。本設定は、シネマDSP音場プログラムを選んでいる場合に特に効果的です。

可変範囲：1～99ms（INIT.DLY、P.INIT.DLY）
1～ 49ms（S.INIT.DLY、SB INI.DLY）

ROOM SIZE
P.ROOM SIZE
S.ROOM SIZE
SB ROOM SIZE

空間の広がり感を調節するパラメーターです。値を大きくするほど広い空間（部屋）に
なり、値を小さくするほど狭い空間になります。音が反射を繰り返すとき、壁と壁の間
が広い大きなホールほど、反射音と反射音の時間的な間隔が長くなります。このことか
ら、反射音どうしの時間間隔を調節すれば、広がり感を変えることができるということ
になります。1.0で実測値そのまま、2.0にすると、１辺の長さが倍の空間になります。
y
空間の大きさを調節するときは、対応する音場の遅延時間も調節することをおすすめ
します。本設定は、シネマDSP音場プログラムを選んでいる場合に特に効果的です。

可変範囲：0.1 ～ 2.0

ソースの原音

初期反射音

時間 時間 時間
ディレイ ディレイ ディレイ

音源

反射面

レ
ベ
ル

小＝ 1ms 大＝99ms

レ
ベ
ル

レ
ベ
ル

レ
ベ
ル

レ
ベ
ル

レ
ベ
ル

時間 時間 時間

ソースの原音

初期反射音

小＝0.1 大＝2.0

音源
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音声出力を詳細に設定する
LIVENESS
S.LIVENESS
SB LIVENESS

初期反射音の減衰特性を決めるパラメーターです。値を大きくするほど、ライブな
（反響が多い）音場になり、値を小さくするほどデッドな（反響が少ない）音場になり
ます。実際のホールでのライブ感／デッド感は、反射面の吸音特性によって決定され、
反射音の減衰が早ければデッドに、遅ければライブに感じられます。

可変範囲：0～ 10

REV.TIME 後部残響音が減衰していく時間を調節するパラメーターです。約1kHz の残響音が
60dB減衰するのにかかる時間を基準にしています。値を小さくするほど、残響音が
早く減衰します。REV. TIMEを調節することにより、反響が少なめのソースやリス
ニングルームに少し長めの残響時間を設定したり、逆に反響が多めのソースやリスニ
ングルームには、短い残響時間を設定して自然な残響音となるように調節したりする
ことができます。

可変範囲：1.0 ～ 5.0s

音場パラメーター 特長

ソースの原音

レ
ベ
ル

レ
ベ
ル

レ
ベ
ルデッド

ライブ

時間 時間 時間

反射音小 反射音大

小＝0 大＝10

後部残響音ソースの原音

REV.TIME REV.TIME REV.TIME
音源

残響音短 残響音長

小＝1.0s 大＝5.0s

初期反射音

60dB 60dB 60dB

後部残響音

時間 時間 時間
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音声出力を詳細に設定する
REV.DELAY 残響音が発生しはじめるまでの時間を調節するパラメーターです。値を大きくするほ
ど、残響音が初期反射音より遅れて発生するようになります。同じREV.TIMEでも、
REV.DELAYを長くしていくと大きな空間の残響感になります。

可変範囲：0～250ms

REV.LEVEL 後部残響音のレベルを調節するパラメーターです。値を大きくするほど後部残響音の
レベルが大きくなり、余韻が強く感じられます。

可変範囲：0～100%

DIRECT
（2ch Stereoのみ）

2チャンネルアナログソースを再生しているときにデコーダーやDSP回路をバイパ
スして、より高音質で再生します。

選択項目：AUTO、OFF

y
･デコーダーやDSP回路をバイパスするには、トーンコントロールの「BASS」、およ
び「TREBLE」が「0dB」に設定されているときに、「AUTO」を選んでください。
･デコーダーやDSP回路をバイパスしないときは、トーンコントロールの
「BASS」、および「TREBLE」が「0dB」に設定されているときに、「OFF」を選
んでください。
･マルチチャンネル信号（ドルビーデジタル、DTS、AAC）が入力されると、入力信
号は2チャンネルにダウンミックスされ、フロント左／右スピーカーから出力され
ます。
･以下の場合、フロント左／右スピーカーの低音域成分はサブウーファーから出力さ
れます。
－「LFE/BASS OUT」が「BOTH」に設定されているとき（65ページ）。
－「FRONT SP」が「SMALL」に設定されていて（66ページ）、「LFE/BASS 
OUT」が「SWFR」に設定されているとき（65ページ）。

音場パラメーター 特長

(dB)

レ
ベ
ル ソースの原音

残響音

REV.TIMEREV.DELAY

時間

60 dB

(dB)

ソースの原音

レ
ベ
ル

REV. LEVEL

時間
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音声出力を詳細に設定する
■ 音場プログラムと組み合わせるデコーダー
を選ぶ（SUR.）

MOVIE プログラム（Mono Movie 以外）と組み合
わせるデコーダーを選びます。MOVIE プログラム
について詳しくは、41ページをご覧ください。

選べるデコーダー

■ 2チャンネルソースをマルチチャンネルで
楽しむ（サラウンドデコードモード）

2チャンネルソースをマルチチャンネル化して楽し
むためのデコーダーを選びます。

操作機器選択スイッチ（F）でAMPを選び、
MSUR. DECODEキーを繰り返し押して、デ
コーダーを選ぶ。
選べるデコーダーについては、次ページの表をご覧
ください。
y
各デコーダーのパラメーターを調節できます（60ペー
ジ）。操作機器選択スイッチでFAMPを選び、
RPARAMETERキーを押してモニター画面を表示してく
ださい。8k / nキーを繰り返し押してデコーダーパラ
メーターを選んだら、8l / hキーを繰り返し押して調
節してください。

CT LEVEL
SL LEVEL
SR LEVEL
SB LEVEL
PL LEVEL
PR LEVEL
（7ch Stereoのみ）

7ch Stereo プログラムでの、各チャンネルの音量を調節します。各チャンネルス
ピーカーの有無により、設定できるパラメーターは変化します。

可変範囲：0～ 100%

EFFECT LEVEL
（Straight Enhancer、
7ch Enhancerのみ）

コンプレストミュージック・エンハンサーモードの効果レベルを調節するパラメー
ターです。高音域が過剰に強調されているときは、「LOW」に設定してください。

選択項目：HIGH：LOW

･効果レベルを弱くするには「LOW」に設定してください。
･効果レベルを強くするには「HIGH」に設定してください。

音場パラメーター 特長

デコーダー 説明

PLIIx Movie
PLII Movie

映画用のドルビープロロジック
IIx（またはドルビープロロジッ
ク II）デコーダーです。「SUR. 
B L/R SP」を「NONE」に設
定している場合（66ページ）、
ドルビープロロジック IIx デコー
ダーは選べません。

Neo:6 Cinema 映画用のDTSデコーダーです。

デコーダーを選ぶ
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音声出力を詳細に設定する
■ デコーダー一覧

y
ドルビーデジタル、DTS、DTS 96/24信号を再生しているときにサラウンドデコードモードを選ぶと、本機は自動的
に「SURROUND DECODE Dolby Digital」、または「SURROUND DECODE」、「SURROUND DECODE DTS 
96/24」プログラムを選びます。

デコーダーパラメーター一覧

デコーダー 説明

Pro Logic ドルビープロロジックデコーダーです。すべてのソースに適しています。

PLIIx Movie
PLII Movie

ドルビープロロジック IIx（またはドルビープロロジック II）デコーダーです。映画鑑賞
に適しています。「SUR. B L/R SP」を「NONE」に設定している場合（66ページ）、
ドルビープロロジック IIx デコーダーは選べません。

PLIIx Music
PLII Music

ドルビープロロジック IIx（またはドルビープロロジック II）デコーダーです。音楽鑑賞
に適しています。「SUR. B L/R SP」を「NONE」に設定している場合（66ページ）、
ドルビープロロジック IIx デコーダーは選べません。

PLIIx Game
PLII Game

ドルビープロロジック IIx（またはドルビープロロジック II）デコーダーです。ゲームに
適しています。「SUR. B L/R SP」を「NONE」に設定している場合（66ページ）、
ドルビープロロジック IIx デコーダーは選べません。

Neo:6 Cinema DTSデコーダーです。映画鑑賞に適しています。

Neo:6 Music DTSデコーダーです。音楽鑑賞に適しています。

デコーダーパラメーター 特長

PANORAMA
（PLIIx Music、PLII Music
のみ）

PRO LOGIC II Music および PRO LOGIC IIx Music プログラムでの、フロント音場
の広がり感を調節するパラメーターです。フロント左／右の音声を左右に大きく回り
込ませることで、サラウンド音場につながるような広がり感を得ることができます。

選択項目：OFF、ON

DIMENSION
（PLIIx Music、PLII Music
のみ）

PRO LOGIC II Music およびPRO LOGIC IIx Music プログラムでの、フロント音場
とサラウンド音場のレベル差を調節するパラメーターです。再生するソフトによって
生じる、フロントとサラウンドのレベル差を調節して、好みのバランスにすることが
できます。－（マイナス）にするとサラウンド側、＋（プラス）にするとフロント側
が強くなります。

可変範囲：－3～＋3

初期設定：STD（スタンダード）

CENTER WIDTH
（PLIIx Music、PLII Music
のみ）

PRO LOGIC II Music およびPRO LOGIC IIx Music プログラムでの、センター音声
の左右への広がりを調節するパラメーターです。センターからの音声を、好みに合わ
せて左右に振り分けることができます。

可変範囲：0～7
（0にするとセンターのみ、7にするとフロント左／右のみからセンター
音声が出力されます。）

初期設定：3

C.IMAGE
（Neo:6 Music のみ）

DTS Neo:6 Music プログラムでの、フロント音場の広がり感を調節するパラメー
ターです。値を小さくするとフロント音場の広がりが大きくなり、大きくすると狭く
（センターへの定位が強く）なります。

可変範囲：0.0 ～ 1.0
（0.0 にするとフロント左／右のみ、1.0 にするとセンターのみからセン
ター音声が出力されます。）

初期設定：0.3
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セットメニューで本機を設定する

本機では、お使いのシステムで最適な音声や映像をお楽しみいただけるように、セットメニューで設定を変
更できます。お使いの視聴環境に合わせて設定を変更してください。

■ 自動設定 AUTO SETUP
お使いになるスピーカーの配置や性能、お部屋の音響特性を測定し、最適な視聴空間を自動的に設定します
（「スタートアップガイド」9ページ）。

■ 手動設定 MANUAL SETUP
以下の項目を手動で設定します。

基本設定 1 BASIC MENU

メニュー サブメニュー 機能 ページ

A)SPEAKER SET EXTRA SP ASSIGN EXTRA SP端子に接続したスピーカーの用途を設定します。 65

LFE/BASS OUT LFE信号や低音域成分を出力するスピーカーを設定します。 65

FRONT SP フロントスピーカーの大きさを設定します。 66

CENTER SP センタースピーカーの有無と大きさを設定します。 66

SUR. L/R SP サラウンドスピーカーの大きさと数を設定します。 66

SUR.B L/R SP サラウンドバックスピーカーの大きさと数を設定します。 66

CROSS OVER 「SPEAKER SET」で「SML」（SMALL）に設定したス
ピーカーのクロスオーバー周波数を設定します。

67

SUBWOOFER PHASE 低音が物足りないときやはっきりしないときに、サブウー
ファーの位相を設定します。

67

B)SP LEVEL FR.L/FR.R/CNTR/
SUR.L/SUR.R/
SBL/SBR/SWFR/
PR.L/PR.R

各スピーカーの音量を個別に調節します。 67

C)SP DISTANCE UNIT スピーカーの距離を調節するときに使う距離の単位を設定
します。

68

FRONT L/FRONT R/
CENTER/SUR. L/
SUR. R/SBL/
SBR/SWFR/PRNS 
L/PRNS R

各スピーカーからリスニングポジションまでの距離を設定
します。

68

D)TEST TONE － 「SPEAKER SET」、「SP LEVEL」、「SP DISTANCE」
を設定するときにテストトーンを出力するかしないかを設
定します。

68
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セットメニューで本機を設定する
音量設定 2 VOLUME MENU

音の設定 3 SOUND MENU

メニュー 機能 ページ

ADAPTIVE DRC 本機の音量とダイナミックレンジを連動して調節します。 69

ADAPTIVE DSP LEVEL 本機の音量とDSPレベルを連動して調節します。 69

MUTE TYPE ミュート（37ページ）時に下げる音量を設定します。 69

MAX VOL. 音量の最大値を設定します。 69

INIT. VOL. 電源をオンにしたときの音量を調節します。 69

メニュー サブメニュー 機能 ページ

A)EQUALIZER EQ TYPE SELECT イコライザーのタイプを設定します。 70

GEQ 「EQ TYPE SELECT」を「GEQ」に設定しているとき
に、スピーカーの音色を調節します。

70

TEST 「GEQ」を設定しているときに、テストトーンを出力する
かしないかを設定します。

70

B)LFE LEVEL SPEAKER スピーカーで音を聴く場合の LFEの音量を調節します。 71

HEADPHONE ヘッドホンで音を聴く場合の LFEの音量を調節します。 71

C)DYNAMIC 
RANGE

SPEAKER スピーカーで音を聴く場合のダイナミックレンジを設定し
ます。

71

HEADPHONE ヘッドホンで音を聴く場合のダイナミックレンジを設定し
ます。

71

D)LIPSYNC HDMI AUTO 映像と音声の出力タイミングのずれを自動的に補正するか
しないかを設定します。

72

AUTO 補正時間を微調整します。 72

MANUAL モニターがリップシンクの自動補正機能に対応していない
場合や、「HDMI AUTO」を「OFF」に設定している場合
に、出力タイミングを手動で補正します。

72

E)EXTD SUR. － マルチチャンネルソースを6.1／ 7.1 チャンネル再生す
るときのデコーダーを選びます。

72
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セットメニューで本機を設定する
入力設定 4 INPUT MENU

下記のメニューには、すべての入力ソースで選択できないものや、特定の入力ソースでしか選択できないものがあります。

その他の設定 5 OPTION MENU

■ 信号の情報 SIGNAL INFO

音声／映像信号の情報を表示します（38ページ）。

ご注意

サブメニュー 機能 ページ

I/O ASSIGNMENT 使用する機器が本機の入出力端子の機器名と異なる場合に、使用する機器に合
わせて端子を割り当てます。

73

INPUT RENAME 各入力ソース名を変更します。 73

VOL. TRIM 入力ソース間の音量差を補正します。 74

DECODER MODE 適用するデコーダーモードを設定します。 74

STANDBY CHARGE 本機がスタンバイモードのときに、iPod を充電（23ページ）するかしない
かを設定します。

74

START PAIRING ヤマハ製Bluetooth アダプターとBluetooth 機器のペアリングを開始します。 74

BGV バックグラウンドビデオ機能で組み合わせる映像系入力ソースを選びます。 75

INPUT CH MULTI CH INPUT入力のチャンネル数を設定します。 75

FRONT MULTI CH INPUT８チャンネル入力時のフロント端子を設定します。 75

メニュー サブメニュー 機能 ページ

A)DISPLAY SET DIMMER フロントパネルディスプレイ表示の明るさを調節します。 76

OSD SHIFT モニター画面に表示される文字の上下位置を調節します。 76

OSD-SOURCE メニュー表示モードで iPod を操作しているときのメ
ニュー画面の表示時間を設定します。

76

OSD-AMP モニターに現在の状態を表示するときの表示時間を設定します。 76

FL SCROLL iPod を再生しているときのフロントパネルディスプレイ
表示を設定します。

76

B)VIDEO SET VIDEO CONV. ビデオコンバージョン機能のオン、オフを設定します。 76

C)MEMORY GUARD － 誤操作によって設定値が変更されないように保護します。 77

D)INIT. CONFIG AUDIO SELECT 電源をオンにしたときに適用する入力モードを設定します。 77

DECODER MODE 電源をオンにしたときに適用するデコーダーモードを設定します。 77

EXTD SUR. 電源をオンにしたときに適用する6.1 ／ 7.1 チャンネル
再生時のデコーダーを設定します。

77

E)HDMI SET HDMI CONTROL HDMI を使ったコントロール機能のオン／オフを切り替えます。 78

S.AUDIO HDMI 信号の出力先を設定します。 78

STANDBY THROUGH 「HDMI CONTROL」が「ON」に設定されている場合に、
本機の電源がスタンバイときでもHDMI 入力信号を
HDMI OUT端子から出力するかしないかを設定します。

78
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セットメニューで本機を設定する
操作にはリモコンを使います。各項目の初期設定
は、太字で記載しています。
y
･再生中でもセットメニューを操作できます。
･セットメニューの操作中にRPARAMETERキーを押
すと、セットメニューの操作はキャンセルされます。
･セットメニューの操作中に１つ前の操作に戻りたい場合
は、リモコンの9RETURNキーを押します。

1 操作機器選択スイッチ（F）でAMPを選び、
ISET MENUキーを押す。
モニターにSET MENU画面が表示されます。

2 8k / nキーを押して、「MANUAL SETUP」
を選ぶ。

3 8ENTERキーを押す。
モニターにMANUAL SETUP画面が表示され
ます。

4 8k / nキーを繰り返し押してから8ENTER
キーを押して、設定を変更したいメニューを選ぶ。
下記は、「SOUND MENU」を選んだ場合の表
示例です。

5 8k / nキーを繰り返し押してから8ENTER
キーを押して、設定を変更したいサブメニュー
を選ぶ。
下記は、「LFE LEVEL」を選んだ場合の表示例
です。

6 8k / nキーを押して設定項目を選び、
8l / hキーを押して設定を変更する。
･ 数値を大きくするには、8hキーを押します。
･ 数値を小さくするには、8lキーを押します。

7 ISET MENUキーを押して、セットメニュー
を終了する。

セットメニューの操作手順

[�]/[�]:
[ENTER]:

[ p

SET MENU

;AUTO SETUP
;MANUAL SETUP
;SIGNAL INFO

Up/Down
Enter

.

[�]/[�]:
[ENTER]:

[ p

MANUAL SETUP

1 BASIC MENU
2 VOLUME MENU
3 SOUND MENU
4 INPUT MENU
5 OPTION MENU

Up/Down
Enter

.

[�]/[�]:
[ENTER]:

[ p

3 SOUND MENU

A)EQUALIZER
B)LFE LEVEL
C)DYNAMIC RANGE
D)LIPSYNC
E)EXTD SUR.

Up/Down
Enter

.

[�]/[�]:
[p]/[[]:

[ p

B)LFE LEVEL

SPEAKER;;;;;;0dB
HEADPHONE;;-20dB

Up/Down
Adjust

.
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セットメニューで本機を設定する
スピーカーに関する基本的な設定を手動で変更しま
す。BASIC MENUの項目には、AUTO SETUP
（「スタートアップガイド」9ページ）ですでに自動
的に設定されているものもあります。

y
「TEST TONE」を「ON」に設定すれば、「SPEAKER 
SET」、「SP LEVEL」、「SP DISTANCE」の各項目をテ
ストトーンを聞きながら調節できます。

■ スピーカーの設定 A)SPEAKER SET

y
ページを切り替えるには、8k / nキーを繰り返し押します。

EXTRA SPの用途   EXTRA SP ASSIGN
EXTRA SP端子に接続したスピーカーの用途を設
定します。

･「EXTRA SP ASSIGN」は、AUTO SETUPの
「EXTRA SP ASSIGN」の設定と連動しています（「ス
タートアップガイド」10ページ）。
･アドバンストセットアップメニュー「BI-AMP」（84
ページ）を「ON」に設定している場合、「PRESENCE」
は選べません。
･「EXTRA SP ASSIGN」の設定を変更した場合は、再
度AUTO SETUPを実施してください（「スタートアッ
プガイド」9ページ）。

LFE ／低音域成分の出力 LFE/BASS OUT

LFE（低域効果音）や低音域成分を出力するスピー
カーを設定します。

LFE信号の出力先

低音域信号の出力先

*1 フロントチャンネルと、「SMALL」に設定した
チャンネルの低音域成分を出力します。

*2 フロントチャンネルの低音域成分を出力します。
*3「LARGE」に設定している場合に、低音域成分を
出力します。

*4「SMALL」または「NONE」に設定したチャンネ
ルの低音域成分を出力します。

1 BASIC MENU（基本設定）

選択項目 説明

FRONT B メインリスニングルームで2組目のフ
ロントスピーカー（スピーカーB）とし
て使います。

ZONE B 別の部屋（ゾーンB）でフロントスピー
カーとして使います。

PRESENCE プレゼンススピーカーとして使います。

NONE スピーカーを接続していない場合に選び
ます。

ご注意

[�]/[�]:
[ENTER]:

[ p

1 BASIC MENU

A)SPEAKER SET
B)SP LEVEL
C)SP DISTANCE
D)TEST TONE

Up/Down
Enter

.

A)SPEAKER SET

EXTRA SP ASSIGN
 >FRONT B    ZONE B
  PRESENCE   NONE

選択項目
サブウーファー／スピーカー

サブウーファー フロント
スピーカー

その他の
スピーカー

BOTH 出力する 出力しない 出力しない

SWFR 出力する 出力しない 出力しない

FRONT 出力しない 出力する 出力しない

選択項目
サブウーファー／スピーカー

サブウーファー フロント
スピーカー

その他の
スピーカー

BOTH *1 *2 *3

SWFR *4 *3 *3

FRONT 出力しない *1 *3

A)SPEAKER SET

  LFE/BASS OUT

 SWFR  FRONT >BOTH
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セットメニューで本機を設定する
フロントスピーカー FRONT SP

「LFE/BASS OUT」を「FRONT」に設定しているとき
は、「LARGE」のみ選べます。「LARGE」以外に設定さ
れている場合は、自動的に「LARGE」に変更されます。

センタースピーカー CENTER SP

サラウンド左／右スピーカー SUR. L/R SP

サラウンドバック左／右スピーカー
SUR.B L/R SP

「SUR. B L/R SP」を「NONE」に設定しているとき
にドルビーTrueHD信号が入力された場合、サラウン
ドバック左／右チャンネルはサラウンド左／右チャン
ネルに振り分けられません。

スピーカーサイズを選ぶときの目安
ウーファーの口径が
－16cm以上：大
－16cm未満：小

選択項目 説明

LARGE フロントスピーカーが大きい場合に選び
ます。

SMALL フロントスピーカーが小さい場合に選び
ます。

ご注意

選択項目 説明

LARGE センタースピーカーが大きい場合に選び
ます。

SMALL センタースピーカーが小さい場合に選び
ます。

NONE センタースピーカーを接続していない場
合に選びます。センターチャンネル信号
はフロント左／右スピーカーに振り分け
られます。

A)SPEAKER SET

    FRONT SP

   SMALL  >LARGE

A)SPEAKER SET

   CENTER SP

 NONE >SMALL  LARGE

選択項目 説明

LARGE サラウンドスピーカーが大きい場合に選
びます。

SMALL サラウンドスピーカーが小さい場合に選
びます。

NONE サラウンドスピーカーを接続していない
場合に選びます。自動的にバーチャルシ
ネマDSPモードが選択され、「SUR.B 
L/R SP」は「NONE」に設定されます。

選択項目 説明

LRGx1 大きいサラウンドバックスピーカーを
１つ接続している場合に選びます。

LRGx2 大きいサラウンドバックスピーカーを
２つ接続している場合に選びます。

SMLx1 小さいサラウンドバックスピーカーを
１つ接続している場合に選びます。

SMLx2 小さいサラウンドバックスピーカーを
２つ接続している場合に選びます。

NONE サラウンドバックスピーカーを接続して
いない場合に選びます。サラウンドバッ
クチャンネル信号はサラウンド左／右ス
ピーカーに振り分けられます。

ご注意

A)SPEAKER SET

  SUR. L/R SP

 NONE >SMALL  LARGE

A)SPEAKER SET

  SUR.B L/R SP

 SMLx1 >SMLx2  LRGx1
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セットメニューで本機を設定する
低音域成分クロスオーバー CROSS OVER

「SPEAKER SET」（65ページ）で「SML」（ま
たは「SMALL」）に設定した各スピーカーから出
力する低音域成分の下限周波数を設定します。設定
よりも低い周波数信号は、サブウーファーまたはフ
ロントスピーカーから出力されます。
選択項目：40Hz、60Hz、80Hz、90Hz、

100Hz、110Hz、120Hz、160Hz、
200Hz

y
お使いのサブウーファーが音量やクロスオーバー周波数の
調節機能を装備している場合は、音量を約半分（または半
分よりやや小さめ）、クロスオーバー周波数を最大に設定
してください。

サブウーファーの位相 SUBWOOFER PHASE

低音が物足りないときやはっきりしないときに、サ
ブウーファーの位相を設定します。

■ スピーカーの音量 B)SP LEVEL
リスニングポジションで聞こえる各スピーカーの音
量が同じになるように、それぞれのスピーカーの音
量を個別に調節します。
可変範囲：－10.0dB～＋10.0dB
可変ステップ：0.5dB
初期設定：
FR.L ／ FR.R ／ SWFR／ PR.L ／ PR.R：0dB
CNTR／ SUR.L ／ SUR.R ／ SBL ／ SBR： －1.0dB

y
･お使いのサブウーファーが音量やクロスオーバー周波数
の調節機能を装備している場合は、音量を約半分（また
は半分よりやや小さめ）、クロスオーバー周波数を最大
に設定してください。
･「TEST TONE」を「ON」に設定すれば（68ページ）、
テストトーンを聞きながら調節できます。

･各チャンネルスピーカーの有無により、設定できるス
ピーカーは変化します。
･「SUR. B L/R SP」を「LRGx1」または「SMLx1」
に設定している場合（66ページ）、「SBL」および
「SBR」の代わりに「SB」と表示されます。

選択項目 説明

NORMAL サブウーファーの位相を逆転しません。

REVERSE サブウーファーの位相を逆転します。

A)SPEAKER SET

   CROSS OVER

    FREQ;;;;80Hz

A)SPEAKER SET

SUBWOOFER PHASE

  >NORMAL  REVERSE

選択項目 スピーカー

FR.L フロント左スピーカー

FR.R フロント右スピーカー

CNTR センタースピーカー

SUR.L サラウンド左スピーカー

SUR.R サラウンド右スピーカー

SBL サラウンドバック左スピーカー

SBR サラウンドバック右スピーカー

SWFR サブウーファー

PR.L プレゼンス左スピーカー

PR.R プレゼンス右スピーカー

ご注意

B)SP LEVEL 1/2

FR.L
FR.R
CNTR
SUR.L
SUR.R

.

B)SP LEVEL 2/2

SBL
SBR
SWFR
PR.L
PR.R

.
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セットメニューで本機を設定する
■ スピーカーの距離 C)SP DISTANCE

各スピーカーからの音が同時にリスニングポジショ
ン（視聴位置）に届くように、スピーカーから音が
出るタイミングを調節します。音が出るタイミング
は、各スピーカーからリスニングポジションまでの
距離を設定することで調節されます。
「SPEAKER SET」の設定により、選択できるス
ピーカー項目は変化します。

距離の単位設定 UNIT

初期設定：meters（m）

スピーカーの距離
可変範囲：0.30～ 24.00m（1.0～ 80.0ft）
可変ステップ：0.10m（0.5ft）
初期設定：
FRONT L ／ FRONT R ／ SWFR／PRNS L ／ PRNS R：
3.00m（10.0ft）
CENTER：2.60m（8.5ft）
SUR. L ／ SUR. R ／ SBL／ SBR：
2.40m（8.0ft）

･各チャンネルスピーカーの有無により、設定できるス
ピーカーは変化します。
･「SUR. B L/R SP」を「LRGx1」または「SMLx1」
に設定している場合（66ページ）、「SBL」および
「SBR」の代わりに「SUR. B」と表示されます。

■ テストトーン D)TEST TONE

「SPEAKER SET」、「SP LEVEL」、「SP 
DISTANCE」の各項目を調節するときに、テスト
トーンを出力します。

y
音圧計をお持ちの場合は、音圧計をC特性／スローモード
に設定したうえで、各スピーカーからの音量がリスニング
ポジションで75dB SPLになるように調節してください。

「BASIC MENU」の設定を終了すると、自動的に「OFF」
に切り替わります。

選択項目 説明

meters（m） スピーカーの距離をメートルで表示します。

feet (ft) スピーカーの距離をフィートで表示します。

選択項目 スピーカー

FRONT L フロント左スピーカー

FRONT R フロント右スピーカー

CENTER センタースピーカー

SUR. L サラウンド左スピーカー

SUR. R サラウンド右スピーカー

SBL サラウンドバック左スピーカー

SBR サラウンドバック右スピーカー

SWFR サブウーファー

PRNS L プレゼンス左スピーカー

PRNS R プレゼンス右スピーカー

[�]/[�]:
[p]/[[]:

[ p

C)SP DISTANCE 2/2

SBL;;;;;;;;2.40m
SBR;;;;;;;;2.40m
SWFR;;;;;;;3.00m
PRNS L;;;;;3.00m
PRNS R;;;;;3.00m

Up/Down
Adjust

.

[�]/[�]:
[p]/[[]:

[ p

C)SP DISTANCE 1/2

UNIT;;;;;;meters
FRONT L;;;;3.00m
FRONT R;;;;3.00m
CENTER;;;;;2.60m
SUR. L;;;;;2.40m
SUR. R;;;;;2.40m

Up/Down
Select

.

ご注意

選択項目 説明

OFF テストトーンを出力しません。

ON テストトーンを出力します。

ご注意

[p]/[[]:
[ENTER]:

D)TEST TONE

>OFF   ON

Select
Return
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セットメニューで本機を設定する
音量に関するさまざまな設定を手動で変更します。

アダプティブダイナミックレンジコントロール 
ADAPTIVE DRC

本機の音量とダイナミックレンジ（最大音量から最
小音量までの差）を連動して調節します。音量を小
さくして再生したり、夜間に再生したりするときに
効果的です。「AUTO」に設定すると、ダイナミッ
クレンジは以下のように変化します。
－音量を小さく設定したとき：狭くなります。
－音量を大きく設定したとき：広くなります。

y
･「SOUND MENU」の「DYNAMIC RANGE」で、
ビットストリーム信号のダイナミックレンジを設定する
こともできます。（71ページ）。
･ヘッドホンを使って再生しているときにも有効です。

ピュアダイレクトモード（44ページ）で再生していると
きは、「ADAPTIVE DRC」は無効になります。

アダプティブDSPレベル
ADAPTIVE DSP LEVEL

本機の音量とDSPのエフェクト量（55ページ）
を連動して調節します。

「AUTO」に設定しても、DSPのエフェクト量の設定値
は変わりません（55ページ）。

ミュート時の音量 MUTE TYPE

ミュート（消音）時に下げる音量を調節します。

音量の上限 MAX VOL.

音量が間違って上がりすぎないように、音量の最大値
を設定します。例えば、「－5dB」に設定していると
き、音量の可変範囲は－80.0dBから－5.0dBに
なります。初期設定値（＋16.5dB）では、最大音
量まで出力します。
可変範囲：－30.0dB～＋15.0dB、＋16.5dB
可変ステップ：5.0dB

･AUTO SETUP（「スタートアップガイド」9ページ）
の測定中は、「MAX VOL.」の設定に関わらず音量は自
動的に０ dBに調節されます。
･「MAX VOL.」の設定は「INIT. VOL.」の設定よりも優先
されます。例えば、「MAX VOL.」を「－30.0dB」、
「INIT. VOL.」を「－20.0dB」に設定しても、次回電源
オン時の音量は自動的に「－30.0dB」に制限されます。

音量の初期値 INIT. VOL.

音量をオンにしたときの音量を設定します。
選択項目：OFF、MUTE、－80.0dB～ +16.5dB
可変ステップ：0.5dB

「INIT. VOL.」の設定よりも「MAX VOL.」の設定が優先
されます。

２ VOLUME MENU
（音量設定）

選択項目 説明

AUTO ダイナミックレンジを自動的に調節します。

OFF ダイナミックレンジを自動的に調節しま
せん。

ご注意

[�]/[�]:
[p]/[[]:

[ p

2 VOLUME MENU

ADAPTIVE DRC;;;;OFF
ADAPTIVE DSP

LEVEL;;;;OFF
MUTE TYPE;;;;;;FULL
MAX VOL.;;;;+16.5dB
INIT. VOL.;;;;;;OFF

Up/Down
Select

.

入力レベル

出
力
レ
ベ
ル

出
力
レ
ベ
ル

入力レベル

AUTO

OFF

AUTO

OFF

音量：小 音量：大

選択項目 説明

AUTO DSPのエフェクト量を自動的に調節し
ます。

OFF DSPのエフェクト量を自動的に調節し
ません。

ご注意

選択項目 説明

FULL 完全に消音し、無音にします。

－20dB いま聴いている音量よりも、20dB下げ
て再生します。

ご注意

ご注意
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セットメニューで本機を設定する
音声に関するさまざまな設定を手動で変更します。

■ イコライザー A)EQUALIZER

パラメトリックイコライザーやグラフィックイコラ
イザーを使って、音質や音色を調節します。

イコライザーの選択 EQ TYPE SELECT

イコライザーの種類を選びます。

y
「AUTO PEQ」の下に、現在適用されているパラメトリッ
クイコライザーの種類（「スタートアップガイド」10
ページ）が表示されます。

「AUTO PEQ」は、AUTO SETUP（「スタートアップガ
イド」9ページ）を実施している場合にのみ選べます。
この場合、「AUTO PEQ」が初期設定となります。

グラフィックイコライザー GEQ

フロント左／右スピーカーに合わせて、センター、
サラウンド、サラウンドバックスピーカーの音質を
調節します。７つの周波数帯域（63Hz、160Hz、
400Hz、1kHz、2.5kHz、6.3kHz、16kHz）を
調節できます。
可変範囲：－6.0dB～＋6.0dB
可変ステップ：0.5dB

y
8k / nキーを押して周波数帯域を選び、8l / hキー
を押して調節します。

「EQ TYPE SELECT」が「GEQ」に設定されているとき
のみ、グラフィックイコライザーを調節できます。

テストトーン TEST

「GEQ」を調節するときに、テストトーンを出力し
ます。8k / nキーを押して「TEST」を選び、
8l / hキーを押して「ON」を選んでください。

３ SOUND MENU
（音の設定）

選択項目 説明

AUTO PEQ 「AUTO SETUP」（「スタートアップガ
イド」9ページ）で設定した、パラメト
リックイコライザーを使います。

GEQ グラフィックイコライザーを使って、手動
で調節します。調節メニューを表示するに
は、8ENTERキーを押してください。

OFF イコライザーを使いません。

ご注意

[�]/[�]:
[ENTER]:

[ p
3 SOUND MENU

A)EQUALIZER
B)LFE LEVEL
C)DYNAMIC RANGE
D)LIPSYNC
E)EXTD SUR.

Up/Down
Enter

.

[p]/[[]:
[ENTER]:

A)EQUALIZER

EQ TYPE SELECT

 AUTO PEQ >GEQ  OFF
[NATURAL]

Select
Enter

ご注意

選択項目 説明

OFF テストトーンを出力しません。

ON テストトーンを出力します。

[�]/[�]:
[p]/[[]:

[ p

A)EQUALIZER 1/2

TEST >OFF ON
CHANNEL;;;;FRONT L

63Hz 0dB
160Hz 0dB
400Hz 0dB
1kHz 0dB

Up/Down
Adjust

.

[�]/[�]:
[p]/[[]:

[ p

A)EQUALIZER 2/2

TEST >OFF ON
CHANNEL;;;;FRONT L

2.5kHz 0dB
6.3kHz 0dB
16kHz 0dB

Up/Down
Adjust

.

[�]/[�]:
[p]/[[]:

[ p

A)EQUALIZER 1/2

TEST >OFF ON
CHANNEL;;;;FRONT L

63Hz 0dB
160Hz 0dB
400Hz 0dB
1kHz 0dB

Up/Down
Select

.
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セットメニューで本機を設定する
■ 低域効果音の音量 B)LFE LEVEL
LFE（低域効果音）チャンネルの音量を調節しま
す。スピーカーで音を聴く場合と、ヘッドホンで音
を聴く場合を個別に設定できます。LFEとは、映
画の爆発シーンなど、意図されたシーンでのみ出力
される、重低音による効果音です。
可変範囲：－20～ 0dB
可変ステップ：1dB

スピーカー用 SPEAKER

スピーカーで音を聴く場合の LFEの音量を調節し
ます。

ヘッドホン用 HEADPHONE

ヘッドホンで音を聴く場合の LFEの音量を調節し
ます。

「LFE/BASS OUT」（65ページ）の設定により、
SUBWOOFER PRE OUT端子から信号が出力されない
場合があります。

■ ダイナミックレンジ C)DYNAMIC RANGE

ビットストリーム信号再生時のダイナミックレンジ
を調節します。スピーカーで音を聴く場合と、ヘッ
ドホンで音を聴く場合を個別に設定できます。

スピーカー用 SPEAKER

スピーカーで音を聴く場合のダイナミックレンジを
調節します。

ヘッドホン用 HEADPHONE

ヘッドホンで音を聴く場合のダイナミックレンジを
調節します。

ご注意

[�]/[�]:
[p]/[[]:

[ p

B)LFE LEVEL

SPEAKER;;;;;;0dB
HEADPHONE;;;;0dB

Up/Down
Adjust

.

選択項目 説明

MIN/AUTO ･ MIN：ドルビーTrueHD信号以外のビッ
トストリーム信号再生時に、夜間や小音量
でも聴きやすいダイナミックレンジです。
･ AUTO：ドルビーTrueHD信号再生時
に、入力信号からの情報に基づいてダイ
ナミックレンジを自動的に調節します。

STD 一般的な家庭用として推奨するダイナ
ミックレンジです。ドルビーTrueHD信
号再生時も、入力信号の情報に関わらず
常にダイナミックレンジは基準値に保た
れます。

MAX 入力された信号を補正せず、そのまま再
生するダイナミックレンジです。

[�]/[�]:
[p]/[[]:

[ p

C)DYNAMIC RANGE

SPEAKER;;;;;;;;;MAX
HEADPHONE;;;;;;;MAX

Up/Down
Select

.
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セットメニューで本機を設定する
■ 音声と映像のずれ補正 D)LIPSYNC

音声と映像の出力タイミングのずれを補正します。

HDMI 自動判定 HDMI AUTO

リップシンクの自動補正機能に対応しているモニ
ターと本機をHDMI 接続している場合に、出力タ
イミングを自動的に補正します。音声出力を遅らせ
る時間を設定します。
選択項目：ON、OFF
モニターが自動補正機能に対応している場合：
「ON」に設定します。下記の「AUTO」で、補
正時間を微調整できます。
モニターが自動補正機能に対応していない、ま
たは自動補正機能を使わない場合：
「OFF」に設定します。下記の「MANUAL」で、
補正時間を手動で調節してください。

自動補正 AUTO

「HDMI AUTO」を「ON」に設定している場合に、
補正時間を微調整します。
可変範囲：0～240ms
可変ステップ：1ms
y
モニター画面に表示される「offset」は、自動補正機能
によって調節された時間と、「AUTO」によって微調節さ
れた時間の差を表しています。本機はこの「offset」の
値を記憶して、自動補正機能を持つ別のモニターにも同じ
値を適用します。

手動補正 MANUAL

モニターがリップシンクの自動補正機能に対応して
いない場合や、「HDMI AUTO」を「OFF」に設定
している場合に、補正時間を手動で微調整します。
可変範囲：0～240ms
可変ステップ：1ms

■ 6.1 ／ 7.1 チャンネルデコーダー選択
E)EXTD SUR.

サラウンドバックスピーカーを使って、マルチチャ
ンネルソースを6.1 または7.1チャンネル再生す
るためのデコーダーを選びます。

[�]/[�]:
[p]/[[]:

[ p

D)LIPSYNC

HDMI AUTO;;;;;;OFF
AUTO;;;;;;;;;---ms

(offset;;;---ms)
MANUAL;;;;;;;;;0ms

Up/Down
Select

.

選択項目 説明

AUTO 本機が確認できる信号（フラグ）が記録
されているソースが入力されると、信号
に応じて最適なデコーダーを自動的に選
び、6.1または7.1 チャンネルで再生し
ます。

PLIIxMovie プロロジック IIx デコーダーにより、ド
ルビーデジタル、DTS、AAC信号を
7.1チャンネルで再生します。

PLIIxMusic プロロジック IIx デコーダーにより、ドル
ビーデジタル、DTS、AAC信号を6.1
または7.1チャンネルで再生します。

EX/ES ドルビーデジタルEXデコーダーによ
り、ドルビーデジタルおよびAAC信号
を6.1または7.1 チャンネルで再生し
ます。
また、DTS-ESデコーダーにより、
DTS信号を6.1または7.1 チャンネル
で再生します。

OFF 6.1 または7.1 チャンネルで再生しませ
ん。5.1チャンネルで再生します。

[p]/[[]:
[ENTER]:

E)EXTD SUR.

EXTD SUR.;;;;;;AUTO

Select
Return

.
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セットメニューで本機を設定する
入力ソースに関するさまざまな設定を手動で変更し
ます。

上記のメニューには、すべての入力ソースで選べないもの
や、特定の入力ソースでしか選べないものがあります。

入出力端子の割り当て I/O ASSIGNMENT
本機が装備している入出力端子は、それぞれに接続
する外部機器が初期設定で割り当てられています。
初期設定とは異なる機器を接続した場合に、接続し
た端子の割り当てを変更してください。割り当てを
変更すれば、入力選択時に表示される機器名と、実
際に選ばれる機器を一致させられます。

y
･端子に機器が割り当てられていない場合は、モニター画
面に「NONE」と表示されます。
･「OPTICAL OUT」には、本機のDIGITAL OUT端子に
接続した機器を設定してください。
･同じ種類の端子には、１つの機器を１回のみ割り当てら
れます。
･現在の設定を変更すると、端子名の右側にアスタリスク
（＊）が表示されます。
･端子を選ぶと、現在その端子に割り当てられている機器
がモニター画面の「Current」欄に表示されます。上図
では、コンポーネント [B] 端子にはDTV/CBLが割り
当てられていることを表しています。

入力ソース名の変更 INPUT RENAME

モニター画面やフロントパネルディスプレイに表示
される入力ソース名を変更します。

1 8l / hキーを押して、変更する文字、または
スペースに、点滅している＿（アンダーバー）
を合わせる。

４ INPUT MENU
（入力の設定）

入力ソース 選択項目

B)TUNER INPUT RENAME
VOL. TRIM

L)MULTI CH

INPUT RENAME
VOL. TRIM
BGV
INPUT CH
FRONT

A)PHONO
C)CD
D)MD/CD-R
E)DVD
F)DTV/CBL
G)V-AUX
J)DVR
K)VCR

I/O ASSIGNMENT
INPUT RENAME
VOL. TRIM
DECODER MODE

H)DOCK
INPUT RENAME
VOL. TRIM
STANDBY CHARGE

I)BLUETOOTH
INPUT RENAME
VOL. TRIM
START PAIRING

ご注意

[�]/[�]:
[ENTER]:

[ p

4 INPUT MENU 1/2

A)    PHONO
B)    TUNER
C)     CD
D)   MD/CD-R
E)     DVD
F)   DTV/CBL
G)    V-AUX

Up/Down
Enter

.

[�]/[�]:
[ENTER]:

[ p

4 INPUT MENU 2/2

H)    DOCK
I)  BLUETOOTH
J)     DVR
K)     VCR
L)  MULTI CH

Up/Down
Enter

.

[p]/[[]:
[ENTER]:

J)     DVR

COMPONENT IN;;;[B]*
COAXIAL IN;;;;NONE
OPTICAL IN;;;;NONE
OPTICAL OUT;;;NONE
HDMI IN;;;;;;;;[2]

Current( DTV/CBL )
Select
Enter

.

[p]/[[]:
[ ]/[ ]:
[ENTER]:

[RETURN]:

[ p

J)     DVR

INPUT RENAME

DVR . DVR

Position
Character
Enter
Return
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セットメニューで本機を設定する
2 8k / nキーを押して文字を選び、8l / h
キーを押してアンダーバーの位置を移動する。

･最大９文字まで入力できます。
･8nキーを押すと順番どおりに、8kキーを押すと
順番とは逆に文字が表示されます。
A～ Z、０～９、a～ z、記号（#、*、－、＋な
ど）、スペース

3 入力ソースごとに手順１、２を繰り返す。

4 入力が終わったら、8ENTERキーを押す。

音量差の補正 VOL. TRIM

入力ソース間の音量差を補正することで、入力を切
り替えたときの急な音量の変化を防げます。
可変範囲：－6.0dB～＋6.0dB
可変ステップ：0.5dB
初期設定：0.0dB

デコーダーモード選択 DECODER MODE

入力するデジタル音声信号をAAC、またはDTS
に固定します。

「DECODER MODE」は、再生する機器がHDMI、光／
同軸デジタル端子に割り当てられているときのみ有効です
（73ページ）。

iPod 充電モード設定 STANDBY CHARGE

本機の電源がスタンバイのとき（26ページ）に、
本機に接続したヤマハ製 iPod 用ドック（別売
YDS-10など）にセットした iPod の充電モード
を設定します。

ペアリング開始 START PAIRING

ヤマハ製Bluetooth アダプター（別売YBA-10
など）とBluetooth 機器（ポータブルオーディオ
プレーヤーなど）のペアリングを開始します。ペア
リングについて詳しくは、「Bluetooth アダプター
とBluetooth 機器をペアリングする」（51ペー
ジ）をご覧ください。

1 8ENTERキーを押して、ペアリングを開始する。
ヤマハ製Bluetooth アダプターがBluetooth
機器をサーチします。フロントパネルディスプ
レイに「Searching...」と表示されます。

2 Bluetooth機器がBluetoothアダプターを認識
していることを確認する。
Bluetooth 機器がBluetooth アダプターを認
識している場合は、Bluetooth デバイスリス
トに「YBA-10 YAMAHA」（例）と表示され
ます。

3 Bluetooth アダプターを選び、Bluetooth 機器
にパスキー「0000」を入力する。 
正しくペアリングされた場合は、「Pairing 
completed」と表示されます。
y
ペアリングをキャンセルするには、9RETURNキー
を押してください。

4 9RETURNキーを押して、「START 
PAIRING」の設定を終了する。

･Bluetooth アダプターがBluetooth 機器を検索できな
かった場合は、「Not found」と表示されます。
･Bluetooth アダプターが本機に接続されていない場合
は、「No Bluetooth adapter」と表示されます。

ご注意

選択項目 説明

AUTO 自動的に音声入力信号を選びます。

DTS DTS信号に固定します。DTS信号以外
の信号が入力されても再生されません。

AAC AAC信号に固定します。AAC信号以外
の信号が入力されても再生されません。

ご注意

[�]/[�]:
[p]/[[]:

[ p

B)   TUNER

INPUT RENAME
VOL. TRIM;;;;+6.0dB

Up/Down
Adjust

.

[�]/[�]:
[p]/[[]:

[ p

C)    CD

I/O ASSIGNMENT
INPUT RENAME
VOL. TRIM;;;;;0.0dB
DECODER MODE;;;AUTO

Up/Down
Select

.

選択項目 説明

AUTO iPod を充電します。

OFF 本機の電源がスタンバイのときは iPod
を充電しません。

セキュリティー確保のため、ペアリングできる時間は
8分に制限されています。 以下の手順を一通り読んで
から操作に移ることをおすすめします。

ご注意
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セットメニューで本機を設定する
バックグラウンドビデオ設定 BGV

MULTI CH INPUT端子に入力した音声を再生して
いるときに組み合わせて楽しむ映像系入力ソースを
選びます。

チャンネル数選択 INPUT CH

MULTI CH INPUT端子に入力した音声を再生する
ときに入力するチャンネル数を設定します。ここで
は、LFE0.1 チャンネルも１チャンネルとして数え
ます。
選択項目：6CH、8CH

5.1 チャンネル音声を入力する場合：
「6CH」を選んでください。
7.1 チャンネル音声を入力する場合：
「8CH」を選んでください。この場合、フロント
チャンネル用として使うアナログ音声入力端子
を、「FRONT」（右記参照）で選んでください。

フロント用入力端子選択 FRONT

「INPUT CH」を「8CH」に設定した場合に、フロ
ントチャンネル用として使うアナログ音声入力端子
を選びます。
選択項目：CD、MD/CD-R、DVD、DTV/CBL、

VCR、DVR、V-AUX

「FRONT」は、「INPUT CH」を「8CH」に設定したと
きのみ表示されます。

選択項目 説明

LAST 前回選んでいた映像系入力ソースを再生
します。

DVD、DTV/
CBL、DVR、
VCR、V-AUX

選んだ映像系入力ソースを再生します。

OFF バックグラウンドビデオ機能を使いません。

[�]/[�]:
[p]/[[]:

[ p
L) MULTI CH

INPUT RENAME
VOL. TRIM;;;;;0.0dB
BGV;;;;;;;;;;;;LAST
INPUT CH;;;;;;;;6CH

Up/Down
Select

.

[�]/[�]:
[p]/[[]:

[ p

L) MULTI CH

INPUT RENAME
VOL. TRIM;;;;;0.0dB
BGV;;;;;;;;;;;;LAST
INPUT CH;;;;;;;;6CH

Up/Down
Select

.

ご注意

[�]/[�]:
[p]/[[]:

[ p

L) MULTI CH

INPUT RENAME
VOL. TRIM;;;;;0.0dB
BGV;;;;;;;;;;;;LAST
INPUT CH;;;;;;;;8CH
FRONT;;;;;    DVD

Up/Down
Select

.
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セットメニューで本機を設定する
その他のさまざまな設定を変更します。

■ 表示の設定 A)DISPLAY SET

アドバンストセットアップメニュー「INIT」の「VIDEO」
で、「OSD SHIFT」を初期設定に戻せます（85ペー
ジ）。

ディスプレイの明るさ DIMMER

フロントパネルディスプレイ表示の明るさを設定し
ます。
可変範囲：－4～ 0
可変ステップ：1
･ 表示を暗くするには、8lキーを押してく
ださい。
･ 表示を明るくするには、8hキーを押して
ください。

表示画面の位置調節 OSD SHIFT

モニター画面表示の上下位置を調節します。
可変範囲：－5（下方）～+5（上方）
可変ステップ：1
初期設定：0
･ 下に移動するには、8lキーを押してください。
･ 上に移動するには、8hキーを押してください。

画面表示時間設定（iPod）   OSD-SOURCE
メニュー表示モードで iPod を操作しているときの
モニター画面の表示時間を設定します。

画面表示時間設定（アンプ）   OSD-AMP
モニターに現在の状態を表示する（36ページ）と
きの表示時間を設定します。

FL 表示設定 FL SCROLL

本機に接続したヤマハ製 iPod 用ドック（別売
YDS-10など）にセットした iPod を再生すると
きに、14文字を超える曲名のフロントパネルディ
スプレイへの表示方法を設定します。

■ 映像の設定 B)VIDEO SET

アドバンストセットアップメニュー「INIT」の「VIDEO」
で、「VIDEO SET」を初期設定に戻せます（85ペー
ジ）。

ビデオコンバージョンの設定 VIDEO CONV.

本機のアナログ入力端子に入力した信号を、別の種
類の信号に変換して出力します。

５ OPTION MENU
（その他の設定）

ご注意

選択項目 説明

ON メニュー画面を継続して表示します。

10S メニュー画面を10秒間表示します。

30S メニュー画面を30秒間表示します。

[�]/[�]:
[ENTER]:

[ p
5 OPTION MENU

A)DISPLAY SET
B)VIDEO SET
C)MEMORY GUARD
D)INIT. CONFIG
E)HDMI SET

Up/Down
Enter

.

[�]/[�]:
[p]/[[]:

[ p

A)DISPLAY SET

DIMMER;;;;;;;;;;;;0
OSD SHIFT;;;;;;;;+5
OSD-SOURCE;;;;;;30S
OSD-AMP;;;;;;;;;30S
FL SCROLL;;;;;;CONT

Up/Down
Adjust

.

選択項目 説明

ON モニター画面を継続して表示します。

10S モニター画面を10秒間表示します。

30S モニター画面を30秒間表示します。

選択項目 説明

CONT すべての文字をスクロールしながら、繰
り返し表示します。

ONCE すべての文字を一度スクロールして表示
したあと、スクロールを停止し、最初の
文字から14文字目までを表示します。

ご注意

選択項目 説明

ON 信号の種類を変換します。コンポジット
ビデオ、Sビデオ、コンポーネントビデ
オ、D5ビデオ端子から入力した映像信
号の種類を変換し、HDMI を含むすべて
の端子から出力します。

OFF 映像信号の種類を変換しません。入力し
た信号は、入力端子と同じ種類の出力端
子からのみ出力します。

[p]/[[]:

B)VIDEO SET

VIDEO CONV.;;;;;;ON

Select
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セットメニューで本機を設定する
･480i コンポーネントビデオ信号は、Sビデオ、または
コンポジットビデオ信号に変換され、S VIDEO 
MONITOR OUT端子、またはVIDEO MONITOR 
OUT端子から出力されます。
･変換された映像信号は、MONITOR OUT端子へのみ出
力されます。外部機器を使って録画するときは、再生機
器と同じ種類のビデオ接続を行ってください。たとえ
ば、本機と再生機器をSビデオ接続した場合は、本機と
録画機器もSビデオ接続してください。
･ビデオデッキを本機に接続している場合、コンポジット
ビデオ信号またはSビデオ信号をコンポーネント信号に
変換すると、ビデオデッキの種類によっては画質が劣化
する場合があります。
･特殊な映像信号を出力する機器（ゲーム機など）と接続し
た場合、映像が正しく出力されなかったり、「ON」に設
定しても入力信号が変換されなかったりする場合がありま
す。このような場合は、「OFF」に設定してください。

■ 設定の保護 C)MEMORY GUARD

誤操作による設定値の変更を防止します。

･「MEMORY GUARD」を「ON」に設定しても、以下
の項目は変更できます。
－「SOUND MENU－ EXTD SUR.」の設定（72
ページ）
－「INPUT MENU－DECODER MODE」の設定
（74ページ）
－「MEMORY GUARD」の設定

･「MEMORY GUARD」を「ON」に設定すると、セッ
トメニュー画面の右上に「 」が表示されます。
･「MEMORY GUARD」を「ON」に設定しているとき
でも、音場パラメーター「SUR.」の設定は変更できま
す（59ページ）。

■ 電源オン時の設定 D)INIT. CONFIG
本機の電源をオンにしたときに適用する入力モード
やデコーダーモード、6.1 ／ 7.1 チャンネル再生
時のデコーダーを設定します。

入力モード初期値 AUDIO SELECT

本機の電源をオンにしたときに適用する入力モード
（36ページ）を設定します。

デコーダーモード初期値 DECODER MODE

本機の電源をオンにしたときに適用するデコーダー
モード（74ページ）を設定します。

6.1 ／ 7.1 チャンネルデコーダー設定 EXTD SUR.
本機の電源をオンにしたときに適用する6.1／
7.1 チャンネル再生時のデコーダー（72ページ）
を設定します。

ご注意

選択項目 説明

OFF 設定を保護しません。

ON 以下の設定を保護します。
－音場パラメーターの設定
－「AUTO SETUP」の設定
－スピーカーの音量設定
－「MANUAL SETUP」の設定

ご注意

[p]/[[]:
[ENTER]:

C)MEMORY GUARD

>OFF ON

Select
Return

G

選択項目 説明

AUTO 自動的に入力信号の種類を判別し、入力
モードを決定します。

LAST 前回選んでいた入力モードの設定を適用
します。

選択項目 説明

AUTO 自動的に入力信号の種類を判別し、デ
コーダーモードを決定します。

LAST 前回選んでいたデコーダーモードの設定
を適用します。

選択項目 説明

AUTO 自動的に入力信号の種類を判別し、デ
コーダーを決定します。

LAST 前回選んでいたデコーダーの設定を適用
します。

[p]/[[]:
[ENTER]:

D)INIT. CONFIG

AUDIO SELECT;;AUTO
DECODER MODE;;AUTO
EXTD SUR.;;;;;AUTO

Select
Return

.
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セットメニューで本機を設定する
■ HDMI の設定 E)HDMI SET

HDMI に関する設定を変更します。

HDMI コントロール機能設定 HDMI CONTROL

HDMI を使ったコントロール機能に対応している機
器（一部を除く）と本機をHDMI 接続した場合に、
HDMI を使ったコントロール機能を使用するかしな
いかを設定します。HDMI コントロール機能につい
て詳しくは、「HDMI コントロール機能を使う」
（53ページ）をご覧ください。

HDMI 音声出力設定 S.AUDIO

HDMI IN 端子から入力した音声信号を、本機で再
生するか、本機のHDMI OUT端子に接続した機器
で再生するかを選びます。

･「HDMI CONTROL」を「ON」に設定しているときは表
示されません。
･「S.AUDIO」を「OTHER」に設定しているときでも、
本機の電源がスタンバイのときは、HDMI 入力信号は
HDMI OUT端子に伝送されません。
･本機に接続したモニターの仕様により、本機がモニター
に出力できるHDMI 音声／映像信号は変化します。

スタンバイ時のHDMI 出力設定
STANDBY THROUGH

本機の電源がスタンバイのときに、HDMI IN 端子
から入力したHDMI 信号をHDMI OUT端子から
出力するかしないかを選びます。

「HDMI CONTROL」を「OFF」に設定しているときは表
示されません。

選択項目 説明

ON HDMI コントロール機能を使用します。

OFF HDMI コントロール機能を使用しません。

選択項目 説明

DSP-AX763 入力信号を本機で再生します。HDMI IN
端子に接続したHDMI 機器から入力した
音声信号は、HDMI OUT端子へ伝送し
ません。

OTHER HDMI OUT端子に接続した機器で再生
します。

ご注意

[�]/[�]:
[p]/[[]:

[ p

E)HDMI SET

HDMI CONTROL;;;;OFF
S. AUDIO;;;DSP-AX763

Up/Down
Select

選択項目 説明

ON HDMI 入力信号をHDMI OUT端子から
出力します。

OFF HDMI 入力信号をHDMI OUT端子から
出力しません。

ご注意

「STANDBY THROUGH」を「ON」に設定している
場合、待機時消費電力をより多く消費しますので、
「OFF」に設定するか、長期間本機を使用しない場合は
電源プラグをコンセントから抜いておくことをおすす
めします。
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リモコンの機能を詳しく知る

他の機器のリモコンコードを設定することにより、本機のリモコンでDVDプレーヤー、テレビなど、本機
以外のAV機器を操作できます。

■ 本機を操作する
操作機器選択スイッチ（F）でAMPを選んでくだ
さい。

*1 操作機器選択スイッチの位置に関わらず、本機を操作
できます。

*2 操作機器選択スイッチ（F）を AMPにセットしたと
きに、本機を操作できます。

*3 4「A」、「B」、「C」の各キーは、本機の入力とは関係
なく他の機器を操作できます。

■ テレビを操作する
本機に関係なくテレビのリモコンとして使う場合
は、操作機器選択スイッチ（F）を TVにセットし
ます。4DTV/CBLまたは4PHONOキーにテレ
ビのリモコンコードを設定してください（81ペー
ジ）。両方のキーにリモコンコードを設定した場合
は、4DTV/CBLキーに設定したリモコンコード
が優先されます。
HDMI コントロール機能を使っている場合（53
ページ）、本機とHDMI 接続したテレビを本機のリ
モコンで操作すると、本機の電源や音量が動作する
ことがあります。HDMI コントロール機能に対応し
ている機器を本機とHDMI 接続している場合は、
それらの機器の電源も動作することがあります。

*1 操作機器選択スイッチの位置に関わらず、テレビを操
作できます。

*2 操作機器選択スイッチ（F）を TVにセットしたときに、
テレビを操作できます。各キーの操作内容について詳し
くは、次ページ表中の「テレビ」欄をご覧ください。

リモコンでさまざまな機器を操作する

ご注意

5 6 7 8

9 0 +10 ENT

1 2 3 4

MENUTITLE

SET MENULEVEL

DISPLAYRETURN

BAND SRCH MODE

MEMORY

REC

SCENE

A/B/C/D/E

ENTER

PRESET/CH

VOLUMETV VOL TV CH

TV MUTE TV INPUT MUTE

AMP

SOURCE

TV

STANDBY POWERPOWERPOWER

AVTV

TRANSMITCODE SET

1 2 3 4

SLEEP

SUR. DECODEENHANCERPROG

PARAMETERSTRAIGHT PURE DIRECT

AUDIO SELMULTI CH IN

DOCK CBL

PHONO

TUNER

CD CD-R

DVD

V-AUX

DVR VCR

DTV

MD

CBA

*1

*2

*1

*3

AMPを選ぶ

ご注意

リモコンキー テレビ
TV POWER テレビの電源を切り替えます。

TV VOL +/ － テレビの音量を操作します。

TV CH +/ － テレビのチャンネルを切り替えます。

TV MUTE テレビの音量を一時的に消音します。

TV INPUT テレビの映像入力を切り替えます。

5 6 7 8

9 0 +10 ENT

1 2 3 4

MENUTITLE

SET MENULEVEL

DISPLAYRETURN

BAND SRCH MODE

MEMORY

REC

SCENE

A/B/C/D/E

ENTER

PRESET/CH

VOLUMETV VOL TV CH

TV MUTE TV INPUT MUTE

AMP

SOURCE

TV

STANDBY POWERPOWERPOWER

AVTV

TRANSMITCODE SET

1 2 3 4

SLEEP

SUR. DECODEENHANCERPROG

PARAMETERSTRAIGHT PURE DIRECT

AUDIO SELMULTI CH IN

DOCK CBL

PHONO

TUNER

CD CD-R

DVD

V-AUX

DVR VCR

DTV

MD

CBA

*1

*2

TVを選ぶ
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リモコンの機能を詳しく知る
■ 他の機器を操作する
各入力選択キーに他の機器のリモコンコードを設定
すれば（81ページ）、本機のリモコンでそれらの
機器を操作できます。他の機器を操作したいとき
は、操作機器選択スイッチ（F）で SOURCEを
選んでから、操作したい機器の入力選択キーを押し
ます。各キーの機能について詳しくは、下の表をご
覧ください。お使いの機器によっては、いくつかの
キーが機能しないことがあります。このような場合
は、お使いの機器に付属しているリモコンをお使い
ください。
y
本機のリモコンは、12台までの異なる機器を操作できる
ように、12種類のコントロールエリアを装備しています。

*1 機器に付属しているリモコンにPOWERキーがあるときのみ機能します。
*2 DVRに DVDレコーダーまたはビデオデッキのリモコンコードが設定されているときは、入力を切り替えなくても
DVDレコーダーまたはビデオデッキを操作できます。

1 2 3 4

VOLUMETV VOL TV CH

TV MUTE TV INPUT MUTE

AMP

SOURCE

TV

STANDBY POWERPOWERPOWER

AVTV

TRANSMITCODE SET

SUR. DECODEENHANCERPROG

DOCK CBL

PHONO

TUNER

CD CD-R

DVD

V-AUX

DVR VCR

DTV

MD

CBA

5 6 7 8

9 0 +10 ENT

1 2 3 4

MENUTITLE

SET MENULEVEL

DISPLAYRETURN

BAND SRCH MODE

MEMORY

REC

SCENE

A/B/C/D/E

ENTER

PRESET/CH

1 2 3 4

SLEEP

SUR. DECODEENHANCERPROG

PARAMETERSTRAIGHT PURE DIRECT

AUDIO SELMULTI CH IN

[2]

[8]

[9]

[7]
[3]
[4]

[6]
[5]

[1]

リモコンキー
DVD
プレーヤー／
レコーダー

ビデオデッキ テレビ LD
プレーヤー

CD
プレーヤー

MD／CD
レコーダー チューナー

[1] AV 
POWER 電源*1 電源 *1 電源 *2 電源*1 電源 *1 電源 *1

[2] 1-9、0、 
+10 数字キー 数字キー 数字キー 数字キー 数字キー 数字キー

周波数（0～ 9）、
プリセット局選択
（1～8）

[3] TITLE タイトル
メニュー バンド

[4] PRESET/
CH k 選択（上へ） チャンネル選択

（＋） 選択（上へ）
周波数（上へ）、
プリセット番号
選択（1～ 8）

PRESET/
CH n 選択（下へ） チャンネル選択

（－）
選択（下へ） 周波数（下へ）、

プリセット番号
選択（8～ 1）

A/B/C/D/
E l 選択（左へ） 選択（左へ）

プリセット
グループ選択
（E～ A）

A/B/C/D/
E h 選択（右へ） 選択（右へ）

プリセット
グループ選択
（A～ E）

ENTER メニュー決定 メニュー決定
[5] RETURN 前の画面に戻る 前の画面に戻る メモリー

[6] REC
ディスクスキップ
（プレーヤー）
録画（レコーダー）

録画 録画*2 ディスクスキップ 録画

p 再生 再生 再生*2 再生 再生 再生
w 巻戻し 巻戻し 巻戻し*2 巻戻し 巻戻し 巻戻し
f 早送り 早送り 早送り*2 早送り 早送り 早送り
e 一時停止 一時停止 一時停止 *2 一時停止 一時停止 一時停止
b スキップ（－） スキップ（－） スキップ（－）*2 スキップ（－） スキップ（－） スキップ（－）
a スキップ（＋） スキップ（＋） スキップ（＋）*2 スキップ（＋） スキップ（＋） スキップ（＋）
s 停止 停止 停止*2 停止 停止 停止

[7] ENT 決定／
インデックス表示 決定 決定 チャプター／

時間表示 インデックス表示 インデックス表示 決定

[8] MENU メニュー メニュー 選局モード
[9] DISPLAY ディスプレイ表示 ディスプレイ表示 ディスプレイ表示 ディスプレイ表示 ディスプレイ表示 ディスプレイ表示

ご注意
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リモコンの機能を詳しく知る
リモコンコードを設定することにより、本機のリモ
コンで他の機器を操作できます。リモコンコードに
ついては、巻末に記載の「リモコンコード一覧」を
ご覧ください。

工場出荷時のリモコンコード設定

お使いのヤマハ製機器によっては、初期設定されているヤ
マハのリモコンコードでは操作できない場合があります。
この場合は、別のリモコンコードをお試しください。

1 リモコンコードを設定したい入力選択キー
（4）を押す。

2 2CODE SETボタンを、ボールペンなどの先
の細いもので押す。
BTRANSMITインジケーターが２回点滅し、
選んでいる入力選択キーが点灯します。

3 6数字キー（０～９）を押して、お使いになる機
器のリモコンコード（５桁の数字）を入力する。
BTRANSMITインジケーターが２回点滅し、
リモコンコードが設定されます。

y
巻末に記載の「リモコンコード一覧」をご覧ください。

･お使いの機器のメーカーによっては複数のリモコン
コードが記載されています。正しく操作できるコー
ドをお使いください。
･手順3は、手順2の操作後30秒以内に操作して
ください。30秒以上経過するとリモコンコード設
定が自動的に中止されます。この場合は、手順2
から操作し直してください。
･「9980」と入力すれば、設定したリモコンコード
を入力ソースごとに初期設定に戻せます。

リモコンコードを設定する

入力
ソース カテゴリー メーカー名 リモコン

コード

TUNER チューナー ヤマハ 82915

A － － －

B － － －

C － － －

V-AUX その他の機器 ヤマハ 82981

DTV/
CBL － － －

CD CDプレーヤー ヤマハ 62907

MD/CD-R CDレコーダー ヤマハ 71292

DVD DVDプレーヤー ヤマハ 42543

DVR DVDレコーダー ヤマハ 52544

VCR － － －

PHONO － － －

ご注意

DOCK CBL

PHONO

TUNER

CD CD-R

DVD

V-AUX

DVR VCR

DTV

MD

CBA

ご注意

TRANSMIT

STANDBY POWERPOWERPOWER

AVTV

TRANSMITCODE SET

点滅

DVD

点灯

TRANSMIT

4321

87

09

65

SUR. DECODEENHANCERPROG

PARAMETERSTRAIGHT PURE DIRECT

AUDIO SELMULTI CH IN 点滅
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リモコンの機能を詳しく知る
設定したリモコンコードを取り消して、初期設定に
戻します。

1 2CODE SETボタンを、ボールペンなどの先
の細いもので押す。
BTRANSMITインジケーターが２回点滅します。

2 6数字キーを押して、「9981」と入力する。
BTRANSMITインジケーターが２回点滅し、
リモコンコードが初期設定に戻ります。

y
上記の手順1のあとに30秒以内にキーを押さないと、
操作は取り消されます。この場合は手順1からやり直し
てください。

リモコンコードを初期設定に
戻す

TRANSMIT

STANDBY POWERPOWERPOWER

AVTV

TRANSMITCODE SET

点滅

TRANSMIT

4321

87

09

65

SUR. DECODEENHANCERPROG

PARAMETERSTRAIGHT PURE DIRECT

AUDIO SELMULTI CH IN
点滅
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本機の設定を変更する（ADVANCED SETUP）

フロントパネルディスプレイに表示されるメニューを見ながら、さまざまな項目を設定します。アドバンス
トセットアップメニューでは、本機の設定を初期設定に戻したり、リモコン IDを変更したりすることがで
きます。お好みに合わせて、設定を変更してください。各項目の初期設定は、太字で記載しています。

･変更した設定は、KSTANDBY/ONキーを押して本機の電源を入れ直したときから有効になります。
･アドバンストセットアップメニューの操作中は、本体のKSTANDBY/ONキー、LTONE CONTROLキー、
MPROGRAMセレクター以外は機能しません。
･アドバンストセットアップメニューの操作中は、他の操作はできません。
･アドバンストセットアップメニューはフロントパネルディスプレイでのみ操作できます。

1 本体のKSTANDBY/ONキーを押して、本機
の電源をスタンバイにする。

2 LTONE CONTROLキーを押しながら、も
う一度KSTANDBY/ONキーを押す。
本機の電源がオンになり、アドバンストセット
アップメニューがフロントパネルディスプレイ
に表示されます。

3 MPROGRAMセレクターを回して、設定した
いメニューを選ぶ。
フロントパネルディスプレイにメニューが表示
されます。

4 LTONE CONTROLキーを繰り返し押して、
設定したい項目を選ぶ。

5 KSTANDBY/ONキーを押して、本機の電源
をスタンバイにする。
変更した設定が保存されます。
y
変更した設定は、次回電源を入れたときから有効に
なります。

■ アンプ用リモコン ID設定   REMOTE AMP
本体のアンプ操作用リモコン IDを、リモコンのア
ンプ操作用コードの設定に合わせて切り替えます。
本機を設置している部屋で別のヤマハ製アンプをお
使いの場合に、本機のリモコン操作でもう１台のア
ンプが動作するのを防止します。
選択項目：ID1、ID2
･ リモコンのアンプ操作用コードを
「00001」に設定しているときは、「ID1」
を選んでください。
･ リモコンのアンプ操作用コードを
「00002」に設定しているときは、「ID2」
を選んでください。

リモコンのアンプ操作用コードを変更する
リモコンのアンプ操作用コードをアンプ操作用リモ
コン IDに合わせて変更します。

1 2CODE SETボタンを、ボールペンなどの先
の細いもので押す。
BTRANSMITインジケーターが２回点滅します。

2 6数字キーを押して、「00001」または
「00002」と入力する。
BTRANSMITインジケーターが２回点滅し、
アンプ操作用コードが変更されます。

ご注意

アドバンストセットアップ
メニューの操作手順

TONE CONTROL
STANDBY 

/ON押しながら

BI-AMP -   OFF

現在の設定現在選んでいるメニュー

TRANSMIT

STANDBY POWERPOWERPOWER

AVTV

TRANSMITCODE SET

点滅

TRANSMIT

4321

87

09

65

SUR. DECODEENHANCERPROG

PARAMETERSTRAIGHT PURE DIRECT

AUDIO SELMULTI CH IN 点滅
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本機の設定を変更する（ADVANCED SETUP）
*1 リモコン側の設定
*2 本体側の設定

■ チューナー用リモコン ID設定  REMOTE TU
本体のチューナー操作用リモコン IDを、リモコン
のチューナー操作用コードの設定に合わせて切り替
えます。
選択項目：ID1、ID2
･ リモコンのチューナー操作用コードを
「82915」に設定しているときは、「ID1」
を選んでください。
･ リモコンのチューナー操作用コードを
「82178」に設定しているときは、「ID2」
を選んでください。

リモコンのチューナー操作用コードを変更する
リモコンのチューナー操作用コードをチューナー操
作用 IDに合わせて変更します。

1 4TUNERキーを押して、入力をチューナーに
切り替える。

2 2CODE SETボタンを、ボールペンなどの先
の細いもので押す。
BTRANSMITインジケーターが２回点滅します。

3 6数字キーを押して、「82915」または
「82178」と入力する。
BTRANSMITインジケーターが２回点滅し、
チューナー操作用コードが変更されます。

*1 リモコン側の設定
*2 本体側の設定

■ バイアンプ設定   BI-AMP
SURROUND BACK/BI-AMP端子を使って、バ
イアンプ接続（14ページ）するかしないかを設定
します。
選択項目：ON、OFF
･ バイアンプ接続する場合は、「ON」を選んで
ください。「SUR. B L/R SP」が自動的に
「NONE」に設定され、本機のSURROUND 
BACK/BI-AMP端子からはフロントチャン
ネル信号が出力されます。
･ バイアンプ接続しない場合は、「OFF」を選
んでください。

「BI-AMP」を「ON」に設定した場合、「EXTRA SP 
ASSIGN」の「PRESENCE」は選べません（65ペー
ジ）。

■ SCENE選択時の IR 出力設定   SCENE IR
SCENE（シーン）キーを押したときに、本機リア
パネルのREMOTE OUT端子からコントロール信
号を出力するかしないかを設定します。
選択項目：ON、OFF
･ 本機のREMOTE OUT端子に接続した機器
がSCENEコントロール信号の受信機能を持
つヤマハ製機器の場合は、「ON」を選んでく
ださい。本機は自動的に、接続した機器にコ
ントロール信号を伝送します。
･ 本機のREMOTE OUT端子に接続した機器
がヤマハ製機器でない場合や、SCENEコン
トロール信号の受信機能を持たない場合は、
「OFF」を選んでください。

SCENE機能を操作しているときにノイズが出力される場
合は、「OFF」に設定してください。

アンプ ID
コード *1 機能

アンプ用
リモコン ID 
*2

00001
（初期設定）

初期設定のコードを
使って操作します。

ID1 
（初期設定）

00002 別コードを使って操
作します。 ID2

TUNER

TRANSMIT

STANDBY POWERPOWERPOWER

AVTV

TRANSMITCODE SET

点滅

TRANSMIT

4321

87

09

65

SUR. DECODEENHANCERPROG

PARAMETERSTRAIGHT PURE DIRECT

AUDIO SELMULTI CH IN

点滅

チューナー
IDコード *1 機能

チューナー用
リモコン ID 
*2

82915
（初期設定）

初期設定のコードを
使って操作します。

ID1 
（初期設定）

82178 別コードを使って操
作します。 ID2

ご注意

ご注意
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本機の設定を変更する（ADVANCED SETUP）
■ 初期設定に戻す INIT
変更した設定を初期設定に戻します。初期設定に戻
す項目を選んでください。
選択項目：DSP PARAM、VIDEO、ALL、

CANCEL
･ 音場プログラムを初期設定に戻すには、
「DSP PARAM」を選んでください。
･「DISPLAY SET」の「VIDEO SET」（76
ページ）、および「OSD SHIFT」（76ペー
ジ）を初期設定に戻すには、「VIDEO」を選
んでください。
･ すべてを初期設定に戻すには、「ALL」を選
んでください。
･ 初期設定に戻さない場合は、「CANCEL」を
選んでください。

音場プログラムごとに音場パラメーターを初期設定に戻す
には、音場パラメーター「INITIALIZE」で設定してくだ
さい（54ページ）。

ご注意
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故障かな？と思ったら

ご使用中に本機が正常に作動しなくなった場合は、下記の点をご確認ください。対処しても正常に作動しな
い、または下記以外で異常が認められた場合は、本機の電源をスタンバイにし、電源プラグを抜いて、お買
い上げ店または最寄りのヤマハ電気音響製品サービス拠点にお問い合わせください。

全般

症状 原因 対策 参照ページ

電源を入れてもすぐに
切れてしまう、または
STANDBY/ONスイッ
チ（またはPOWER
キー）を押しても電源
が入らない

電源コードがしっかり接続されていない。 電源コードをACコンセントにしっかりと差
し込んでください。 26

（再度電源をオンにしたときに、「CHECK SP 
WIRES!」と表示されるとき）スピーカーケー
ブルがショートした状態で電源を入れたため、
保護回路により電源が切れた。

すべてのスピーカーケーブルが本機とスピー
カーに正しく接続されているか確認してくだ
さい。 12～ 14

内部マイコンが外部電気ショック（落雷また
は過度の静電気）、または電源電圧の低下によ
りフリーズしている。

ACコンセントから電源プラグを抜き、約
30秒後にもう一度差し込んでください。 －

使用中に突然電源がス
タンバイになる

スリープタイマーが作動した。 電源を入れて、ソースを再生しなおしてくだ
さい。 －

機器内部の温度が上昇したため、保護回路に
より電源が切れた。

温度が下がるのを待って（1時間程度）、電
源を入れ直してください。 －

音量を小さくしてください。 34

スピーカーケーブルがショートした状態で電源
を入れたため、保護回路により電源が切れた。

すべてのスピーカーケーブルが本機とスピー
カーに正しく接続されているか確認してくだ
さい。

12～ 14

音声が出ない 再生機器がしっかり接続されていない。 接続を確認してください。接続に問題がないと
きはケーブルに不具合がある場合があります。 19～ 24

再生したい入力ソースが正しく選ばれていない。 本体のQINPUTセレクターやリモコンの
4入力選択キー、またはOMULTI CH IN
キーで、再生したい入力ソースを正しく選ん
でください。

34、35

スピーカーがしっかり接続されていない。 接続を確認してください。 12～ 14

音を出すフロントスピーカーが正しく選ばれ
ていない。

本体のASPEAKERSスイッチでフロント
スピーカーを正しく選んでください。 35

音量が小さい。 音量を大きくしてください。 34

消音されている。 リモコンのGMUTEキーを押して（または
本体のJVOLUMEコントロールを回して）
消音を解除し、音量を調節してください。

37

DTSソースを再生しているときに、
「DECODER MODE」が「AAC」に設定さ
れている。

「AUTO」または「DTS」に設定してください。
74

AACソースを再生しているときに、
「DECODER MODE」が「DTS」に設定され
ている。

「AUTO」または「AAC」に設定してください。
74

入力モードの設定が入力信号の種類と合って
いない。

入力信号の種類に合わせる、または
「AUTO」に設定してください。 36

HDMI接続している場合に、「HDMI SET」
の「S.AUDIO」が本機に設定されていない。

「DSP-AX763」に設定してください。 78

接続しているHDMI機器が著作権保護
（HDCP）に対応していない。

著作権保護に対応した機器を接続してくださ
い。 －

CD-ROMなど、本機で再生できない信号が入
力されている。

本機で再生可能な信号のソースを再生してく
ださい。 －
86 Ja



故障かな？と思ったら
音声が突然出なくなる 消音された。 リモコンの GMUTEキーを押して（または
本体のJVOLUMEコントロールを回して）
消音を解除し、音量を調節してください。

37

映像が出ない 本機とモニターが映像接続されていない。 本機のMONITOR OUT端子とモニターの映
像入力端子を接続してください。 18

本機と接続している外部機器が同じ種類の映
像端子で接続されていない。

同じ種類の映像端子で接続してください。 15 

セットメニュー「VIDEO CONV.」を「ON」
に設定してください。 76

モニターの入力が本機の映像に切り替えられ
ていない。

入力を切り替えてください。 －

接続しているHDMI機器が著作権保護
（HDCP）に対応していない。

著作権保護に対応した機器を接続してください。 －

モニター画面が表示さ
れない

「VIDEO SET」の設定を変更した。 アドバンストセットアップメニュー「INIT」
を「VIDEO」に設定して、「VIDEO SET」
の設定を工場出荷状態に戻してください。

85

映像が乱れる ビデオデッキの種類によっては、映像信号を
変換すると画像が乱れる場合があります。 －

特殊な信号を出す機器と接続し、セットメ
ニュー「DISPLAY SET」の「VIDEO 
CONV.」を「ON」に設定している。

「OFF」に設定し、同じ種類の接続方法で映
像端子を接続してください。 76

再生している映像ソフトにコピー防止機能が
ついている。 －

片側のチャンネルの音
声がほとんど出ない

再生機器やスピーカーがしっかり接続されて
いない。

接続を確認してください。接続に問題がないと
きはケーブルに不具合がある場合があります。 12～ 24

スピーカーの音量のバランスが適切に設定さ
れていない。

音量のバランスを設定し直してください。 44、67

センタースピーカーか
らしか音声が出ない

音場効果をかけてモノラル音声を再生すると、
音声信号はすべてセンタースピーカーへ送ら
れるため、フロントスピーカーやサラウンド
スピーカーから音は出ません。

ほかの音場プログラムをお試しください。

40

エフェクトスピーカー
（センター、サラウンド
左／右、サラウンド 
バック左／右、プレゼ
ンス左／右）から音声
が出ない

音場効果をかけずに再生している。 NSTRAIGHTキーを押して、音場効果をか
けて再生してください。 43

再生するソースや音場プログラムによっては、
音が出ないチャンネルがあります。

ほかの音場プログラムをお試しください。 40

フロントBスピーカーを使用しているときに、
「SPEAKER SET」の「EXTRA SP 
ASSIGN」を「ZONE B」に設定している。

「FRONT B」に設定してください。
65

センタースピーカーか
ら音声が出ない

センタースピーカーの音量が小さい。 センタースピーカーの音量を調節してください。 44、67

「SPEAKER SET」の「CENTER SP」を
「NONE」に設定している。

お使いのセンタースピーカーに合わせて、
「LARGE」または「SMALL」に設定してく
ださい。

66

再生するソースや音場プログラムによっては、
音が出ないチャンネルがあります。

ほかの音場プログラムをお試しください。 40

サラウンド左／右ス
ピーカーから音声が出
ない

サラウンド左／右スピーカーの音量が小さい。 サラウンド左／右スピーカーの音量を調節し
てください。 44、67

「SPEAKER SET」の「SUR. L/R SP」を
「NONE」に設定している。

お使いのサラウンド左／右スピーカーに合わ
せて、「LARGE」または「SMALL」に設定
してください。

66

ストレートデコードモードでモノラルソース
を再生している。

NSTRAIGHTキーを押して、音場効果をか
けて再生してください。 43

再生するソースや音場プログラムによっては、
音が出ないチャンネルがあります。

ほかの音場プログラムをお試しください。 40

症状 原因 対策 参照ページ
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故障かな？と思ったら
サラウンドバック左／
右スピーカーから音声
が出ない

サラウンドバック左／右スピーカーの音量が
小さい。

サラウンドバック左／右スピーカーの音量を
調節してください。 44、67

「SPEAKER SET」の「SUR. L/R SP」を
「NONE」に設定している。

「SUR. L/R SP」を「NONE」に設定する
と、自動的に「SUR. B L/R SP」も
「NONE」に設定されます。「SUR. L/R SP」
を「NONE」以外に設定してください。

66

「SPEAKER SET」の「SUR. B L/R SP」
を「NONE」に設定している。

お使いのサラウンドバックスピーカーに合わ
せて、「NONE」以外に設定してください。 66

再生するソースや音場プログラムによっては、
音が出ないチャンネルがあります。

ほかの音場プログラムをお試しください。 40

プレゼンス左／右ス
ピーカーから音声が出
ない

プレゼンス左／右スピーカーの音量が小さい。 プレゼンス左／右スピーカーの音量を調節し
てください。 44、67

AUTO SETUPの「EXTRA SP ASSIGN」
を「PRESENCE」以外に設定している。

「PRESENCE」に設定してください。 スタートアップ
ガイド 10

「SPEAKER SET」の「EXTRA SP ASSIGN」
を「PRESENCE」以外に設定している。

「PRESENCE」に設定してください。 65

再生するソースや音場プログラムによっては、
音が出ないチャンネルがあります。

ほかの音場プログラムをお試しください。 40

SPEAKERSキーでフ
ロントBスピーカーを
選択できない

AUTO SETUPの「EXTRA SP ASSIGN」
を「FRONT B」以外に設定している。

「FRONT B」に設定してください。 スタートアップ
ガイド 10

「SPEAKER SET」の「EXTRA SP ASSIGN」
を「FRONT B」以外に設定している。

「FRONT B」に設定してください。 65

セットメニューでプレ
ゼンススピーカーの項
目を選択できない

AUTO SETUPの「EXTRA SP ASSIGN」
を「PRESENCE」以外に設定している。

「PRESENCE」に設定してください。 スタートアップ
ガイド 10

「SPEAKER SET」の「EXTRA SP 
ASSIGN」を「PRESENCE」以外に設定し
ている。

「PRESENCE」に設定してください。
65

サブウーファーから音
声が出ない

「SPEAKER SET」の「LFE/BASS OUT」
を「FRONT」に設定したまま、ドルビーデジ
タル、DTSおよびAAC信号を再生している。

「SWFR」または「BOTH」に設定してくだ
さい。 65

「SPEAKER SET」の「LFE/BASS OUT」
を「SWFR」または「FRONT」に設定した
まま、2チャンネル信号を再生している。

「BOTH」に設定してください。
65

再生しているソースにLFEや低音信号が含ま
れていない。 －

ドルビーデジタルまた
はDTSソフトの再生が
できない（フロントパ
ネルディスプレイの
qDIGITALまたはt

インジケーターが点灯
しない）

接続したプレーヤーなどの設定が「デジタル
出力」および「ドルビーデジタルまたは
DTS」に設定されていない。

お使いのプレーヤーの取扱説明書をご覧のう
え、正しく設定してください。 －

入力モードを「ANALOG」に設定している。 「AUTO」に設定してください。
36

低音の再生不良 「SPEAKER SET」の「CROSS OVER」が
正しく設定されていない。

お使いのスピーカーシステムに合わせて、正
しく設定してください。 67

「SPEAKER SET」の設定が実際のスピー
カーシステムの構成と一致していない。

お使いのスピーカーシステムに合わせて、各
スピーカーを正しく設定してください。 65

ハム音が出る ケーブルがしっかり接続されていない。 ケーブルをしっかり差し込んでください。接
続に問題がないときはケーブルに不具合があ
る場合があります。

19～ 24

レコードプレーヤーのGNDがしっかり接続
されていない。

GNDの接続を確認してください。 21

レコードを再生してい
る場合に音量が小さい

低出力型MCカートリッジ付のレコードプ
レーヤーで再生している。

昇圧トランスまたはMCヘッドアンプを使用
して本機に接続してください。 21

症状 原因 対策 参照ページ
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故障かな？と思ったら
音量を上げられない、
または音が歪んでいる

本機の出力端子に接続された機器の電源が
入っていない。

AVアンプという製品ジャンルの特性上、出
力端子に接続している機器の電源が切れてい
る場合に、再生音が歪んだり、音量が下がっ
たりすることがあります。本機に接続してい
るすべての機器の電源を入れてください。

－

「MAX VOL.」で小さい音量が設定されている。 大きい音量を設定してください。 69

有線放送などでエフェク
トチャンネル（センター、
サラウンド左／右、サラ
ウンドバック左／右、プ
レゼンス左／右）の音が
ノイズになる。

あらかじめソースにサラウンド効果がかかっ
ている。

本機でサラウンド効果をかけないで再生して
ください。

－

サラウンド効果と音場
効果をかけた音を録音
できない

サラウンド効果と音場効果をかけた音は録音
できません。 －

本機のデジタル出力端
子に接続した録音機器
で録音ができない

再生機器が本機のデジタル入力端子に接続さ
れていない。

再生機器を本機のデジタル入力端子に接続し
てください。 19～ 24

録音機器によっては、ドルビーデジタル、
DTSおよびAACなどのデジタルデータを録
音できません。

－

本機のアナログ音声出
力端子に接続した録音
機器で録音できない

再生機器が本機のアナログ入力端子に接続さ
れていない。

再生機器を本機のアナログ入力端子に接続し
てください。 19～ 24

音場パラメーターや
セットメニュー、
SCENEテンプレートの
設定を変更できない

「MEMORY GUARD」を「ON」に設定して
いる。

「OFF」に設定してください。

77

本機が正常に動作しない 内部マイコンが外部電気ショック（落雷また
は過度の静電気）、または電源電圧の低下によ
りフリーズしている。

ACコンセントから電源プラグを抜き、約
30秒後にもう一度差し込んでください。 －

HDMI接続した機器の
音声が出力されない。

HDMI機器がマルチチャンネル信号に対応し
ていない。

HDMI機器側の設定でマルチチャンネル信号
を２チャンネル信号に変換してください。 －

フロントパネルディス
プレイに「CHECK SP 
WIRES」と表示される

スピーカーケーブルがショートを起こしている。 すべてのスピーカーケーブルが正しく接続さ
れているか確認してください。 12

本機に接続している機
器にヘッドホンを接続
して聴くと、音が歪む

本機の電源がスタンバイになっている。 本機の電源をオンにしてください。
26

デジタル機器や高周波
機器からの雑音を受け
ている

本機とデジタル機器や高周波機器の設置場所
が近すぎる。

本機とそれらの機器を離して設置してください。
－

症状 原因 対策 参照ページ

HDMI
症状 原因 対策 参照ページ

音声や映像が出ない 制限台数を超えるHDMI機器を接続している。 接続しているHDMI機器の数を減らしてくだ
さい。 －

接続しているHDMI機器が著作権保護
（HDCP）に対応していない。

著作権保護に対応した機器を接続してください。 －
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故障かな？と思ったら
FM／AM放送の受信
症状 原因 対策 参照ページ

FM

ステレオ放送に
なると雑音が多
く聞きづらい

放送局から離れた地域で受信しているか、ア
ンテナ入力が弱い。

アンテナの接続を確認してください。 25

屋外アンテナを感度の良い、多素子のものに
変えてください。 －

マニュアル選局をしてください。 45

FM専用アンテナ
を使用している
が、音が歪むなど
受信感度が悪い

マルチパス（多重反射）などの妨害電波を受
けている。

アンテナの高さや方向、設置場所を変えてく
ださい。 25

オート選局がで
きない

放送局から離れた地域で受信しているか、ア
ンテナ入力が弱い。

屋外アンテナを感度の良い、多素子のものに
変えてみてください。 －

マニュアル選局、または周波数ダイレクト選
局をしてください。 45

プリセットした
放送局を受信で
きない

本機の電源プラグを長期間コンセントから抜
いていたため、メモリーが消去された。

もう一度放送局をプリセットしてください。
46

AM

オート選局がで
きない

電波が弱い、あるいはアンテナの接続が不完全。 AMループアンテナの方向を変えてください。 25

マニュアル選局をしてください。 45

オートプリセッ
トができない

AM放送局はオートプリセットができません。 マニュアルプリセットをしてください。 47

「ジー」、「ザー」、
「ガリガリ」など
の雑音が入る

空電や雷による雑音、または蛍光灯、モー
ター、サーモスタット付きの電気器具の雑音
を拾っている。

AM屋外アンテナを張り、アースを完全に取
ると減少しますが、完全に除去するのは困難
です。

－

「ブンブン」、
「ヒューヒュー」
などの雑音が入る

本機の近くでテレビを使用している。 本機とテレビを離して設置してください。
－

リモコン
症状 原因 対策 参照ページ

本機をリモコンで操作で
きない

リモコン操作範囲から外れている。 本体のリモコン受光窓から6m以内、30°
以内の範囲で操作してください。 28

F操作機器選択スイッチで「SOURCE」また
は「TV」を選んでいる。

「AMP」を選んでください。 79

リモコンのアンプ操作用コードと本機のアン
プ操作用リモコンIDが一致していない。

コードまたはリモコンIDの設定を変えてく
ださい。 83

受光窓に日光や照明（インバーター蛍光灯や
ストロボライトなど）があたっている。

照明、または本体の向きを変えてください。 －

乾電池が消耗している。 乾電池をすべて交換してください。 スタートアップ
ガイド 3

外部機器をリモコンで操
作できない

操作する機器の入力選択キーが押されていない。 入力選択キーを押してください。 34
F操作機器選択スイッチで「AMP」を選んでいる。 「SOURCE」または「TV」を選んでください。 79

リモコンコードが正しく設定されていない。 リモコンコードを設定し直すか、同じメー
カーのコードの中から別のコードを設定して
ください。

81

リモコンコードを正しく設定しても、メー
カーまたは機器によっては操作できない場合
があります。

リモコンコードを設定しても操作できない機
器は、その機器に付属しているリモコンをお
使いください。

－
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故障かな？と思ったら
フロントパネルディスプレイやモニター画面に下記のメッセージが表示されない場合は、iPod の接続をご確認ください
（23ページ）。

iPod
ご注意

表示 内容 対策 参照ページ

Loading...
iPodとの接続を確認中です。

－
iPodから情報を取得中です。

Connect error

iPodとの通信に問題が発生しています。 本機の電源をスタンバイにし、ヤマハ製
iPod用ドックを接続し直してください。 23

iPodをヤマハ製iPod用ドックにセットし直
してください。 －

Unknown iPod
本機に対応していない種類のiPodが接続され
ています。

本機はiPod（クリックホイール）、iPod 
nano、iPod miniに対応しています。 －

iPod connected
iPodがヤマハ製iPod用ドックに正しく接続
されました。 －

Disconnected
iPodがヤマハ製iPod用ドックから取り外さ
れました。

iPodをヤマハ製iPod用ドックに接続してく
ださい。 23

Unable to play

何らかの原因で再生できません。 iPodに保存されている曲が再生可能である
か確認してください。 －

再生可能な曲をiPodに保存してください。 －

BluetoothR

表示 内容 対策 参照ページ

Searching...

ヤマハ製BluetoothアダプターとBluetooth
機器がペアリングしています。

－

ヤマハ製BluetoothアダプターとBluetooth
機器が接続を確立しています。

Completed ペアリングが完了しました。

Canceled ペアリングがキャンセルされました。

BT connected
ヤマハ製アダプターとBluetooth機器の接続
が確立しました。

Disconnected
ヤマハ製BluetoothアダプターとBluetooth
機器の接続が切断されました。

No BT adapter ヤマハ製Bluetoothアダプターが本機の
DOCK端子に接続されていません。

本機のDOCK端子にヤマハ製Bluetoothア
ダプターを接続してください。 23

Not Found ペアリングや接続しているときに、
Bluetooth機器が見つかりません。 －

Not Available ヤマハ製BluetoothアダプターとBluetooth
機器が接続されているときにペアリングして
います。

ペアリングはヤマハ製Bluetoothアダプ
ターとBluetooth機器が接続されていない
ときに行ってください。

51
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故障かな？と思ったら
■ 測定開始時の表示

■ 測定中の表示

AUTO SETUP

表示 内容 対策 参照ページ

Connect MIC!
オプティマイザーマイクが接続されていません。 オプティマイザーマイクをフロントパネルの

OPTIMIZER MIC端子に接続してください。
スタートアップ
ガイド 9

Unplug HP! ヘッドホンが接続されています。 ヘッドホンを取り外してください。 －

Memory Guard! 本機の設定が保護されています。 「MEMORY GUARD」を「OFF」に設定し
てください。 77

エラーメッセージ 原因 対策 参照ページ

E-1:NO FRONT SP
フロント左／右チャンネル信号が検出さ
れませんでした。

フロント左／右スピーカーが正しく接続
されているか確認してください。 12

E-2:NO SUR SP
サラウンド左／右チャンネル信号の片側
しか検出されませんでした。

サラウンド左／右スピーカーが正しく接
続されているか確認してください。 12

E-3:NO PRNS SP
プレゼンス左／右チャンネル信号の片側
しか検出されませんでした。

プレゼンス左／右スピーカーが正しく接
続されているか確認してください。 12

E-4:SBR->SBL

サラウンドバックスピーカーを1本のみ
接続している場合に、R側のサラウンド
バックチャンネル成分のみが検出されま
した。

サラウンドバックスピーカーを 1本のみ
接続する場合は、L 側（SINGLE）の端
子に接続してください。

13

E-5:NOISY

騒音が大きすぎて、正確な測定ができま
せん。

周囲が静かな時間帯に測定をやり直して
みてください。 －

エアコンなど、騒音を発生する機器の電
源を一時的に切るか、オプティマイザー
マイクから遠ざけてみてください。

－

E-6:CHECK SUR.
サラウンド左／右スピーカーが接続され
ていないのに、サラウンドバックスピー
カーだけが接続されています。

サラウンドバックスピーカーを使うとき
は、サラウンド左／右スピーカーを接続
する必要があります。

12

E-7:NO MIC
測定の途中でオプティマイザーマイクが
外れました。

AUTO SETUPでの測定中はオプティマ
イザーマイクに触れないようご注意くだ
さい。

スタートアップ
ガイド 9

E-8:NO SIGNAL

オプティマイザーマイクがテストトーン
を検知していません。

オプティマイザーマイクが正しく設置さ
れているか確認してください。

スタートアップ
ガイド 9

各スピーカーが正しく接続、設置されて
いるか確認してください。 12

E-9:USER CANCEL
何らかの操作をしたため、測定が中断し
ました。

測定をやり直してください。測定中は音
量を調節するなどの操作をしないでくだ
さい。

スタートアップ
ガイド 9

E-10:INTERNAL ERROR 内部エラーが発生しました。 測定をやり直してください。 スタートアップ
ガイド 9
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故障かな？と思ったら
■ 測定後の表示

･エラーメッセージや警告メッセージが表示された場合、発生している問題を解決してからAUTO SETUPをやり直し
てください（「スタートアップガイド」9ページ）。
･「W-1」、または「W-2」、「W-3」が表示された場合、補正はされますが、最適ではありません。
･「E-10」が繰り返し表示される場合は、ヤマハサービスセンターにお問い合わせください。

警告メッセージ 原因 対策 参照ページ

W-1:OUT OF PHASE

表示されたスピーカーの極性が、逆に接
続されています。お使いのスピーカーの
種類や設置環境によっては、スピーカー
が正しく接続されていても、このメッ
セージが表示されます。

スピーカーの極性＋（プラス）、－（マイ
ナス）が正しいか確認してください。正し
く接続されている場合は、このメッセージ
が表示されても正常に使用できます。

12

W-2:OVER 24m (80ft)
表示されたスピーカーとリスニングポジ
ションとの距離が24mよりも離れている
ため、正確に補正できません。

視聴位置の 24m 以内にスピーカーを移
動してください。 －

W-3:LEVEL ERROR

各チャンネル間の音量差が大きすぎて、
正確に補正できません。

スピーカーの設置位置を再度確認して、
すべてのスピーカーが同等の環境下に設
置されているか確認してください。

－

スピーカーの極性＋（プラス）、－（マイ
ナス）が正しいか確認してください。 12

なるべく性能が似ている、または同じスピー
カーを使用することをおすすめします。 －

「SWFR:TOO LOUD」、または
「SWFR:TOO LOW」が表示された場
合、サブウーファーの音量を調節してく
ださい。

－

W-4:CHECK PRNS

「EXTRA SP ASSIGN」が
「PRESENCE」に設定されているのに、
プレゼンス左／右チャンネル信号が検出
されませんでした。

プレゼンス左／右スピーカーが正しく接
続されているか確認してください。 12

プレゼンススピーカーを使用しない場合
は、「EXTRA SP ASSIGN」を
「PRESENCE」以外に設定してください。

スタートアップ
ガイド 10

ご注意
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すべての設定を初期設定に戻す
変更したセットメニューの設定や音場パラメーター、プリセットした FM／AM放送局などをすべて初期
設定に戻します。

変更した設定は、次回電源を入れたときから有効になります。

y
初期化操作を中止するには、フロントパネルのKSTANDBY/ONキーを押してください。

1 KSTANDBY/ONキーを押して、本機の電源
をスタンバイにする。

2 LTONE CONTROLキーを押しながら
KSTANDBY/ONキーを押す。
本機の電源がオンになり、フロントパネルディ
スプレイにアドバンストセットアップメニュー
が表示されます。

3 MPROGRAMセレクターを回して、「INIT」
を選ぶ。

4 LTONE CONTROLキーを繰り返し押して、
「ALL」を選ぶ。

y
初期設定に戻さない場合は、「CANCEL」を選んで
ください。

5 KSTANDBY/ONキーを押して、本機の電源
をスタンバイにする。
すべての設定が初期設定に戻ります。

ご注意

TONE CONTROL
STANDBY 

/ON
押しながら
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用語／技術解説

■コンポーネントビデオ信号
映像信号を、輝度を表すY信号と、色を表すPB／
CB信号（青色差信号）およびPR／CR信号（赤色差
信号）の3系統に分けて伝送する方式です。それぞ
れの信号を独立して伝送するため画質の劣化が少な
く、色をより忠実に再現できます。また、コンポー
ネントビデオ信号は、色を表す信号から輝度を表す
信号を引いているので、色差信号とも呼ばれます。
この方式をお使いになるためには、コンポーネント
ビデオ端子、またはD端子のあるモニター（テレビ）
を本機に接続してください。

■コンポジットビデオ信号
輝度を表すY信号と、色を表すC信号を1つの映像
信号としてまとめて伝送する方式です。テレビの
NTSC信号などが採用しています。

■サンプリング周波数
アナログ音声信号をデジタル信号化する際に、1秒間
にサンプリング（信号の大きさを数値に置き換えるこ
と）を行う回数をサンプリング周波数といいます。
再生できる周波数帯は「サンプリング周波数」で決
まり、サンプリング周波数が高いほど再生可能な音
域が広がることになります。

■ディープカラー
HDMI 1.3がサポートしている映像技術です。RGB
またはYCbCr信号の処理を、従来の8ビットに対
して10／12／16ビットで処理することで、より
豊かな色調表現が可能です。表現できる色の数が従
来の数百万色から数億色に増えたことにより、グラ
デーションの表現力や暗部のディテール再現力が向
上し、カラーバインディング（しま模様状になる色
の変化）の少ない画像を楽しめます。

■ドルビーサラウンド
ドルビーサラウンドは、ダイナミックで臨場感豊か
な音響効果のために、フロント左／右チャンネル（ス
テレオ音声）、会話などを再生するセンターチャンネ
ル（モノラル音声）、効果音のサラウンドチャンネル
（モノラル音声）の、アナログ4チャンネル方式を採
用しています。サラウンドチャンネルの再生域は狭
くなっています。
現在、ほとんどのソフトに普及している方式です。
本機に内蔵のドルビープロロジックデコーダーは、
各チャンネルの音量を自動的に調整して安定させ、
音の移動感や方向性を強調して、より正確なデジタ
ル処理を行います。

■ドルビーデジタル
ドルビーデジタルは、完全に独立したマルチチャン
ネル音声を再生できるデジタルサラウンドシステム
です。全帯域の音声成分を持つフロント3チャンネ
ル（フロント左／右、センター）と、サラウンド2
チャンネル（サラウンド左／右）、低音域専用のLFE
チャンネルの合計5.1チャンネルで構成されます。
サラウンド2チャンネルがステレオで収録されてい
るため、ドルビーサラウンドと比較して、音の移動
感や周囲の環境音がより明確になります。全帯域の
5チャンネルの幅広いダイナミックレンジと正確な
音の定位によって、これまでにない迫力と現実感を
再現できます。
本機では、モノラル音声から5.1チャンネルスピー
カーシステムまでお好みの視聴環境を選ぶことがで
きます。

■ドルビーデジタルサラウンドEX
本機は5.1チャンネルのソースに、サラウンドバッ
クチャンネルを加えて6.1／7.1チャンネル再生を
可能にする、ドルビーデジタルサラウンドEXソフ
ト対応のドルビーデジタルEXデコーダーを内蔵し
ています（サラウンドバックチャンネルはサラウン
ド左とサラウンド右チャンネルから作られます）。
ドルビーデジタルサラウンドEXで録音された映画
のサウンドトラックを再生する際に、最良の音声を
再生できます。この追加チャンネルにより、特に飛
び越えたり飛び回ったりといった動きのあるシーン
で、よりダイナミックでリアルな動作音をお楽しみ
いただけます。

■ドルビーデジタルプラス
ブルーレイディスクやHD DVDなどの次世代光
ディスクやデジタルテレビ放送向けに開発された高
品質音声フォーマットです。ブルーレイディスクで
はオプション採用、HD DVDでは標準採用され、最
大7.1チャンネルのディスクリート音声信号を最大
転送レート6Mbpsで収録可能です。従来のドルビー
デジタルと互換性があるため、ドルビーデジタル対
応の機器でも再生できます。

■ドルビープロロジックII
ドルビープロロジックIIはドルビープロロジックを
改良した方式で、ドルビーサラウンド方式のソフト
に多く採用されています。2チャンネルで記録され
た音声を信号処理し、優れた分離感を保ったまま
5.1チャンネル音声に変換します。映画用のMovie
モードと、音楽などのステレオソース用のMusic
モード、ゲーム用のGameモードが用意されていま
す。従来の2チャンネル音声（モノラル音声を除く）
だけで記録された古い映画も、5.1チャンネルの迫
力ある音声で楽しめます。
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用語／技術解説
■ドルビープロロジックIIx
ドルビープロロジックの技術です。2チャンネルで
記録された音声はもちろん、マルチチャンネルで記
録された音声をも信号処理し、自然な7.1チャンネ
ル音声をフルレンジで再生します。映画用のMovie
モード（2チャンネル信号入力時のみ）、音楽用の
Musicモード、ゲーム用のGameモードが用意され
ています。

■ドルビーTrueHD
ブルーレイディスクやHD DVDなどの次世代光ディ
スク向けに開発されたロスレス（可逆型）高品質音声
フォーマットです。ブルーレイディスクではオプショ
ン採用、HD DVDでは標準採用され、96kHz／24bit
時には最大8チャンネル、192kHz／24bit時には
最大6チャンネルのディスクリート音声信号を最大
転送レート18Mbpsで収録可能です。従来のドル
ビーデジタルと互換性があるため、ドルビーデジタル
対応の機器でも再生できます。ダイアログノーマライ
ゼーションやダイナミックレンジコントロールをサ
ポートしています。スタジオマスター品質の音声が楽
しめます。

■バイアンプ
スピーカーのウーファーとツィーターを別々のアン
プで駆動する方式です。中低域部と高域部を独立し
て接続することにより、逆起電力による音の純度低
下を抑え、よりクリアな音声を楽しめます。

■リップシンク（Lip sync）
HDMI 1.3がサポートしている、音声と映像の出力
タイミングのずれを自動的に補正する技術です。映
像信号の大容量化にともなう信号処理の複雑化によ
り、音声出力に対して映像出力が遅れてしまうこと
があります。この映像出力の遅延を自動的に検知し、
遅延時間に合わせて音声を遅らせて出力することに
より、音声と映像の出力タイミングを同期させてい
ます。

■量子化ビット数
アナログ音声信号をデジタル信号化する際に、音の
大きさを数値化するときのきめ細かさを量子化ビッ
ト数といいます。
音量の差を表すダイナミックレンジは「量子化ビット
数」で決まり、量子化ビット数が大きいほど音の大き
さの変化をきめ細かく再現できることになります。

■AAC
（アドバンスト・オーディオ・コーディング）
MPEG-2オーディオ規格の一つで、BS／地上波デ
ジタル放送で採用されています。モノラル音声から
最大で7チャンネル音声までを効率良く圧縮して記
録、伝送できます。

本機はAACデコーダーを搭載しているので、BS／
地上波デジタルチューナーで受信した番組の5.1
チャンネル音声をデコード（復号）して再生できます。

■D端子
AV機器間での映像信号の伝送に用いられる端子で、
コンポーネントビデオ信号とコントロール信号（走
査線、アスペクト比、インターレース／プログレッ
シブの情報）を、1本の専用ケーブルで接続できます。
その性能に応じてランクがD1からD5に分けられ
ています。本機にはD5ビデオ端子が装備されてお
り、D1からD5の規格に対応しています。

■DSD（ダイレクト・ストリーム・デジタル）
SA-CD（スーパーオーディオCD）などで使われて
いる、デジタル信号を記録する方式の一つです。サ
ンプリング周波数2822.4kHzで記録することによ
り、CDなどで使われているPCMよりも高音質で再
生できます。周波数は100kHz以上、ダイナミック
レンジは120dBです。

■DTS 96／24
DTS 96／24はDVDビデオのマルチチャンネルサ
ウンドを高音質で再生します。従来のDTSデコー
ダーとも互換性があるため、DTS 96／24に対応
していない機器では、通常のDTSサラウンドとして
楽しむことができます。「96」はサンプリング周波
数の96kHz（従来の48kHzから倍増）、「24」は量
子化ビット数24ビットを示します。広い周波数帯
域、ダイナミックレンジで、DVDビデオの音楽や映
画音声を5.1チャンネルで楽しむことができます。

■DTSデジタルサラウンド
DTSデジタルサラウンドは、アナログの映画音声に
取って代わる5.1チャンネル方式のデジタルサウン
ドトラックとして開発された最新技術で、世界中の
映画館に急速に普及しています。ご家庭でも音の奥
行きや自然な空間表現を楽しめるように開発したも
のが、本機で採用しているDTSシステムです。
極めて劣化が少なく、クリアな音質の6チャンネル
（フロント左／右、センター、サラウンド左／右チャ
ンネル、サブウーファー用LFE0.1チャンネルを加
えた5.1チャンネル）で構成されています。
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用語／技術解説
■DTS-ES
本機は5.1チャンネルのソースに、サラウンドバッ
クチャンネルを加えて6.1チャンネル再生を可能に
する、DTS-ESデコーダーを内蔵しています。5.1
チャンネルの信号と独立して記録されたサラウンド
バックチャンネル信号を再生する、ディスクリート
方式と、サラウンドL／Rチャンネル信号からサラ
ウンドバックチャンネル信号を生成して再生する、
マトリクス方式の2つの方式に対応しています。
DTS-ESで録音された音楽や、映画のサウンドト
ラックを再生する際に、最良の音声を再生できます。

■DTS Express
ブルーレイディスクやHD DVDなどの次世代光
ディスク向けに開発された音声フォーマットで、
ネットワーク・ストリーミング用に最適化された低
ビットレート信号です。ブルーレイディスクではセ
カンダリーオーディオ、HD DVDではサブオーディ
オで使用され、本編の再生を楽しみながらインター
ネットを経由して映画制作者のコメントなどを楽し
めます。

■DTS-HDハイレゾリューションオーディオ
ブルーレイディスクやHD DVDなどの次世代光
ディスク向けに開発された高品質音声フォーマット
です。ブルーレイディスクおよびHD DVDでオプ
ション採用され、96kHz／24bitで最大7.1チャ
ンネルのディスクリート音声信号を、ブルーレイ
ディスクでは最大転送レート6Mbps、HD DVDで
は最大3Mbpsで収録可能です。従来のDTSデジタ
ルサラウンドと互換性があるため、DTSデジタルサ
ラウンド対応の機器でも再生できます。

■DTS-HDマスターオーディオ
ブルーレイディスクやHD DVDなどの次世代光
ディスク向けに開発されたロスレス（可逆型）高品
質音声フォーマットです。ブルーレイディスクおよ
びHD DVDで標準採用され、96kHz／24bitで最
大7.1チャンネルのディスクリート音声信号を、ブ
ルーレイディスクでは最大転送レート24.5Mbps、
HD DVDでは最大18Mbpsで収録可能です。従来
のDTSデジタルサラウンドと互換性があるため、
DTSデジタルサラウンド対応の機器でも再生でき
ます。スタジオマスター品質の音声が楽しめます。

■DTS Neo:6
2チャンネル信号のソースを、サラウンドバックを
含めた6チャンネルで再生できます。再生するソー
スに合わせて、音楽用のMusicモードと、映画用の
Cinemaモードが用意されています。すべてのチャ
ンネルを全帯域で再生できるだけでなく、ディスク
リート方式で記録されたソースのようなチャンネル
の分離感を体感できます。

■HDMI
世界業界標準規格であるHDMI（High-Definition
Multimedia Interface Specification）規格に準じ
た、次世代テレビ向けのデジタルインターフェース
です。著作権保護技術（HDCP：High-bandwidth
 Digital Content Protection System）に対応し
ているため、デジタルビデオ／オーディオ信号をデ
ジタルのまま劣化させることなく、１本のケーブル
で伝送できます。

■ LFE（低域効果音） 0.1チャンネル
音声成分の帯域が20～120Hzの、低音域専用チャ
ンネルです。
ドルビーデジタルとDTS、AACで、全帯域用の5
チャンネルに加えて、効果的な場面で低音を増強す
るために使用されます。音声の帯域が低域のみに制
限されているので、0.1と表現されます。

■PCM（リニアPCM）
MP3形式やATRAC形式のようにアナログ音声信
号を圧縮せずに、そのまま符号化して録音・伝送す
る方式です。
「PCM」は、パルス・コード・モジュレーションの
略で、デジタル信号をパルスの符号にして変調記録
するという意味です。
音楽CDや、DVDオーディオの録音方法などで採用
されています。PCM方式では、非常に短く区切った
単位時間あたりの信号の大きさを数値に置き換える
（サンプリング）手法を用いています。

■Sビデオ信号
映像信号を、輝度を表すY信号と、色を表すC信号
に分けて伝送する方式です。S ビデオ端子で接続す
ると、より美しい映像で録画／再生をお楽しみいた
だけます。

■ "x.v.Color"
HDMI 1.3がサポートしている映像技術です。色空
間規格の一つで、sRGB規格より広い色空間を持っ
ているため、今までできなかった色の表現が可能で
す。sRGB規格の色域との互換性を確保しながら色
空間を拡張し、より鮮明で自然な映像になっていま
す。特に静止画やCGで高い効果が得られます。
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音場プログラム解説

■音場を構成する要素
直接音
楽器やボーカルなどの、音源からどこにも反射する
ことなく、直接リスナーの耳に届く音です。

初期反射音
壁や天井などに１回反射してからリスナーの耳に到
達する音です。初期反射音は直接音が発生してから
50ms（50／1000秒）から80ms（80／1000
秒）くらいあとに耳に届きます。初期反射音により、
直接音に明瞭さが付加されます。

後部残響音
壁や天井、部屋の後部などに２回以上反射を繰り返
しながら、多数の反響音がひとまとめになり、連続
した音響の余韻となる音です。これらの反射音は方
向性がなく、直接音の鮮明さを劣化させます。

直接音、初期反射音、後部残響音が一つになること
で、リスナーは演奏会場や劇場をイメージすること
ができます。デジタル音場プロセッサーはこの反射
音、残響音を再現することで、音場を作り出します。

また、リスニングルームにおいて適切な反射音や後
部残響音を再現できれば、独自のリスニング音場を
作り出すことができます。つまりリスニングルーム
の音響効果をコンサートホール、ダンスフロア、大
聖堂など、さまざまな演奏会場や劇場の音響効果に
変えることができるのです。意のままに音場を再現
する能力こそ、デジタル音場プロセッサーを通じて
ヤマハがこれまでに実践してきたことです。

■コンプレストミュージック・エンハンサーモード
MP3やAACなど、ポータブルオーディオプレー
ヤーなどで使用される圧縮オーディオフォーマット
の再生に最適なプログラムです。高音域を拡張し、
低音域を強調することによって、圧縮オーディオを
ダイナミックかつ臨場感たっぷりに再生します。

■サイレントシネマ
ヘッドホンでマルチスピーカーによる音場プログラ
ムを擬似的に再現するための、ヤマハ独自のシステ
ムです。
音場プログラムごとにヘッドホン用の設定値が用意
されているため、自然で立体感あふれる音場プログ
ラムをヘッドホンでもお楽しみいただけます。

■シネマDSP（デジタル・サウンド・
フィールド・プロセッサー）

ドルビーサラウンドやDTSのシステムは、本来映画
館用に設計されているため、ご家庭では部屋の広さ
や壁の材質、スピーカーの数などの条件の違いに
よって、同じソフトであっても視聴感に差が出てし
まいます。
ヤマハシネマDSPは、豊富な実測データに基づく
独自の音場技術を応用することで、ドルビープロロ
ジックやドルビーデジタル、DTSのシステムと組み
合わせて音のスケールや奥行き、音量感を補い、ご
家庭でも映画館のような視聴体験を実現します。

■バーチャルシネマDSP
サラウンド左／右スピーカーを設置していなくと
も、仮想的にサラウンド左／右スピーカーの音場を
再現することで、音場プログラムを楽しめます。
センタースピーカーを設置できない場合でも、フロ
ント左／右スピーカーだけで、バーチャルシネマ
DSPをお楽しみいただけます。
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主な仕様

オーディオ部
定格出力（6Ω、20～20kHz、0.09% THD）
フロント左／右 .............................. 95W＋ 95W
センター..........................................................95W
サラウンド左／右........................... 95W＋ 95W
サラウンドバック左／右............... 95W＋ 95W
実用最大出力（JEITA、6Ω、1kHz、10% THD）
フロント左／右 .........................135W＋135W
センター.......................................................135W
サラウンド左／右......................135W＋135W
サラウンドバック左／右..........135W＋135W
ダイナミックパワー（IHF）
6／ 4／2Ω .................135／ 165／ 210W
ダンピングファクター
（20Hz～ 20kHz、スピーカーA、8Ω）
フロント左／右 ...................................... 120以上
入力感度／入力インピーダンス
（1kHz、100W／8Ω換算）
PHONO（MM）........................3.5mV／ 47kΩ
CD他........................................200mV／47kΩ
MULTI CH INPUT ................200mV／47kΩ
最大許容入力（1kHz）
PHONO（MM、0.1% THD）.........60mV以上
CD他（EFFECT ON、0.5% THD）
................................................................ 2.3V以上

出力電圧／出力インピーダンス
REC OUT...............................200mV／ 1.2kΩ
PRE OUT........................................ 1V ／ 1.2kΩ
SUBWOOFER（2ch Stereo、FRONT SP : 
SMALL）.......................................... 1V ／ 1.2kΩ
ヘッドホン出力／出力インピーダンス
CD他（1kHz、50mV入力、8Ω）
.................................................150mV／ 100Ω

周波数特性
CD他（フロント左／右、10Hz ～ 100kHz
..............................................................0 ／－ 3dB

全高調波歪率
PHONO（MM、REC OUT、20Hz ～ 20kHz、
1V）..................................................... 0.02%以下
CD他（2ch Stereo、フロントSP OUT、
20Hz～ 20kHz、50W／8Ω）... 0.06%以下
S／N比（IHF-A ネットワーク、入力ショート）
PHONO（MM、2.5mV、REC OUT）
...............................................................80dB以上
CD他（EFFECT OFF、250mV、SP OUT）
............................................................100dB以上

残留ノイズ（IHF-A ネットワーク）
フロント左／右、SP OUT ........... 150μV以下
チャンネルセパレーション
（入力ショート、1kHz ／ 10kHz）
PHONO.......................60dB以上／55dB以上
CD他（5.1kΩ）.........60dB以上／45dB以上

音量可変範囲／ステップ
.................... MUTE ／－80.0dB～＋ 16.5dB／

0.5dBステップ
トーンコントロール特性
BASS（可変幅）.....................± 10dB／ 50Hz
BASS（ターンオーバー周波数）.............350Hz
TREBLE（可変幅）...............± 10dB／ 20kHz
TREBLE（ターンオーバー周波数）.........3.5kHz

ビデオ部
ビデオ信号方式
グレーバック................................................ NTSC
ビデオコンバージョン.......................NTSC/PAL
コンポジットビデオ信号レベル..... 1Vp-p ／ 75Ω
Sビデオ信号レベル
Y .................................................... 1Vp-p ／ 75Ω
C ...........................................0.286Vp-p ／ 75Ω
コンポーネントビデオ信号レベル
Y .................................................... 1Vp-p ／ 75Ω
Cb、Cr .......................................0.7Vp-p ／ 75Ω

D5ビデオ信号レベル
Y .................................................... 1Vp-p ／ 75Ω
Cb、Cr .......................................0.7Vp-p ／ 75Ω
ビデオ最大許容入力（VIDEO CONV. OFF）
.............................................................. 1.5Vp-p 以上
S／N比 ..................................................50dB以上
モニターアウト周波数帯域（VIDEO CONV. OFF）
コンポーネントビデオ、D5 ビデオ
...................................5Hz ～ 100MHz、－ 3dB

FMチューナー部
受信周波数範囲.................76.0ＭHz～ 90.0ＭHz
50dB SN感度（IHF、1kHz、100% MOD.）
モノ........................................2.8μV（20.2dBf）
S／N比（IHF）
モノ／ステレオ............................73dB／ 70dB
歪率（1kHz）
モノ／ステレオ..............................0.5％／0.5％
アンテナ入力........................... 75Ω、アンバランス

AMチューナー部
受信周波数........................... 531kHz ～ 1611kHz
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主な仕様
総合
電源電圧........................... AC100V、50／60Hz
消費電力...........................................................300W
待機時消費電力.........................................0.1W以下
ACアウトレット（電源スイッチ連動×2）
..................................................................合計 100W
寸法（幅×高さ×奥行き）
.......................................... 435× 171× 393mm
質量.................................................................11.8kg

※仕様、および外観は、改良のため予告なく変更す
ることがあります。

本機は「JIS C 61000-3-2」適合品です。
JIS C 61000-3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁
両立性第3-2部：限度値－高調波電流発生限度値（1
相当たりの入力電流が20A以下の機器）」に基づき、
商用電力系統の高調波環境目標レベルに適合して設
計・製造した製品です。
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音量設定 .......................................................................69
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画面表示時間設定（アンプ）、表示の設定......................76
画面表示時間設定（iPod）、表示の設定.........................76
基本設定、手動設定...........................................................61
距離の単位設定、スピーカーの距離................................68
後部残響音 ..........................................................................98
コンプレストミュージック・ 
エンハンサーモード.......................................... 42、98

コンプレストミュージック・エンハンサーモードの
効果レベル、音場パラメーター.................................59

コンポーネントビデオ信号 ...............................................95
コンポジットビデオ信号...................................................95
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再生...................................................................................... 34
再生モード.......................................................................... 32
サイレントシネマ............................................................... 98
サブウーファーの位相、スピーカーの設定.................... 67
サラウンド音場の空間の大きさ調節、
音場パラメーター........................................................ 56

サラウンド音場の遅延時間の調節、
音場パラメーター........................................................ 56

サラウンド音場の反響量の調節、音場パラメーター..... 57
サラウンド左／右スピーカー、スピーカーの設定 ........ 66
サラウンドデコーダー....................................................... 42
サラウンドデコードモード............................................... 59
サラウンドバック音場の空間の大きさ調節、
音場パラメーター........................................................ 56

サラウンドバック音場の遅延時間の調節、
音場パラメーター........................................................ 56

サラウンドバック音場の反響量の調節、
音場パラメーター........................................................ 57

サラウンドバック左／右スピーカー、
スピーカーの設定........................................................ 66

サラウンドバックスピーカーの音量、
音場パラメーター........................................................ 59

サラウンド左スピーカーの音量、音場パラメーター..... 59
サラウンド右スピーカーの音量、音場パラメーター..... 59
残響音の遅延時間の調節、音場パラメーター................ 58
残響音の強さ調節、音場パラメーター............................ 58
残響時間の調節、音場パラメーター................................ 57
サンプリング周波数........................................................... 95
シネマDSP........................................................................ 98
シャッフル、iPod 再生..................................................... 50
手動設定.............................................................................. 61
初期設定に戻す、
アドバンストセットアップメニュー......................... 85

初期反射音.......................................................................... 98
信号の情報.......................................................................... 63
スタンバイ時のHDMI 出力設定、
HDMI 出力先設定 ....................................................... 78

ステレオ再生 ...................................................................... 42
スピーカーの音量、基本設定........................................... 67
スピーカーの距離、基本設定........................................... 68
スピーカーの距離、スピーカーの距離............................ 68
スピーカーの接続............................................................... 12
スピーカーの設置..................................................................9
スピーカーの設定、基本設定........................................... 65
すべての設定を初期設定に戻す ....................................... 94
すべてのソース用音場プログラム ................................... 41
赤外線送信部 ...................................................................... 28
接続、CENTER PRE OUT端子 .................................... 22
接続、FRONT PRE OUT端子....................................... 22
接続、SUBWOOFER PRE OUT端子.......................... 22
接続、SURROUND PRE OUT端子............................. 22
接続、SUR.BACK PRE OUT端子 ............................... 22
設定の保護、その他の設定............................................... 77
セットメニュー .................................................................. 61
センタースピーカーの音量、音場パラメーター ............ 59
センタースピーカー、スピーカーの設定........................ 66
操作機器選択スイッチ....................................................... 28
その他の設定、手動設定................................................... 63
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チューナーインジケーター................................................27
チューナー用リモコン ID設定、
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ディスプレイの明るさ、表示の設定................................76
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デコーダー...........................................................................60
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入力チャンネル信号／スピーカーインジケーター.........28
入力設定、手動設定...........................................................63
入力ソース...........................................................................34
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入力ソース名の変更、入力設定........................................73
入力モード初期値、その他の設定....................................77
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バイアンプ ..........................................................................96
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プレゼンス音場の空間の大きさ調節、
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プレゼンス音場の遅延時間の調節、
音場パラメーター........................................................56

プレゼンススピーカー.......................................................11
プレゼンススピーカーインジケーター............................28
プレゼンス左スピーカーの音量、音場パラメーター.....59
プレゼンス右スピーカーの音量、音場パラメーター.....59
フロントスピーカー、スピーカーの設定........................66
フロントパネル................................................................107
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フロント用入力端子選択、入力設定................................75
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ペアリング開始...................................................................75
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マルチインフォメーションディスプレイ........................28
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ACアウトレット................................................................26
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ADAPTIVE DRCインジケーター ..................................27
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AM放送 ..............................................................................45
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AUDIO 端子........................................................................15
AUTO SETUP ...............61、「スタートアップガイド」9
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BASIC MENU、手動設定................................................61
BGV、入力設定 .................................................................75
BI-AMP、アドバンストセットアップメニュー .............84
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C
Canceled ...........................................................................91
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Cellar Club、音場サブプログラム..................................40
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CENTER WIDTH、デコーダーパラメーター ...............60
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CINEMA DSPインジケーター.......................................28
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Connect error ..................................................................91
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CT LEVEL、音場パラメーター.......................................59
C. IMAGE、デコーダーパラメーター.............................60
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DECODER MODE、入力設定........................................74
DIGITAL COAXIAL 端子.................................................15
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DIMENSION、デコーダーパラメーター .......................60
DIMMER、表示の設定 .....................................................76
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DTS-HDハイレゾリューションオーディオ ..................97
DTS-HDマスターオーディオ..........................................97
DYNAMIC RANGE、音の設定 ......................................71
D5 VIDEO端子.................................................................15
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E
EFFECT LEVEL、音場パラメーター............................. 59
ENHANCERインジケーター.......................................... 27
ENTERTAINMENT、音場プログラム........................... 41
EQUALIZER、音の設定 .................................................. 70
EXTD SUR.、音の設定 ................................................... 72
EXTD SUR.、電源オン時の設定.................................... 77
EXTRA SP ASSIGN、スピーカーの設定.................... 65
EXTRA SP の用途、スピーカーの設定......................... 65
E-1:NO FRONT SP......................................................... 92
E-10:INTERNAL ERROR.............................................. 92
E-2:NO SUR SP.............................................................. 92
E-3:NO PRNS SP........................................................... 92
E-4:SBR->SBL ................................................................ 92
E-5:NOISY ........................................................................ 92
E-6:CHECK SUR............................................................. 92
E-7:NO MIC ...................................................................... 92
E-8:NO SIGNAL .............................................................. 92
E-9:USER CANCEL........................................................ 92
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FL SCROLL、表示の設定 ............................................... 76
FL 表示設定、表示の設定................................................. 76
FM放送............................................................................... 45
FRONT PRE OUT端子の接続....................................... 22
FRONT SP、スピーカーの設定..................................... 66
FRONT、入力設定............................................................ 75
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GEQ、イコライザー ......................................................... 70
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Hall in Munich、音場サブプログラム........................... 40
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HDMI 音声出力設定、HDMI 出力先設定 ....................... 78
HDMI CONTROL、その他の設定.................................. 78
HDMI SET、その他の設定.............................................. 78
HDMI インジケーター ...................................................... 27
HDMI コントロール機能................................................... 53
HDMI コントロール機能設定、HDMI 出力先設定........ 78
HDMI 出力設定、その他の設定....................................... 78
HEADPHONE、ダイナミックレンジ............................ 71
HEADPHONE、低域効果音の音量................................ 71

I
INIT. CONFIG、その他の設定......................................... 77
INIT. VOL.、音量設定....................................................... 69
INIT.DLY、音場パラメーター ......................................... 56
INIT、アドバンストセットアップメニュー.................... 85
INPUT CH、入力設定...................................................... 75
INPUT MENU、手動設定 ............................................... 63
INPUT RENAME、入力設定.......................................... 73
iPod connected .............................................................. 91
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iPod の再生........................................................................ 49
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MEMORY GUARD、その他の設定 ...............................77
Mono Movie、音場サブプログラム ...............................41
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MUSIC ENHANCER、コンプレストミュージック・
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Neo:6 Cinema、デコーダー.................................59、60
Neo:6 Music、デコーダー..............................................60
No BT Adapter ................................................................91
Not found ..........................................................................91
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OPTION MENU、手動設定.............................................63
OSD SHIFT、表示の設定................................................76
OSD-AMP、表示の設定...................................................76
OSD-SOURCE、表示の設定...........................................76

P
PANORAMA、デコーダーパラメーター.......................60
PCM（リニアPCM）.........................................................97
PL LEVEL、音場パラメーター .......................................59
PLII Game、デコーダー ..................................................60
PLII Movie、デコーダー ........................................59、60
PLII Music、デコーダー..................................................60
PLIIx Game、デコーダー ................................................60
PLIIx Movie、デコーダー ......................................59、60
PLIIx Music、デコーダー................................................60
PR LEVEL、音場パラメーター.......................................59
PRO LOGIC、デコーダー................................................60
P.INIT.DLY、音場パラメーター......................................56
P.ROOM SIZE、音場パラメーター................................56

R
REMOTE AMP、
アドバンストセットアップメニュー.........................83

REMOTE TU、
アドバンストセットアップメニュー.........................84

Repeat、iPod 再生..........................................................50
REV.DELAY、音場パラメーター ...................................58
REV.LEVEL、音場パラメーター ....................................58
REV.TIME、音場パラメーター .......................................57
Roleplaying Game、音場サブプログラム ...................41
ROOM SIZE、音場パラメーター ...................................56

S
S VIDEO端子....................................................................15
S ビデオ信号 ......................................................................97
SB INI.DLY、音場パラメーター.....................................56
SB LEVEL、音場パラメーター.......................................59
SB LIVENESS、音場パラメーター...............................57
SB ROOM SIZE、音場パラメーター............................56
SCENE IR、アドバンストセットアップメニュー.........84
SCENE機能.............................「スタートアップガイド」7
SCENE選択時の IR 出力設定、
アドバンストセットアップメニュー.........................84

SCENEテンプレート ....31、「スタートアップガイド」7
Sci-Fi、音場サブプログラム............................................41
Searching..........................................................................91
Shuffle、iPod 再生 ..........................................................50
SIGNAL INFO ...................................................................63
SILENT CINEMAインジケーター .................................28
SL LEVEL、音場パラメーター.......................................59
SLEEPインジケーター....................................................28
SOUND MENU、手動設定.............................................62
SP A ／ Bインジケーター...............................................27
SP DISTANCE、基本設定..............................................68
SP LEVEL、基本設定......................................................67
SPEAKER SET、基本設定.............................................65
SPEAKER、ダイナミックレンジ...................................71
SPEAKER、低域効果音の音量.......................................71
Spectacle、音場サブプログラム...................................41
Sports、音場サブプログラム..........................................41
SR LEVEL、音場パラメーター.......................................59
Standard、音場サブプログラム.....................................41
STANDBY CHARGE、入力設定...................................74
STANDBY THROUGH、HDMI 出力先設定 ...............78
START PAIRING、入力設定..........................................74
STEREO、音場プログラム..............................................42
Straight Enhancer、コンプレストミュージック・
エンハンサーモード....................................................42

SUBWOOFER PHASE、スピーカーの設定................67
SUBWOOFER PRE OUT端子の接続 ..........................22
SUPPORT AUDIO、HDMI 出力先設定 .......................78
SURROUND PRE OUT端子の接続.............................22
Sur. Decoder、サラウンドデコーダー .........................42
SUR. DECODE、サラウンドデコードモード...............42
SUR. L/R SP、スピーカーの設定.................................66
SUR.B L/R SP、スピーカーの設定 ..............................66
SUR.BACK PRE OUT端子の接続................................22
S.INIT.DLY、音場パラメーター......................................56
S.LIVENESS、音場パラメーター ..................................57
S.ROOM SIZE、音場パラメーター ...............................56
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TEST TONE、基本設定...................................................68
TEST、イコライザー........................................................70
The Bottom Line、音場サブプログラム......................40
The Roxy Theatre、音場サブプログラム....................40
TRANSMIT インジケーター............................................28

U
Unable to play .................................................................91
UNIT、スピーカーの距離.................................................68
Unknown iPod .................................................................91
Unplug HP!.......................................................................92

V
VIDEO CONV.、映像の設定...........................................76
VIDEO SET、その他の設定............................................76
VIDEO端子........................................................................15
VIRTUALインジケーター................................................28
VOLUME MENU、手動設定 ..........................................62
VOLUME TRIM、入力設定.............................................74
VOLUMEインジケーター................................................27

W
W-1:OUT OF PHASE.....................................................93
W-2:OVER 24m (80ft) .................................................93
W-3:LEVEL ERROR........................................................93
W-4:CHECK PRNS.........................................................93

X
x.v.Color .............................................................................97

Y
YPAO........................................「スタートアップガイド」9
YPAOインジケーター......................................................27

数字
2チャンネルソースのデコード設定、
音場パラメーター........................................................58

2ch STEREO、音場サブプログラム.............................42
6.1 ／ 7.1 チャンネルデコーダー設定、
電源オン時の設定........................................................77

6.1 ／ 7.1 チャンネルデコーダー選択、音の設定 .......72
7ch Enhancer、コンプレストミュージック・
エンハンサーモード....................................................42

7ch STEREO、音場サブプログラム.............................42
96/24インジケーター....................................................27

  
「ASPEAKERS」や「4DVD」（例）は、フロントパ
ネルまたはリモコンキーなどの名称を表しています。
それぞれのキーの場所については、別紙「操作パネル
図」、または106～ 107 ページをご覧ください。
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■ フロントパネル
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106 Ja



■ リモコン
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■ 入力信号と再生スピーカー対応表
入力信号の種類によって、下図で示されたスピーカーから音声が出力されます。下図の1～8の番号は、次
ページ表中の番号と対応しています。

AUTO SETUP（「スタートアップガイド」9 ページ）、または「SPEAKER SET」（65 ページ）の設定により、音声が
出力されるスピーカーは変化します。また、再生するソースによってはスピーカーから音が出ない場合や、小さい音しか
出ない場合もあります。映画の効果音などに合わせて部分的にしか使われないチャンネルもあります。

y
表中の「EXTRA SP ASSIGN」は、セットメニュー「SPEAKER SET」のメニューを表しています（65 ページ）。

表中のイラストは以下の内容を示しています。
L： フロント左スピーカー
C： センタースピーカー
R： フロント右スピーカー
PL： プレゼンス左スピーカー
PR： プレゼンス右スピーカー
SL： サラウンド左スピーカー
SR： サラウンド右スピーカー

SBL： サラウンドバック左スピーカー
SBR： サラウンドバック右スピーカー

： 音が出るスピーカー

： 音が出ないスピーカー

y
表中の「7.1チャンネル構成」は、スピーカーを9本接続している場合を表しています。

ご注意

スピーカー設置図
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* プレゼンススピーカーからは出力されません。

音場プログラム

「EXTRA SP 
ASSIGN」
の設定

（65 ページ）

入力信号

2チャンネル音声
（モノラル）

2チャンネル音声
（ステレオ）

5.1 チャンネル音声
（qEX/qPLIIx/ES
インジケーター消灯時）

6.1 ／ 7.1 チャンネル音声
（qEX/qPLIIx/ES
インジケーター消灯時

CLASSICAL
Hall in Munich
Hall in Vienna
Chamber
LIVE/CLUB
Cellar Club
The Roxy Theatre
The Bottom Line

PRESENCE 1 1 2 4

PRESENCE
以外 1* 1* 7 4

ENTERTAINMENT
Sports
Action Game
Roleplaying Game
Music Video
MOVIE
Standard
Spectacle
Sci-Fi
Adventure
Drama

PRESENCE 3 2 2 4

PRESENCE
以外 7 4 7 4

MOVIE
Mono Movie

PRESENCE 3 2 2 4

PRESENCE
以外 7 7 7 4

STEREO
2ch Stereo すべて 5 5 5 5

STEREO
7ch Stereo
MUSIC ENHANCER
7ch Enhancer

すべて 4 4 4 4

SUR. DECODE
Sur. Decoder
(Pro Logic)
(PLII Movie)
(PLII Game)

すべて 6 7 7 4

SUR. DECODE
Sur. Decoder
(PLII Music)

すべて 8 7 7 4

SUR. DECODE
Sur. Decoder
(PLIIx Movie)
(PLIIx Game)
(Neo:6 Cinema)

すべて 6 4 7 4

SUR. DECODE
Sur. Decoder
(PLIIx Music)
(Neo:6 Music)

すべて 8 4 7 4

Straight
Pure Direct
MUSIC ENHANCER
Straight Enhancer

すべて 5 5 7 4
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リモコンコード一覧

テレビ
Byd:sign 21309, 21311, 

21485, 21486
Epson 20833, 20840, 

21122, 21290
Fujitsu 20179, 20186, 

20683, 20809, 
20853, 21181, 
21607

Funai 20000, 20171, 
20179, 20180, 
20264, 20342, 
21271

Hitachi 20000, 20017, 
20036, 20047, 
20051, 20054, 
20145, 20178, 
20179, 21145, 
21150, 21245, 
21345, 21378, 
21445

LG 20030, 20054, 
20060, 20178, 
20442, 20700, 
20856, 21154, 
21178, 21265, 
21325, 21378, 
21423, 21663, 
21758

Mitsubishi 20030, 20036, 
20093, 20150, 
20154, 20160, 
20178, 20250, 
20836, 20868, 
21150, 21171, 
21182, 21250, 
21392, 21522, 
21550

NEC 20030, 20036, 
20047, 20156, 
20170, 20178, 
20474, 20704, 
20882, 21398, 
21456, 21704, 
21797

Orion 20017, 20178, 
20179, 20180, 
20236, 20463, 
21463

Panasonic 20000, 20030, 
20051, 20054, 
20156, 20161, 
20236, 20250, 
20650, 20863, 
21168, 21175, 
21177, 21291, 
21310, 21335, 
21410, 21480, 
21510

Philips 20030, 20037, 
20054, 20171, 
20186, 20690, 
21154, 21254, 
21454, 21455, 
21483, 21744

Pioneer 20166, 20679, 
20866, 21260, 
21398, 21457

Samsung 20017, 20030, 
20036, 20037, 
20047, 20054, 
20060, 20154, 
20178, 20264, 
20587, 20702, 
20766, 20812, 
20814, 21060, 
21312, 21395, 
21458

Sanyo 20000, 20036, 
20037, 20047, 
20054, 20088, 
20154, 20171, 
20376, 20424, 
20463, 20799, 
20893, 21142, 
21179, 21755

Sharp 20036, 20054, 
20093, 20179, 
20180, 20256, 
20787, 20818, 
20851, 21165, 
21453, 21459, 
21602

Sony 20000, 20017, 
20036, 20053, 
20150, 20154, 
20810, 20834, 
20867, 21100, 
21167, 21300, 
21317, 21651, 
21685

Toshiba 20036, 20060, 
20145, 20150, 
20154, 20156, 
20166, 20264, 
20509, 20650, 
20832, 20845, 
21145, 21156, 
21164, 21169, 
21173, 21256, 
21265, 21306, 
21325, 21343, 
21356, 21369, 
21429, 21456, 
21524, 21635, 
21656, 21704, 
21935

Victor 20030, 20036, 
20053, 20054, 
20160, 20650, 
20653, 20731, 
21172, 21253, 
21302, 21352, 
21428, 21774

Yamaha 20030, 20769, 
20833, 20839, 
21405, 21406, 
21407, 21526, 
21522

DVDプレーヤー
Denon 40490, 40634, 

41282, 41634, 
42134

Funai 40675, 41268, 
41334

Hitachi 40573, 40664, 
41247, 41664, 
41764, 41765, 
41766

Kenwood 40490, 40534, 
40682, 40737

LG 40591, 40741, 
40801, 40869, 
41526, 41600

Marantz 40503, 40539, 
40675, 41627

Mitsubishi 40521, 41403, 
41521, 41629

NEC 40785, 40869, 
41404

Onkyo 40503, 40627, 
40792, 41417, 
41418, 41612, 
41627, 41769

Orion 41695
Panasonic 40490, 40503, 

40571, 40632, 
40703, 41010, 
41011, 41282, 
41362, 41462, 
41490, 41632, 
41641, 41762

Philips 40503, 40539, 
40646, 40671, 
40675, 40854, 
41260, 41267, 
41340, 41354, 
41846, 42056, 
42084

Pioneer 40142, 40525, 
40571, 40631, 
40632, 40638, 
41460, 41475, 
41476, 41512, 
41571

Samsung 40199, 40490, 
40573, 40744, 
40820, 40899, 
41044, 41075, 
41470, 41599, 
42069

Sanyo 40670, 40675, 
40695, 40873, 
41334, 41583

Sharp 40630, 40675, 
40752, 41256, 
41556, 41642, 
42550

Sony 40533, 40772, 
40864, 41033, 
41069, 41070, 
41431, 41433, 
41516, 41533, 
41536, 41548, 
41633

Toshiba 40503, 40539, 
40573, 40695, 
41045, 41154, 
41503, 41510, 
41515, 41588, 
41595, 41608, 
41639, 41769

Victor 40558, 40623, 
40867, 41164, 
41241, 41275, 
41550, 41590, 
41591, 41592, 
41594, 41597, 
41602

Yamaha 40490, 40497, 
40539, 40545, 
40817, 41282, 
42543, 42544

DVDレコーダー
Denon 50490
Funai 50675, 51334
Hitachi 51664, 51764
LG 50741
Mitsubishi 51403, 51629
Panasonic 50490, 51010, 

51011
Philips 50646, 51340
Pioneer 50631, 51460, 

51475, 51476, 
51512

Samsung 50490
Sanyo 51583
Sharp 50630, 50675, 

51556, 51642, 
52550

Sony 51033, 51069, 
51070, 51431, 
51433, 51536

Toshiba 51510, 51588, 
51639

Victor 51164, 51275, 
51597

ブルーレイ／HD DVD
レコーダー
LG 40741
Onkyo 41769
Panasonic 41641
Philips 42084
Pioneer 40142
Samsung 40199
Sony 41516
Toshiba 41515, 41769

ビデオデッキ／HDD
レコーダー
Funai 30000, 30037, 

30072, 30278, 
30593, 31333, 
31593

Hitachi 30000, 30035, 
30037, 30041, 
30042, 30045, 
30065, 30082, 
30089, 30105, 
30140, 30166, 
30544, 31037, 
31286, 31326, 
31718

LG 30037, 30038, 
30240, 31037, 
31137

Mitsubishi 30000, 30041, 
30042, 30043, 
30047, 30048, 
30060, 30061, 
30067, 30075, 
30173, 30214, 
30242, 30443, 
30807, 31343, 
31631, 31714

NEC 30038, 30040, 
30041, 30067, 
30082, 30104, 
31287, 31288
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Orion 30000, 30002, 
30036, 30104, 
30121, 30184, 
30208, 30209, 
30240, 30278, 
30295, 30479, 
31479

Panasonic 30000, 30020, 
30035, 30037, 
30077, 30081, 
30162, 30225, 
30226, 30378, 
30614, 30616, 
31035, 31062, 
31162, 31244, 
31262, 31292, 
31293, 31308, 
31317, 31732, 
31807, 31808, 
31809

Philips 30000, 30034, 
30035, 30045, 
30048, 30062, 
30081, 30110, 
30162, 30209, 
30616, 30618, 
30739, 31081, 
31181, 31266, 
31381

Pioneer 30042, 30067, 
30081, 30162, 
31337, 31803

Samsung 30000, 30038, 
30045, 30060, 
30077, 30240, 
30432, 30739, 
31014

Sanyo 30000, 30046, 
30047, 30104, 
30159, 30240, 
30479, 31330, 
31331

Sharp 30000, 30032, 
30047, 30048, 
30062, 30065, 
30807, 30848, 
31285, 31742, 
31810, 31893

Sony 30000, 30032, 
30033, 30034, 
30035, 30046, 
30047, 30049, 
30067, 30226, 
30636, 31032, 
31232, 31295, 
31296, 31297, 
31447, 31448, 
31636, 31702, 
31972

Toshiba 30000, 30041, 
30042, 30043, 
30045, 30054, 
30062, 30066, 
30209, 30210, 
30212, 30240, 
30544, 30828, 
30845, 31008, 
31145, 31289, 
31290, 31323, 
31325, 31739, 
31972, 31988, 
31996

Victor 30008, 30041, 
30061, 30067, 
30206, 31162, 
31279, 31283, 
31299, 31329, 
31706

Yamaha 30038, 30041

衛星放送チューナー
Funai 10338, 11377
Hitachi 10214, 10749, 

10819, 11250, 
11518, 11523, 
11525

Humax 11781, 11790
Victor Å© JVC 10492, 10775, 

11170, 11507, 
11531, 11532, 
11775, 11793, 
11797

LG 11226, 11414
Mitsubishi 10749
NEC 10496, 11270, 

11519
Panasonic 10214, 10247, 

10701, 11508, 
11526, 11527, 
11528

Philips 10099, 10722, 
10724, 10749, 
10775, 10819, 
11076, 11142, 
11442, 11749

Pioneer 11142, 11442
Samsung 11108, 11109, 

11142, 11276, 
11377, 11442, 
11609

Sanyo 11182, 11219
Sharp 10494, 11489, 

11513, 11517
Sony 10163, 10275, 

10294, 10639, 
11524, 11639, 
11640

Toshiba 10486, 10749, 
10790, 11285, 
11501, 11516, 
11530, 11749

ケーブルテレビチューナー
Fujitsu 11497
Hitachi

10003,10008,1000
9,10011,10033

Mitsubishi 10003
NEC 11496
Panasonic 10000, 10008, 

10107, 10144, 
10375, 11488, 
11758, 11759, 
11760, 11936, 
11937, 11938

Philips 10259, 10317, 
11305

Pioneer 10144, 10533, 
10877, 11021, 
11500, 11782, 
11877

Samsung 10003, 10040, 
10144

Sony 11006, 11460
Toshiba 10000, 11509

CDプレーヤー
Denon 60003, 60034, 

60626, 60766, 
60873

Funai 60305
Kenwood 60000, 60028, 

60029, 60037, 
60190, 60626, 
60681, 60826, 
61683

LG 61208
Luxman 60328, 60489
Marantz 60029, 60038, 

60157, 60180, 
60373, 60435, 
60626

Mitsubishi 60083, 60098, 
60808

Onkyo 60101, 60868, 
61327, 61685

Panasonic 60029, 60303, 
60388, 60752, 
61682

Philips 60157, 60274, 
60626

Pioneer 60032, 60305, 
60468, 61062, 
61063, 61087

Samsung 60524
Sanyo 60000, 60087, 

60179
Sharp 60034, 60037, 

60180, 60861, 
61684

Sony 60000, 60100, 
60185, 60490, 
61364, 61790

Teac 60180, 60362, 
60420, 60490

Toshiba 61693, 61694
Victor 60032, 60072, 

61294
Yamaha 60036, 60490, 

60868, 60888, 
61292, 62907, 
62909

CDレコーダー
Denon 70626, 70766
Marantz 70626
Pioneer 71062, 71087
Sony 70000, 70100, 

71364
Teac 70420
Yamaha 70888, 71292

MDレコーダー
Denon 70873
Kenwood 70681, 70826, 

71683
Onkyo 70868, 71685
Panasonic 71682
Pioneer 71063
Sharp 70861, 71684
Sony 70490, 71790
Yamaha 70490, 70888, 

72909

カセットデッキ
Denon 70076, 70371, 

70412
Kenwood 70070, 70205, 

70365
Onkyo 70135, 70282

Panasonic 70229
Pioneer 70027, 70099
Sharp 70205, 70371, 

70412
Sony 70170, 70243, 

70291
Teac 70308, 70309, 

70365
Yamaha 70097, 70205, 

70524

LDプレーヤー
Pioneer 40023, 40059, 

40241
Sony 40193, 40201
Yamaha 40217

チューナー
Yamaha 82908, 82915

その他の機器
Yamaha（iPod）82981, 82982, 

82983
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